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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　プロローグ




　頰ほおを撫なでる風に熱が帯び、いよいよ夏の到とう来らいを思わせる早朝。切り立った山の峰みねから昇のぼる朝日はすでに空高く、全すべての大地、人、そしてモンスターにその恩おん恵けいが降り注ぐ。

　その朝日を自室で浴び、多くの生徒が緩ゆるやかな朝の始まりを迎むかえる。それが魔獣錬磨師モンスタートレーナー育成学園【ベギオム】における一日の始まりなのだが、今日は様子が違ちがっていた。

　普ふ段だんならば人ひと影かげも少ない、いや、ある魔獣錬磨師モンスタートレーナーを除いて誰だれも訪おとずれることのない早朝のモンスター宿舎前。そこにはすでに、学園の制服に身を包み、自分のパートナーを迎えに来た多くの生徒が行列を作っていた。

　列の進み具合はきわめて遅おそい。待ちきれなくなった一人の男子生徒、いつもであればこの時間に唯ゆい一いつ現れる魔獣錬磨師モンスタートレーナー、レイン・エルハルトがもどかしそうに腰こしに巻き付けたポーチの留め具を弄もてあそびながら、ずらりと並んだ生徒達の後頭部を睨にらみ付ける。

「あと、何人並んでんだ？　あ～、くそ。トレーニングの時間がなくなるぅ！」

　クシャクシャッと髪かみをかき乱しながら、レインが軽く飛び跳はねる。生徒の波の向こうには、５つの巨きよ体たいが立ちはだかっていた。ルビー色の瞳ひとみを宿した岩の頭に、同じく岩で作られた強きよう靭じんな胴どう体たい。そこから伸のびる手足もまた岩石。その四し肢しから繰くり出される鉄てつ槌ついは、並のモンスターなど一いち撃げきで粉ふん砕さいする。ゴーレムと呼ばれるその岩石兵は、盗とう賊ぞくなどから生徒達のモンスターを守る守衛であり、モンスター達の脱だつ走そうを防ぐ看守でもあり、そして何より、この行列を作り出している原因だった。

　学生が自分のモンスターを連れ出すためには、まずこのゴーレムに学生証を呈てい示じして許可をもらわなければならない。が、一いつ般ぱんにゴーレムの知能はきわめて低く、学生証の写真と目の前にいる本人が同一人物であると認にん識しきするまで、異常なほど時間がかかる。

　レインだけでなく、そろそろ周りの生徒達の苛いら立だちもピークに達してきたのだろう。そこかしこで舌打ちや小言が聞こえてくる。けれども、パートナーがいない状じよう況きようで、このゴーレムに喧けん嘩かを売るのは無む謀ぼうもいいところだ。その冒ぼう険けん者の結末は、ゴーレム達の隣となりでノビている生徒達が如によ実じつに語っている。

　遅ち々ちとしか進まない行列に、レインが唸うなりながら歯がみする。

　そんな落ち着きのないレインに、一いつ緒しよに列に並んでいた男子生徒は苦く笑しようを浮うかべながら、右へ左へ忙せわしなく揺ゆれる肩かたを叩たたいた。

「まぁ、いいんじゃない？　ゆっくり行けば、さ。ペムペムだって、たまには寝ね坊ぼうしたい日だってあるだろうし」

「いんや、駄だ目めだ。甘やかすと癖くせになる。つーか、遅おくれたのはお前の準備が遅いからだろ、ガゼット」

　肩に乗せられた手を払はらいのけるレインに、ルームメイトのガゼット・ガールバレスはやれやれと首を横に振ふりながら微笑ほほえんだ。

「確かに、準備が遅れたのは謝るよ。でも、本当に遅れた原因は他にあるんじゃないかな？　ねぇ、レ・イ・ン」

　何かを揶や揄ゆするように、ガゼットが笑みをさらに濃こくしながら、再びレインの肩に手を乗せる。すらりと伸びた高身長、嫌いやみのない知的さが漂ただようシャープな眼鏡めがね。誰もが思わず警けい戒かいを解く柔にゆう和わな顔立ちだが、レインに向けられた笑みには間ま違ちがいなく悪あく魔まの微笑みが隠かくれていた。

　ガゼットの言葉に、レインの口元が歪ゆがむ。

　そんなレインに、ガゼットはさらなる追い打ちを掛かけた。

「レイン。お腹なか、大だい丈じよう夫ぶ？」

「う、うるせぇ！」

　声を荒あらげて、レインが再びガゼットの手を払いのける。しかし、勢いのわりに、その手にはどこか力がなかった。よくよくその顔を見てみれば、額には脂あぶら汗あせが浮かび、歯がガチガチと震ふるえている。ガゼットがその視線を下げると、先ほどまで腰から下げたポーチの留め具を弄んでいたレインの左手は、何かを堪こらえるようにお腹の方へと移動していた。

　そんなレインに、ガゼットはからかうというよりは、どこか労いたわるような口調で言った。

「本当に、今日のトレーニングは休んだ方が良いんじゃない？」

「……甘やかすと癖になるんだよ」

「それ、自分に言ってたのかい？　まったく、どこまで君は馬ば鹿かなんだ」

「あいつの馬鹿舌よりましだ！」

　声を荒げて叫さけんだレインが、その瞬しゆん間かん込み上げてきた強きよう烈れつな吐はき気けにウッと慌あわててその口元を押さえる。正直に言えば、吐き出した方が幾いく分ぶんマシになるだろう。なんせ、今朝レインが無理やり食べさせられたのは、人間用ではなくモンスター用の飯だった。いや、調理した本人は人間用と言っていたのだから真しん偽ぎのほどは定さだかではないが、あれを人間用と言うにはレインの良心が許さない。

「あいつ、絶対に俺を殺すつもりだろ。そうだろ！」

「うーん。なんか期待通りっていったら期待通りなんだけど。まさか、アリカがついていてあれほどとはね。うん、いと楽しい」

「俺の生死を楽しいの一言で終わらせるな！」

　怒ど鳴なりながら、レインがゆっくりとお腹を擦さする。吐き気は小康状態になったが、いつまた襲おそってくるか分からない。ポーチの中に入っている薬はモンスター用。試ためしに使ってみるかと一いつ瞬しゆん本気で考えたが、悪化の一いつ途とをたどるような気がしたのでやめておいた。

「しかし、人が多いな」

　気持ちを紛まぎらわせるために、レインが前にも後ろにもずらりと並んだ生徒を見ながら呟つぶやく。隣にいたガゼットもレインに倣ならって首を回すと、「そうだね」と軽く首しゆ肯こうした。

「ランキング戦も近いからね。力が入るのは当然なんじゃないかな」

「まぁ、そうだろうな」

　ガゼットの言葉に、レインが頷うなずく。魔獣錬磨師モンスタートレーナー育成学園【ベギオム】では、２ヶ月に一度の周期で学内のランキング戦が開かい催さいされる。ただでさえ気合いの入るランキング戦だが、今回は中間テストの直後ということもあり、テスト勉強でなまったモンスター達に活を入れるべく、多くの生徒達が朝早くからモンスター宿舎に並んでいた。

「あ、レイン。ようやく順番みたいだよ」

「だな、あー長かった」

　そんな話をしている間に、ようやくレイン達の順番が回ってきた。

　二人がゴーレムの前に並ぶと、ガゼットの前に立ちはだかったゴーレムは学生証を見せるようにと身体からだを揺らし──

　レインの前に立ちはだかったゴーレムは、レインが学生証を呈示する前に自らその巨体をどけて道を作った。

「よ、今日もありがとさん」

　軽く手を振ってゴーレムの確認を素す通どおりしたレインに、生徒達から驚おどろきの声が上がる。

　そんな生徒達の驚きを、どこか呆あきれたように微笑むガゼットが代弁した。

「レイン。どうやったら僕もこのゴーレム相手に顔パスで入れるようになるんだい？」

「毎朝誰よりも早くパートナーを迎えに来てやれば、自然に覚えてくれるぜ」

　レインは事もなげに言ってみせるが、ゴーレムに主あるじである魔獣錬磨師モンスタートレーナー以外の顔を覚えさせるなど並なみ大たい抵ていのことではない。そんなゴーレム相手に顔パスで入れるのは、レインの日ひ頃ごろの鍛たん錬れんの賜たま物ものと言う他ほかなかった。

　ようやくゴーレムの確認が終わり、レインとガゼットがモンスター宿舎の入り口に設けられたスロットに学生証を差し込む。軽い音を立て学生証の照合が終わると、淡あわい緑色に発光するオーブが二つ飛び出し、競きそうように壁かべをすり抜ぬけて宿舎の奥へと飛んで行った。

　オーブが飛んでいくと同時に宿舎の奥の扉とびらが音を立てて開く。むわっとした温かい空気が漏もれ出し、獣けもの臭しゆうが鼻を突つく。

　ほどなくして、ぽんぽーんと何かが軽快に弾はずむ音が響ひびき、小さな青い生き物が宿舎の奥から飛び跳ねてきた。

「よぉ、ペムペム！　おはよう！」

　今日も元気な姿に、レインの顔に自然と笑みが零こぼれる。

　愛あい嬌きようのあるつぶらな瞳。まんじゅうのような楕だ円えん形けいのフォルム。しっとりと濡ぬれた青い肌はだ。牙きばのない口に、思わずつつきたくなるプニプニのほっぺ。そのゼリー状の身体には、レインとの契けい約やくの証あかしであるスライムの紋もん章しようが刻まれている。

　全世界で最多の固体数を誇ほこると同時に、最弱のモンスター。

　スライム

　ペムペムと名前が付けられたこの世界最弱のモンスターこそ、レインの誇れる相棒だ。

「ぴぎー！」

　ペムペムはレインの呼びかけに大声で応こたえ、そして……

「ぐほっ！」

　迷いのない素す晴ばらしい【体当たり】で、レインの身体を宿舎の外へと吹ふき飛ばした。

　ペムペムを胸に張り付けたまま吹き飛んだレインがごろごろと宿舎の前を転がり、後頭部を木もく柵さくの杭くいにぶつけてようやく停止する。

　目の前で星がチラついていると、「どうだ！」とばかりに胸を張るペムペムの向こうに、苦笑を浮かべるガゼットが見えた。

「レイン。君も、よくもまぁペムペムの【体当たり】を毎朝受けられるね」

「日に日にきつくなるんだぞ、コレが」

　制服に付いた埃ほこりを落としながら立ち上がり、レインが自分の肩に乗っかってきたペムペムの頰を指先でつつく。そのレインの掌てのひらには、スライムが象かたどられた紋章が刻まれていた。

　この世に生を享うけた者は皆みな、生まれながらにしてモンスターの紋章を宿す。その紋章に適応するモンスターとのみ契約ができ、モンスターを使し役えきすることができるのだ。

　神の紋章を宿す者は神と、ドラゴンの紋章を宿す者はドラゴンと、天使、悪魔、亜人、狼おおかみ。それらのモンスターと契約し、錬れん磨まし、時には土地を開かい拓たくし、時には敵と戦う者。

　それが魔獣錬磨師モンスタートレーナーである。

　モンスターの紋章はこの世界で重要なステータスとなる。高位の紋章を持つ者は高みを目指しやすく、下位の紋章を持つ者には紋章を捨てる《落らく紋もん》をする者も多い。

　学園唯一のスライムトレーナーであるレイン。その手に刻まれたスライムの紋章を《落紋》する者の割合は、全紋章の中で堂々一位。

　だが、肩からポンと飛び跳ねたペムペムを頭に乗せたレインは、そんなハンデなど露つゆほどにも気にせず、どこまでもまっさらな笑みを浮かべて、一日の気合いを入れるように大きく肩を回して立ち上がった。

「まっ。これで大体今日のペムペムの調子が分かるからな。一種のスキンシップだよ」

「頼たのむから、いつか宿舎の前で倒たおれてるなんてことにはならないでくれよ」

「俺も、出来ればそんなことしたくねぇよ。それより、ピックはどうしたんだ？」

　レインが小首を傾かしげてガゼットに訊たずねる。ペムペムは出てきたが、ガゼットのパートナーが一向に宿舎から出てこないのだ。

「あれ、おかしいな……？」

　ガゼットは小首を傾げながら、雷かみなりの紋章が刻まれた手で頰ほおを搔かいた。

　特定のモンスターではなく、雷や炎ほのお、水や風といった紋章は別名【精せい霊れい紋もん】と呼ばれている。神やドラゴンほどではないにしろ、各属性に合うモンスターならば契約可能という汎はん用よう性の面で、非常に人気が高い紋章だ。もちろん、高位なモンスターともなれば未熟な魔獣錬磨師モンスタートレーナーでは使役できなくなってくるが、優すぐれた【精霊紋】使いの魔獣錬磨師モンスタートレーナーは、王宮などからお呼びがかかることも少なくない。

　なかなか姿を見せないパートナーに、ガゼットはなにやら思うところがあったのか、突とつ然ぜんパチンと指を鳴らしてペムペムの方を見た。

「しょうがない。ペムペム、ちょっと悪いけど、ピックを起こして来てくれないかい？」

「ぴぎ？」

　ガゼットの頼みに、ペムペムが不思議そうに身体を捻ひねる。だがペムペムはすぐに嬉うれしそうな表情を浮うかべると、小さな身体を何度も揺ゆらして頷いた。スライムは基本的に人ひと懐なつっこく、警戒心がない。パートナー以外の頼みでも、ある程度親しい者なら迷わずそのお願いを受け入れる。

「ぴ～ぎぃ～♪」

　頼たよられたことがよほど嬉しかったのか、ペムペムは意気揚よう々ようとレインの肩かたから飛び降りると、ポーンポーンと宿舎の奥へと消えていった。

　そして数秒後、

「ぴぎぃぃぃいいいいいぃーっ！」

　壮そう絶ぜつなペムペムの悲鳴が、宿舎の中から木こ霊だました。

「ペムペム!?」

　驚いたレインが、慌てて宿舎の中へと飛び込もうと身を乗り出す。

　だが、レインが飛び込む前に、ペムペムは宿舎の入り口に戻もどってきた。ただし、飛び跳はねずにズリズリと地面を這はいながら、だ。よくよく見れば、ときおりその青い身体がバチバチッと放電している。ちなみに、電でん撃げき系の技わざなんてペムペムは覚えていない。

　ペムペムが何とか宿舎の入り口まで出てくると、ようやくその背中に乗った小さなモンスターの姿を確かく認にん出来た。

　雷を模した羽を折り畳たたみ、両足を抱かかえ込むように眠ねむるのは、ガゼットのパートナーにして雷の精霊の女の子、ピックだった。

「ああ、そうそう。ピックはすんごく寝ね起おき悪いから、ペムペム気を付けないとダメだよ」

「わざとだろう！　絶対にわざとだろう！」

　悪い笑えみを浮かべてペムペムに注意するガゼットへ、レインが盛せい大だいにツッコミを入れる。

　その声がうるさかったのか、ピックは膝ひざを抱えていた手を解くと、迷めい惑わくそうにガゼットを見上げて呟いた。

「マスター、早いぞ。まだ、精霊達は眠る時間だ」

「でも、僕はもっとピックと一いつ緒しよにいたいんだけどな」

「私は眠たい」

「そんなこと言わないで、あとでアリカにマドレーヌ作ってくれるように頼むからさ」

「……しょうがない」

　口を尖とがらせながらも頷いたピックは、雷を思わせる鋭するどい動きでペムペムから飛び上がると、ガゼットの袖そで口ぐちにもぐりこんだ。一緒には来るらしいが、どうやらまだ眠り足りないらしい。それにしても……

「なぁ、ガゼット。ピックってさ、お前の懐ふところや髪かみの毛の中にもぐりこんだりしてるけど、実際どうやってんだ？」

「さぁ？　まぁ、妖精なんだからそのくらい出来るんじゃないかな？」

　素そ朴ぼくな疑問をガゼットはさらりと受け流す。

　レインも深くは追求せず、朝から思わぬダメージを受けたペムペムを抱だきかかえると、まずは学園の外周を走り込むためにその足を学園の門の方へ向けたのだった。







　　　第一章




「ふぅい～、あっぶねぇ～。間に合った～」

　教室に飛び込んできたレインが、階段状に並べられた長机の間を駆かけ上り、愛用している窓まど際ぎわの席に腰こしを落ろす。汗あせを拭ぬぐいながら教材が入った鞄かばんと腰のポーチを机に置くと、一緒に教室に駆け込んできたガゼットが、「もう無理」と言わんばかりに机に突つっ伏ぷした。

「はぁはぁ、レ、レイン。ちょっと、早すぎ。まったく、体力馬ば鹿かなんだから」

「ガゼットは体力がなさ過ぎなんだよ。ペムペムの方が体力あるぞ。なぁ、ペムペム」

「ぴ、ぴぎっ!?」

　声を掛かけられたペムペムが、びくっとそのゼリー状の身体からだを強こわ張ばらせる。何をしているのかと思えば、こっそりとレインが下ろしたポーチの中からご褒ほう美び用のおやつを盗ぬすみ出そうとしている真っ最中だった。

「ほら見ろ、まだまだ余よ裕ゆうじゃねぇ～～～っか！」

　レインがペムペムの身体を引ひっ摑つかみ、力任せにポーチから引き剝はがす。何とかおやつを取り出そうとペムペムは必死にポーチにかじりついていたが、びにょ～っと伸のびた身体に引っ張られ、その牙のない口はすぐにポーチからすっぽ抜ぬけた。

「たく、油断も隙すきもねぇ。明日あしたからはもう少しトレーニングの量を増やしても大だい丈じよう夫ぶそうだな」

「ぴぎ!!」

　レインの言葉に、ペムペムが涙なみだ目めになりながら必死になってその青い身体を横に振ふる。レインのトレーニングは只ただでさえキツいのだ。これ以上の増量はペムペムにとって死活問題になってしまう。

　ペムペムがレインの機き嫌げんを取るために、「ぴぃ～、ぴぎぃ～」っと甘い鳴き声を漏もらす。その可愛かわいさといったら反則級だが、レインはその懇こん願がんをきれいに無視して着座。ペムペムは慌あわててレインの手から机に飛び降り、何とか気を引こうと机の上でその青い身体をウロウロさせるが、レインは一向にペムペムの方を見てくれない。それどころか……

「ふぅ、熱ぃ～。あ、そうだ。レイン、ペムペムちょっと貸して」

「ぴぎ？」

「どうぞ、ご自由に」

「ぴぎ!?」

「ありがとー。よいっしょっと……。はぁ～、良い枕まくらだね～、ヒンヤリして柔やわらかくて実に気持ちが良いぃ～」

「ぴぎぎぎぎ！」

　眼鏡めがねを外して完全に休きゆう憩けい状態に入ったガゼットに、二つ返事でペムペムを貸してしまう始末だ。ガゼットの枕にされたペムペムは何とか抜け出そうとするが、両りよう腕うででがっちりと抱え込まれて一向に抜け出せない。スライムはモンスターの中で最弱の種族だ。学者の中には、スライムより人間の方が強いと言う者も多い。その言葉の通り、押さえ込まれたペムペムは、なかなかガゼットの頭の下から抜け出せないでいた。気がつけば、ガゼットの顎あごの隣となりで、いつの間にか姿を現したピックがスヤスヤと寝ね息いきを立てている。よほど、ペムペムの身体は寝ね心ごこ地ちが良いらしい。

　そんな平和なやりとりをしていると、不意にレインの後ろから声が掛けられた。

「レ、レイン君。間に合ってよか……」

「ふん。遅ち刻こくぎりぎりとは、結構なご身分だな。レイン・エルハルト」

　控ひかえめな声を、自信の塊かたまりのような声がかき消す。

　レインは揺るぎのないその高圧的な態度にがっくりと肩を落としながら、一段高いところにある長机から自分を見下ろす二人の少女に振り返った。

　窓から教室に差し込む朝日。その光に照らされた、柔らかな薄うす黄き色の髪と、鮮せん烈れつな朱しゆ色いろの髪がレインの視界を彩いろどった。

「間に合って良かったね。レイン君」

　椅い子すに腰かけ、控えめに胸の前で手を組む少女が律りち儀ぎに言い直しながらレインに向けてはにかむ。ふんわりと広がる薄黄色の髪と、淡あわいオレンジ色のつぶらな瞳ひとみ。小動物のような愛くるしい小顔とは対照的な、男を魅み了りようしてやまない豊満な胸むな元もと。組んだ手の隙すき間まから覗のぞく紋もん章しようが象かたどったモンスターは狼おおかみ。

　なんとか声を掛けようと近づく男子生徒を片かたっ端ぱしから威い嚇かくではね除のける忠狼、額に氷の兜かぶとを冠かんする《氷ひよう狼ろう族ぞく》のレオンをパートナーにする彼女の名はアリカ・セクスレン。

　レインの良き友人であり、ガゼットの幼おさな馴な染じみだ。

　朝、ペムペムを迎むかえに行く前にも顔を合わせているアリカに、レインが「ああ、本当にぎりぎりだったけどな」と笑って答える。

　そんなレインに、アリカの左の席に座っていた少女がふんっと鼻を鳴らしながら、その形の良い口を開いた。

「少し弛たるんでいるのではないか。レイン・エルハルト。せっかく、この私が朝食を作ってやったというのに。なんだ、その様ざまは？」

　胸の前で尊大に腕うでを組んだ少女が、凜りんとした声を張りながらレインを睨にらみ付ける。朝日にも負けない鮮烈な朱色の髪。強い意志をそのまま固めたかのような、深い煉れん瓦が色の瞳。大空を舞まう鷲わしのように美しい容姿は、少し不ふ機き嫌げんそうな顔すら凜り々りしく映はえる。

　彼女がその手に従えた紋章は、この世界において神と双そう璧へきをなす王者ドラゴン。

　身体が大きいため、今は教室の外でしばしの休息を取っている《ホースドラゴン》のキールをパートナーとする彼女の名はエルニア・Ｆ・ミレーネブルク。

　レインの良き好敵手であると同時に、レイン最大の天敵だった。

　エルニアの顔を見た瞬しゆん間かん、レインの口元が歪ゆがみ、自然とその手がお腹なかの方へと移動する。

「ん？　どうした、レイン・エルハルト。教養のない顔が、さらに今日は優すぐれないな？」

「誰だれのせいだっ！　誰のっ！」

　怒いかりで不調をねじ伏ふせたレインは、拳こぶしを固く握にぎりながらエルニアを睨み付けた。

　そう、ペムペムを迎えに行く前から、そしてトレーニング中もゲリラ的にレインを襲しゆう撃げきした腹痛の原因は、エルニアがレインにと作った朝食が原因だった。

「俺はな、お前のわけの分からん飯のせいで朝から地じ獄ごくを見たんだぞ！」

「わけの分からないとは何だ！　私の料理の腕は、料理長のマロに『もう教えることは何もない』と言わしめ、もう厨ちゆう房ぼうに来る必要もないと免めん許きよ皆かい伝でんを受ける程ほどなのだぞ。感謝してしかるべきだろ」

「それは免許皆伝を受けたんじゃなくて出禁を喰くらったっていうんだよ！」

　あまりに自信たっぷりに胸を張るエルニアに、レインがバシンッと机を叩たたきながら立ち上がる。あの地獄を味わったレインだからこそ分かる。ここでエルニアを止めなければ、今度は確実に殺される。

「ふっ、何を馬鹿なことを言っているのだ。レイン・エルハルト。私の料理の腕は、すでにアリカに匹ひつ敵てきすると言っても過言ではないのだぞ」

「それを本気で言ってるんなら、今すぐ保健室に行ってこい！　お前の料理の腕なんか、アリカの足あし下もとにも及およばねぇよ！　なぁ、アリカ」

「え、あ、えっと……」

　口ごもるアリカが、申し訳なさそうな視線をエルニアに向ける。しかし、ゆるぎない自信で迷うことなく言葉を待つエルニアに、アリカはもじもじと指先を絡からませながら、慌ててその視線を下げた。

「その、私なんかまだまだで……。エルちゃんも、頑がん張ばってたし……」

「ほら見ろ、アリカもこう言っているぞ！　まったく、貴様の馬鹿舌には呆あきれて物も言えんな」

　アリカの言葉に、エルニアがふふんっと得意げに鼻を鳴らしながら、満足げに頷うなずく。

　レインはそんなエルニアから視線を外すと、真しん摯しな眼まな差ざしでアリカに語りかけた。

「なぁ、アリカ」

「ぅ、な、何かな？　レイン君」

「お前の作る朝飯は本当に美う味まかった」

「え、え、ふえええぇぇ！」

　真ま面じ目めな顔で褒ほめられ、アリカがお風ふ呂ろ上あがりのように顔を真っ赤にして、両手でその頰ほおを押さえる。おそらく、今までの彼女の生しよう涯がいの中で、これほど嬉うれしい言葉はない。ふわふわと浮うかぶような感覚が身体を包み込み、目の奥が熱くなる。

　一言でアリカを夢ゆめ心ごこ地ちにしたレインは、真摯な表情を崩くずさないまま、至し極ごく真面目な顔で、懇願するように続けた。

「だから言ってやれ。エルニアに。もう料理は作るなって」

「え、それは……」

　紅潮していたアリカの頰から一気に熱が引き、今度は一転して表情が暗くなる。夢から現実に引き戻もどされた彼女は、頰から下ろした手を小さく太ふと股ももの上で重ねながら、良心の呵か責しやくの中で悲鳴を上げた。

　レインの言っていることはもちろん分かる。なにせエルニアの料理の材料は、半分以上モンスター用の材料を使っているのだ。いや、実際に人間の料理にモンスター用の食材をアクセントとして加えることはあるのだが、エルニアの料理はその量が半はん端ぱではないのだ。包丁使いやフライパン捌さばきは器用にこなしていたのだが、あの材料選びでは全すべてが台無しになってしまう。

　だが、「トレーニングで疲つかれているレインに精のつく物を食べさせてやらねば」と楽しそうに食材を選ぶエルニアに、アリカは何も言えなかった。あの時にちゃんと一声かけていれば、エルニアの料理もあそこまで酷ひどくはならなかっただろうに。

　エルニアの失敗を自分の失敗として受け止めてしまったアリカが、どちらの味方にもなれずにその小こ柄がらな身体を硬かたくする。

　前門のスライム後門のドラゴン。普ふ通つうならばスライムを打ち崩すべきだが、残念ながらアリカの前にいるスライムはドラゴンにすらケンカを売る胆たん力りよくの持ち主だ。

　あわやアリカがプレッシャーに耐たえきれず涙を流しそうになった、その時。

「ぴぎぴぎぴぎぎぎぎ。ぴぅぃ～っぎ！」

「ん？　んが!?」

　ガゼットの腕の中から身を捻ひねりだしたペムペムが、その勢い余ってレインの頭にぶつかり、一いつ緒しよになって長机の間に倒たおれ込んだ。

「うわっ、うわわ！　レイン君！」

「おい、レイン・エルハルト。大丈夫か!?」

　受け身も取れないまま倒れ込んだレインとペムペムに、エルニアとアリカがそれまでの緊きん張ちようなどすっかり忘れ、慌てて身を乗り出す。机の縁へりから覗のぞきこむと、ペムペムの体当たりをまともに受けたレインが背中を擦さすりながら何とか起き上がっていた。

「痛いっっってぇ～～！」

「あはははは、ごめんごめん。レイン。逃にげられちゃった」

　今の今まで完かん璧ぺきにペムペムを枕にしていたガゼットが、眼鏡を掛かけ直しながらレインの腕を摑み、その身体を引っ張り起こす。その最中、一瞬アリカと視線を合わせたガゼットは、レインとエルニアに気づかれないように軽くウインクをした。

　──ガっちゃん、ありがとう

　絶ぜつ妙みようなタイミングで助け船を出した幼おさな馴な染じみに、アリカがこっそりと頭を下げる。

　ガゼットはそんなアリカに軽く微笑ほほえむと、再び話題が元に戻らないように、それとなくレインに話を振った。

「そう言えばさ、レイン。今日じゃなかったけ？」

「何がだ？」

「何がって……噂うわさの転校生が来る日だよ。ほら、行く先々の学園で弱いヤツを徹てつ底てい的に叩きのめして、気が済んだらすぐにまた別の弱いヤツを探して転校していくっていう噂の」

「あ、ああ～～。そうだっけ？　いや、ああ、そうだったな。そうだった、そうだった」

「覚えてないならハッキリとそう言いなよ。本当に君はペムペムのトレーニング以外は頭にないんだね」

　呆れるようにガゼットが溜ため息いきを零こぼす。

　そんなガゼットに、エルニアは不快そうに鼻を鳴らしながら、バンと机を叩いた。

「気に入らんな。弱者をいたぶることを目的に転校するなど、魔獣錬磨師モンスタートレーナーの恥はじと知れ！」

「うぅ～、怖こわい人だったらどうしよう」

　エルニアの隣で、アリカが不安そうに身体からだを小さくする。

　そんな彼女を元気づけるように、ガゼットは柔らかな笑みを浮かべながら、実に朗ほがらかに言った。

「そんなに怖がることないよ。大だい丈じよう夫ぶ、アリカがいじめられることなんてないから。だってさぁ……」

　一度言葉を区切ったガゼットは、迷いなくレインを指さして、躊躇ためらわずに言い切った。

「この教室には、弱いことなら誰にも負けない。万ばん人にんが認める最弱中の最弱。スライムトレーナーとスライムがいるんだから。ケンカを売られるなら、まず間ま違ちがいなくこっちのコンビだよ。ねぇ、レイン、ペムペム」

「まぁ、最弱は否定しねぇけどよ」

　ウインクのおまけ付きで『最弱』と言いきったガゼットに、レインは怒りもせず椅子に腰こし掛かけながら頰ほお杖づえを突く。その口元にガゼットの言葉に対する怒りはない。

　その口元に浮かぶのは、『最弱』と断言されたスライムトレーナーが刻むにはあまりにも不ふ釣つり合いな、戦いに飢うえた野や獣じゆうの如ごとき力強い笑み。

「俺が、俺とペムペムが、黙だまって叩きのめされるかよ。なぁ、ペムペム」

「ぴぎぃっ！」

　不敵な笑みを口元に刻むレインに、ペムペムが負けじと力強く鳴きながら、レインの肩かたで飛び跳はねる。

「でもよ、ガゼット。今思い出したんだけど、そいつ、俺が聞いた噂とちょっと違うな」

　ただレインは、その不敵な笑みを静かに収めると、今度は一転して不思議そうな顔をしながら口を開いた。

「え？　どういうことだい？」

　レインの言葉に、ガゼットが彼にしては珍めずらしく、意外そうな声を上げる。

　レインは小さく頷くと、自分が聞いたほうの噂を説明した。

「いや、俺がちらっと聞いた噂はさ。弱い奴やつを徹底的に叩きのめすじゃなくて、強い奴を見つけては喧けん嘩かを売る、っていう噂だったんだよ。自分とモンスターの力を見せつけるとか、なんとか。まぁ、ガゼットが聞いてないんなら、こっちの噂はガセネタっぽいけどな」

「強い奴に喧嘩を売る……か。レイン、その噂はどこ──」

「おーい。悪ガキどもー。席に着けよ～」

　ガゼットがレインの噂をさらに聞こうとした、ちょうどその時。教室の扉とびらが音を立てて開き、齢よわい三十半ばほどの無ぶ精しようひげだらけの男性教きよう諭ゆ、レイン達のクラスの担当であるデバン先生が現れた。

　先生の登場に、いや、正確にはその後ろについてきた一人の女子生徒の姿に、騒さわいでいた生徒達が、まるで借りてきた《二ふた尾お猫ねこ》のように大人しくなる。

　教きよう壇だんに立ち、静まり返った生徒達を面おも白しろそうに一いち瞥べつしたデバン先生は、もったいつけるように軽く咳せき払ばらいをすると、彼らが待ちに待った言葉を口にした。

「お前ら、喜べ。お待ちかねの転校生で、新しい仲間だ！」

　まるで学生のようなテンションで、デバン先生が声高らかに叫さけぶ。「おおー！」と沸わき立つ生徒達に満足そうに頷きながら、先生は「んじゃ、自己紹しよう介かい頼たのむぞ」と、転校生の背中を軽く押した。

　一歩、転校生がその足を前に進める。

　生徒全員、そしてそのパートナー達が新しく現れたライバルに注目する。

「えっ──と。こんにち、は。ジナ・レームライトです。どうぞ、よろしくお願いします」

　のんびりとした独特のテンポで話すその少女、ジナは、実にゆっくりと頭を下げると、同じくらいゆっくりとしたペースでその小さな頭を持ち上げた。

　濃こい栗くり色いろの瞳ひとみ。処女雪のように白い肌はだ。垢あか抜ぬけていない純じゆん朴ぼくな顔立ちは眠ねむたげに半分閉じられた瞼まぶたのおかげで、同学年よりも少し幼い印象を醸かもし出していた。

　美人というよりは、可愛らしいという言葉が似合う少女。しかし、なにより生徒達の目を引いたのは、彼女の動きに合わせて揺ゆれる白銀の髪かみの毛だった。

　まるで高こう尚しような銀細工のような銀色の髪が、彼女の動作に合わせて静かに揺れる。膝ひざ丈たけまで伸のばされたその髪は、銀幕のように彼女の身体を包み込んでいた。

　神秘的な雰ふん囲い気きを纏まとったジナを見守る生徒達が、静かに彼女の次の言葉を待つ。

　そう。生徒達にとって、ジナを推おし量るために最も重要な情報が、まだ彼女の口から明かされていなかった。

「あ、そうそう。忘れてました。えっと──、私の紋もん章しようは……」

　生徒達の無言の重圧に耐えきれなくなったのか、それとも本当に忘れていたのか、ジナがぽんと手を叩たたき、その片手を生徒達に掲かかげるように持ち上げる。

　だが、その掌てのひらが生徒達に向けられる前に──

「きゅぴ！」

　ジナの後ろ髪が突とつ然ぜん盛り上がり、その銀幕の中から飛び出したピンク色のモンスターが、生徒達の前に躍おどり出た。

　ぽよんっと音を立てて、壇だん上じように飛び出したモンスターが生徒達を睨にらみ付ける。

　まるで、ジナを守るように飛び出した、彼女のパートナー。

　そのモンスターとは──

「「「スライム!?」」」

　世界最弱の名をほしいままにするスライムだった。

「きゅうぅっぴぃ！」

　生徒達の驚おどろきの声に、壇上に飛び出した桃もものように鮮あざやかなピンク色のスライムが声高らかに鳴き、そして最弱のスライムらしくなく自信満々にふんぞり返る。

　そんなパートナーをちらりと見たジナは後ろ髪を不自然に盛り上げたまま、何事もなかったかのように生徒達へ自分のパートナーを紹介した。

「ご紹介が、遅おくれました。私のパートナー、《ノーマルスライム》のルルです。ちょっと生意気だけど、実はいい子です。どうぞ、よろしくお願いします」

　銀ぎん髪ぱつを揺らしながら再び頭を下げるジナの横で、ルルがこれ見よがしに踏ふん反ぞり返る。

　そんな凸でこ凹ぼこコンビに、生徒達は困こん惑わくするしかなかった。噂では、転校生は転校するたびに学年の弱いトレーナーを徹てつ底てい的に叩たたきのめすという生徒だった。それが、蓋ふたを開ければどうだ。弱いトレーナーを叩きのめすどころか、転校生自身が最弱のモンスタートレーナーではないか。自分が思い描えがいていた転校生像と、実際のジナの姿とのギャップに、生徒達が言葉をなくす。

　そんな生徒達の心の内を知ってか知らずか、再び頭を下げていたジナは、その銀髪を微かすかに揺らしながら顔を上げると、これが一番重要とばかりに、まっすぐに教室の中央を見み据すえながら言った。

「えーっと、つかぬ事を、お聞きしますが。皆みなさんの中に、スライムトレーナーさんは、おられますでしょうか？」

　ジナがまじめな顔で質問する。

　その質問に、生徒達は口で答えず、ほとんど反射的にその視線を移動させた。

　今にもジナに勝負を挑いどみそうな、興奮した面おも持もちで腰こしを浮うかせるレインへと。

「ん……と？」

　生徒達の視線に促うながされるように、ジナの視線がレインへと流れる。

　レインの肩には、もちろんパートナーであるペムペムが乗っていた。

　レインとジナ。二人のスライムトレーナーの視線が空中で絡からみ合う。無言の問答。レインとジナがその視線の中で何を語り合ったのか、ジナがレインの双そう眸ぼうの中に何を感じ取ったのか、それは誰だれにもわからない。

　ただ、最弱同士が交かわす睨み合いは、他の者を寄せ付けない静かな気き迫はくに満ちていた。

「ルル」

　先に沈ちん黙もくを破ったのはジナだった。レインから視線を切ったジナが、パートナーの名を呼ぶ。ルルはそのゼリー状の身体を撓たわめかせると、軽い反動をつけてジナの肩へと跳ね上がった。

　ふと、思い出したようにジナが傍かたわらにいたデバン先生に目配せする。

　ジナの言いたいことを敏びん感かんに感じ取った先生は、グッと親指を立てると、にこやかな笑え顔がおを浮かべて言った。

「生徒同士の交流は大だい歓かん迎げいだ。行って来い！」

「ありがとう、ございます」

　デバン先生に小さく頭を下げたジナが、ゆっくりと、ただし迷いなく、窓まど際ぎわから段状になった生徒席の階段を上る。

　銀髪を緩ゆるやかに揺らしながらレインの隣となりに来たジナは、丁てい寧ねいにその頭を下げた。

「はじめ、まして。ジナ・レームライト、です。どうぞ、よろしくお願いします」

　ふわりと広がった銀髪の隙すき間まを、窓から差し込む朝日が潜くぐり抜ぬける。銀糸のような髪が煌きらめき、白い肌を包み込む。その肩に最弱と謳うたわれるスライムを乗せていなければ、まるで女め神がみを描いた一枚の絵画のようだ。

「レイン・エルハルトだ。こちらこそ、はじめまして」

　ジナの挨あい拶さつに、レインが口元に好戦的な笑みを浮かべながら答える。

　抑よく揚ようの少ない話し方をするジナは表情が少ない。だが、レインと相対するその表情には、どこか待ち焦こがれた相手を見つけたかのような、小さな笑みが浮かんでいた。

　ともすればその変化を見み逃のがしてしまいそうな笑みを浮かべながら、ジナが肩に乗ったルルを指さす。

「パートナーのルルです」

「きゅぴ」

「ペムペムだ」

「ぴーぎ」

　名を呼ばれたルルとペムペムが、それぞれの主あるじの肩から机の上に飛び降りる。

「ぴぎぃ、ぴぎ、ぴぎぎ」

　久しぶりに同族に合えて嬉うれしかったのだろう。ペムペムは声を弾はずませながらルルへと近寄り、

「ぴぎぎぎぃぃいぎいぎぃ!?」

　突然、頭からがぶりと嚙かみつかれた。

「ぴぎぎぎぎ、ぴぎ、ぴぎぎぎぎぎっぎぎぎ！」

「きゅぴぴぴぴっ！」

「ぴぎー！　ぴぎぎぎぎ！　ぴ、ぴぎぃー！」

　ルルに嚙みつかれたペムペムが、その愛くるしい目に大おお粒つぶの涙なみだを溜ためながら机の上を跳ね回る。しかし、いったい何がそんなに気に入らないのか、ペムペムの頭に嚙みついたルルはいっこうに離はなれる気配を見せない。スライムの口には牙きばなどないはずなのだが、ルルはペムペムがどんなに跳ね回ろうとも、その頭から離れようとしなかった。

　散々跳ね回ったペムペムが、助けてと言わんばかりに涙を零こぼしながらレインを見上げる。

「えっと、悪い。あんまりうちのペムペムを苛いじめないでくれるか？」
















「ごめん、なさい。でも、ルルはとてもいい子です」

　そこだけは何が何でも譲ゆずれないのか、ジナが小さく胸を張って少し自じ慢まんげに主張する。ガジガジガジとペムペムに嚙みついて全く離れようとしないルルに「いい子」という言葉は若じやつ干かん納なつ得とくできないものがあったが、レインの興味はとっくに別のところにあった。

「それで、俺に何か用なのか？」

「え、あ、はい。それではですね」

　一いつ拍ぱく置いたジナは、丁てい寧ねいな動作でレインに手を差し伸べると、迷いのない口調で言った。

「ちょっと、私と、戦っていただけないでしょうか？」

　それは掛かけ値なしの宣戦布告。

　世界最弱のスライムの魔獣錬磨師モンスタートレーナーから、同じく世界最弱のスライムの魔獣錬磨師モンスタートレーナーへの挑ちよう戦せん状。

「ちょっと待て！　貴様、誰に断わって……」

「エルニアっ！」

　堪たまらず腰を浮かせたエルニアを、レインの鋭するどい声が押さえ込む。その声に込こめられた気迫に、突つき付けられた視線に、エルニアは金かな縛しばりにあったように前かがみになった姿勢のまま、ぴたりとその動きを止めた。

　レインは笑っていた。

　ジナを嘲ちよう笑しようしているのではない。ましてや、こんな自分にという自嘲でもない。

　堪こらえ切れない喜びの笑みを浮かべたレインは、抑えきれない興奮に震ふるえていた。

　自分以外のスライムトレーナーに出会えたこと。そして、そんなスライムトレーナーが自分に対して勝負を申し出てきたという現状に、レインは震えずにはいられなかった。

　レインがゆっくりと立ち上がり、差し出された手を取る。

　その小さな手は、レインを推し量るかのように、彼の手をしっかりと握にぎり返した。

「いいぜ。やろう！　なぁ、デバン先生。いいだろ？」

　レインの声が、教室で弾はじける。

　その声を待っていたかのように、何やら教室の黒板でチョークを躍らせていたデバン先生は、バンッと音を立てて黒板を叩いた。

「生徒同士の交流は大歓迎だ！　行って来い！」

　デバン先生が叩いた黒板には『一限目自習』の文字が、でかでかと刻み込まれていた。
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　魔獣錬磨師モンスタートレーナー育成学園【ベギオム】の北西角に作られた、ランキング戦や模も擬ぎ戦せん闘とう訓練のための闘とう技ぎ場。そこには第一から第七までの闘技台（ただし第四闘技場は現在使用不可）があり、レインはその第三闘技場に備えつけられた階段を足早に駆かけ上がった。

　直径は約30メートル。学園お抱かかえのゴーレムを使し役えきする石材師に作らせた闘技台は、強きよう烈れつな爆ばく発はつをじかに叩きつけられでもしない限り、傷ひとつつけられはしない。

　とは言え、今日の戦せん闘とうに至っては、闘技台が吹ふき飛ぶなんて不安は必要ないだろう。

　なんせ、本日の対戦カードはスライム対スライム。

　闘技台を傷つけるどころか、ぶつかったときに自分がダメージを負いかねない最弱のモンスター。

　数々の名勝負を支えてきた闘技台にとって、これほど支え応ごたえのない戦いはないだろう。

　闘技台を取り囲む生徒達の目も、熱い戦いを望むものではなく、ほのぼのとしたスライムのぶつかり合いを期待していた。

　レインとペムペムの実力。その深しん淵えんを知る、ほんの数人を除いては。

「で、どっちが勝つと思う」

　ガゼットが興味深そうに眼鏡めがねのブリッジを押し上げながら訊たずねる。

　その質問に、ガゼットの右みぎ隣どなりにいたエルニアは「愚ぐ問もんだな」とつまらなそうに零こぼしつつ、悔くやしさと信しん頼らいを込めた視線をレインに送った。

「レイン・エルハルトが勝つに決まっているだろう。なんせ、奴やつはこの私すら退けたのだからな。奴が我ら以外に敗北することなど許さん。そうだろう、キール！」

（うむ）

　深い知性と落ち着きを兼かね備えた重じゆう厚こうな声が、ガゼットとアリカの頭に直接響ひびく。

　その声は、エルニアの傍かたわらに控ひかえる彼女のパートナー。馬のような体たい軀くに、鮮せん烈れつな緋ひ色いろの鱗うろこ。炎ほのおを象かたどった翼つばさを背負う《ホースドラゴン》のキールが放った念話だった。高度な知能を有するモンスターには、こうして念話で他人と話すことのできるものもいる。ただし、キールのそれは、レインに言わせればかなり人間臭くさいものだった。

　キールは真しん珠じゆのように白い牙がずらりと並んだ口を微かに開き、笑みのようなものを浮かべながら続けた。

（確かに、奴らの自信は我が牙と炎で打ち砕くだきたいものだな）

　キールが、わずかに開いた口こう腔こうから細い真しん紅くの炎を吐はき出す。キールは幾いく度どとなくこの最弱コンビと牙を交えてきたが、その勝率は現在のところ、悔しいかなレイン達に軍配が上がっている。モンスター界の王者の名を冠かんするドラゴンのキールとしては、やはり自らの爪つめと牙でレイン達を打ち崩くずしたいというのが本心だった。

　エルニアが、自分と同じ結論をもつキールの言葉を聞き、満足げに頷うなずく。

「さすがだ。キール。よく言った。それでこそ、私のパートナーだ。私達は、レインが必ず勝つと信じる！」

　まるで愛の告白のように、情熱的なまでに「レインを信じる」と公言したエルニアに、あたりの生徒が俄にわかにざわめく。

　一方、黙だまって彼女の意見を聞いていたガゼットは、周りのざわめきなど気にせず、その視線を左隣で心配そうに胸に手を当てるアリカへ向けた。

「アリカはどう思う？」

「えっ！　えーっと……。レイン君に勝って、欲しいかな」

　自分の意思ははっきりと言葉にするエルニアとは対照的に、アリカはその薄うす黄き色の髪かみをふわりと揺ゆらしながら、控えめな笑みを浮うかべて答えた。本来なら「私もレイン君を信じてる」ぐらい言いたいのだろうが、エルニアのように言い切るほど、アリカの心臓はタフじゃない。たぶん、そんなことを言えば、恥はずかしすぎて数日は部屋から出てこられなくなるだろう。

　本来なら、そんなアリカをもう少し手助けして辱はずかしめ──もとい、サポートするのがガゼットの楽しみなのだが、今日の彼はそれ以上の追つい及きゆうをしなかった。

「そうだね、レインが勝つといいね」

　ガゼットが小さく微笑ほほえみ、アリカの意見に同意する。

　しかし、そんなガゼットの眼鏡の奥で光る瞳ひとみは、一ひと握にぎりの疑念を抱えていた。

　最弱を見つけては叩たたきのめすという転校生の噂うわさ。

　スライムトレーナー以上……いや、スライム以上の最弱がはたしているのだろうか？

　強つわ者ものを見つけては喧けん嘩かを売るという転校生の噂。

　強者に戦いを挑いどみ、転校していく。その理由は何なんだろうか？

　闘技台を取り囲む生徒達。二人のスライムトレーナーを見守る生徒達の中で、誰だれよりもこの勝負に関心があるのは、他でもない、ガゼットだった。

　ガゼットが静かにその眼鏡の奥の双そう眸ぼうをレインとペムペムへと向ける。

　レインは最弱の紋もん章しようを掌てのひらに刻んだ最弱のスライムトレーナーだ。

　そのパートナーはあらゆるモンスターの中で最弱を誇ほこるスライムのペムペムだ。

　この一人と一いつ匹ぴきは、間ま違ちがいなく最弱というにふさわしい。

　だが、レインが弱いかといえば、それは違う。

　確かに、レインとペムペムの戦術は、同程度の実力を持つ相手には分ぶが悪い。その上、乱戦にも弱く、これといった特とく殊しゆ能力があるわけでもない。

　けれども、努力という膨ぼう大だいな時間と、常識外というべき戦術、そして何よりも勝利に飢うえていたこのスライムトレーナーとスライムは、時として遥はるか格上の強者すら打ち崩す。

　ガゼットとピックを、《アイスワイバーン》の群れから救ったように。

　数週間前。数百年は生きているであろう成熟した風のドラゴンを打ち負かしたように。

　馬ば鹿かげたような戦いに挑むレインとペムペムは最弱だが、決して弱くない。

　片や矛む盾じゆんした噂が流れるスライムトレーナー。

　片や『矛盾』と書いて『バカ』と読むべきスライムトレーナー。

「さぁーて。これは面おも白しろくなってきた」

　ガゼットが、優やさしく細められた双眸を、さらに細める。

　その顔に浮かんだ笑みに、彼の肩かたに座るピックは、彼と契けい約やくしてしまった遠い昔を思い出し、やれやれと肩を竦すくめたのだった。
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　ガゼットの笑みにピックが肩を竦めてから、時は少し遡さかのぼる。

　一限目が始まり、誰もいない校舎の廊ろう下か。その廊下を、レイン達の教室へと向かう二つの影かげがあった。

「あー、もう！　遠えん征せいのレポートを書き忘れたぐらいで、あんなに怒おこるか？　フツー」

　影の一つ、精せい悍かんな面おも持もちの男子生徒が肩を落としながらその口を窄すぼめる。その顔に浮かんでいるのは、怒られたことへの反省とはほど遠い、有り余るほどの不服だった。

「なぁ、そう思うだろン。ミーア？」

　唇くちびるを尖とがらせた男子生徒が、隣となりを歩くクラスメイトに同意を求める。まるで王子のような精悍な顔つきに、空を焦こがす夕焼けのようなオレンジ色の髪。星ほし屑くずのような藍あい色いろの双眸に、両耳に天使の紋章が刻まれたピアスを飾かざる彼の名はファルド・グランサンダー。

　その掌に輝かがやかしき栄光の天使の紋章を刻む、学年ランキング１位のエンジェルトレーナーだ。

　遠征先の学園でもその名を瞬またたく間に馳はせたファルドに、ミーアと呼ばれた女子生徒は辛しん辣らつな溜息を零こぼすと、だらしなく着き崩くずした制服の鳩みぞ尾おちに、固く握った拳こぶしをたたき込んだ。

　廊下の奥まで響き渡わたる強烈な一いち撃げきを受けたファルドが低く呻うめき、腹を抱えて両りよう膝ひざをつく。

「まず一つ、ミーアと呼ぶのはやめるように言っているわよね。ファルド」

　ミーアと呼ばれることに、女子生徒が不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆを顰ひそめる。夕ゆう闇やみの滴しずくを零したかのような紫し紺こんの髪と双眸。夜空を照らす月のように高潔さと温かさを兼ね備え、隣で騒さわぎ立つファウドに溜息を漏もらす憂うれいの表情すら絵になる彼女の名はミストリア・クラウリス。

　その掌に荒あら々あらしき壮そう絶ぜつな悪あく魔まの紋章を刻むデビルトレーナーの彼女もまた、学年ランキング２位に名を連ねる実力者だった。

　ミストリアは侮ぶ蔑べつを込めた視線でファルドを見下ろすと、躊ちゆう躇ちよなくその頭を踏ふみつけながら地じ獄ごくの底から湧わき上がるような怒いかりの籠こもった声を吐き出した。

「それともう一つ。あなた、私に何か言うことがあるんじゃないかしら」

　ミストリアがファルドの頭に乗せた足にさらに体重をかける。ごりっと、額が地面をこする感かん触しよくが靴くつ底ぞこに届いた。彼女がここまで怒る理由はただ一つ。一いつ緒しよに遠征に出ていたこの馬鹿が忘れたレポートの責任を一緒に取らされていたからだ。わびの一つでも入れさせないと、この怒りは収まらない。

「ちょっと待ってくれ。ミーア、一つ気になることがある」

「あら、どうしたの？　何か弁解でもあるの？」

「ああ……。僕思うんだよ。さっき職員室にいた娘むすめ、すっごく可愛かわいかったよね！　転校生かな、転校生だよね。デバン先生と話してたし、もしかして僕達の教室に来ちゃったりしちゃう？　彼氏いるのかな？　いないんなら僕、頭を床ゆかに擦こすりつけてでも猛もうアタックしちゃあだだだだだだだだ！　削けずれる、削れる、削れてる！」

「どうせ守る脳みそもない頭なんだから。ちょっとぐらいおデコが削れても問題はないでしょう」

「あるあるある、大いにある。おでこがなくなっちゃったら、女の子が熱を出したときに、どうやって熱を測ってあげたらいい……んごっ！」

「あなたは床の温度でも測ってなさい！」

　ファルドを床にめり込ませたミストリアが、肩で風を切りながら、無人の廊下を歩き進める。だが、馬鹿はどうにも回復が早いらしい。額を真っ赤にしたファルドは意気揚よう々ようとした足取りで廊下を駆け抜ぬけると、そのままミストリアを追い抜き、一気に自分達のクラスの扉とびらを開け放った。

「諸君！　おつとめご苦労さまン！　学年一の色男、学年ランキング堂々１位、その掌に天使の紋章を刻むみんなの愛のキューピット、エンジェルトレーナー。ファルド・グランサンダー君のお帰りだよぉおおおン！」

「誰もいないわね」

「ぬぅあんだってぇー！」

　冷静に無人の教室を見回すミストリアの隣で、ファルドが盛せい大だいに転げ回る。その姿を見ていると何でこの男が学年１位なのかと疑いたくなるが、その実力は彼を１位の座から引きずり下ろせないミストリアが、誰よりもよく知っていた。

「くぅそう。みんなひどいぞ。いじけるぞ。泣くぞ」

　親指を嚙かみながら、寝ね転ころんで膝ひざを抱えたファルドが本当に泣き始める。静かに立っていれば精悍な顔つきは本当に色男なのだが、こうなってはただの駄だ目め人間だ。ミストリアが頭痛を堪こらえるようにこめかみを指先で押さえ、顔を顰しかめる。本当に、この男には何度遠征先で泣かされたことだろうか。

　もはや相手にする気も失うせたミストリアは、ファルドを無視することに決め込むと、再び教室に目を向けた。ガランとした教室。黒板には『一限目自習』の文字。また、デバン先生が発作的に馬鹿なことを考えて生徒達をいじめているのだろう。となれば、学園のみならず、町中、オウズの森までが捜そう索さく範はん囲いだ。とてもじゃないが、回り切れるものではない。その上、

「ねぇ、ファルド。ファルド！」

「う、うう。ひどい、みんなひどい。僕だって頑がん張ばってるんだよン。せっかく、みんなが興奮するような武勇伝をいっぱい作ってきたのに。お土産みやげだって、いっぱいあるのに」

　学年１位は、この通り使い物にならないと来ている。

「はぁ、仕方ない。ジャンブルウ！」

　疲つかれた表情を浮かべたミストリアが、前方に尽つき出した掌を握にぎりながら声を張り上げる。

　すると、彼女の眼前の空間が歪わい曲きよくし、まるで飴あめ細ざい工くを引き裂さくように空間を割りながら黒い巨影が現れた。

「呼んだか。我がロードよ」

　それは、溶よう岩がんが噴ふき出す際の地じ響ひびきにも似た声だった。

「ジャンブルウ。ごめんなさい。クラスの皆みんながどこにいるか探さぐってくれるかしら」

「くっくくくく。悪魔の吾わが輩はいを小間使いにするとは、相も変わらずロードは良い度胸だ」

「いつも申し訳ないと思っています」

「くくくくく。まぁ、よい。では、好んだ雄おすの為ために頑張るロードも悪くない」

「え、なになに!?　ミーア、好きな男子がいるの。水みず臭くさいじゃないか！　何で僕に言わないん……あ、だめ。そこは……んぎゃあぁぁー」

「ジャンブルウ。あまり外で、特に彼の前でそのことは口にしないで。いいわね」

　口早に[image: しか]しかりつけるミストリアに、楽しげな笑い声が空間の裂け目から漏れ出した。

「くくくくく。悪魔に弱みを握られる恐おそろしさ。デビルトレーナーを名乗るならば、よく覚えておくのだな」

「ひ、人をからかうのも大たい概がいにしなさい！」

　先ほどよりもさらに醜しゆう悪あくに歪ゆがむ空間の歪ひずみに、ミストリアが怒りの声を叩き付ける。だが、彼女が言い切る前に、空間の歪みはまるで消しゴムで落書きを消すかのように、跡あと形かたもなく消え去っていた。

「そんなんじゃないわよ。そんなんじゃ……」

　ミストリアのつぶやきだけが、静かに伽が藍らん堂どうな教室に溶とけていった。
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「さ～て、ワクワクするな」

　闘技台の硬さを確かめるように、レインはブーツのつま先でコンコンと地面を蹴けりながら楽しげに呟つぶやいた。ついでにぐるりと首や手首を回し、身体からだの調子を確かめる。ホームルームが終わり、時刻は一限目。いつもなら、早朝のトレーニングの疲れを癒いやすためにたっぷり睡すい眠みんを取る時間だが、胸の奥、腹の底から湧わき上がる興奮は、とっくに疲れを遥か彼方かなたに吹き飛ばしていた。

　なにせ、前にいる相手はレインも初めて戦う魔獣錬磨師モンスタートレーナー、スライムトレーナーなのだ。

　その上、耳にする噂は最高の一言に尽きる。

　弱い奴やつを見つけて苛いじめる。強い奴に喧嘩を売る。

　その内容は、レインにとって正直どうでもよかった。

　レインを喜ばせたのは、自分以外にスライムで戦い抜いている馬鹿がいるという事実、ただそれだけだ。
















　もちろん、喜んでいるのはレインだけではない。

「ぴぃーぎ。ぴぎぴぎ、ぴーっぎ！」

　レインの肩から飛び降りたペムペムが、楽しげに鳴きながらストレッチでもするようにうにょ～っと身体を伸のばす。ペムペムも、まさか魔獣錬磨師モンスタートレーナーが操あやつる同族と戦う日がくるとは思いもよらなかっただろう。その青い身体はあまりの喜びに艶つやが増し、いつもより五割増しに瑞みず々みずしく太陽の光を撥はね返していた。

　転校生が戦いを申し込んですぐ、レインはポーチの中に入れていたおやつをペムペムに食べさせていた。単たん細さい胞ぼうのスライムに、胃もたれなんてありはしない。すぐに栄養を吸収したペムペムは、すっかり元気満タン。やる気十分。レインの指示を今か今かと待ち受けるその瞳ひとみには、おおよそ温和なスライムには似つかわしくない闘とう志しが漲みなぎっていた。

「ぴぎっ！」

「ああ、わかってるよ。【契けい約やくの絆きずな】はいつでも使えるようにしといてやる。出し惜おしみはしねぇ。端はなから全開で行くぞ！」

【契約の絆】。それは魔獣錬磨師モンスタートレーナーにおける技ぎ巧こうの一つ。魔獣錬磨師モンスタートレーナーとモンスターとの命を繫つなぎ、ダメージの還かん元げん、使用後の激しい消しよう耗もうという代価の代わりに、モンスターの能力享きよう受じゆの恩おん恵けいとモンスター自身の力を跳ね上げるという諸もろ刃はの剣つるぎ。

　レインはその瞬しゆん間かんが来ればいつでも【契約の絆】が発動できるよう、強い闘志を込めながら、その手に刻まれたスライムの紋もん章しようを握り締しめた。

「ぴぎぃっ！」

　そんな主の意気に、ペムペムが一段と高く飛び跳ね、闘とう技ぎ台の真ん中へとこの小さな身体を進める。

　長い時間を共にしてきたその小さな背中を見送りながら、レインはその双そう眸ぼうを、本日の対戦相手へと向けた。

　どこか眠ねむたそうな半眼で、まっすぐにレインを見み据すえる転校生ジナ。そして、こちらはいち早く闘技台で準備していたパートナースライムのルル。

　ジナはルルのことを《ノーマルスライム》と言っていた。食べ物や環かん境きようでスライムの色が違ちがうことはよくあることだ。ルルとペムペムの基き礎そ能力はほぼ互ご角かくと考えていいだろう。

　同紋にして扱あつかうモンスターも同じ。

　ならば、勝負の決め手は今までに積み上げてきた研けん鑽さんと魔獣錬磨師モンスタートレーナーの腕うで。

　レインは昂たかぶりすぎた感情を抑おさえるように、浅く息を吐はいた。だが、どれだけ自分に言い聞かせても、背骨を電流のごとく駆かけ上がる衝しよう動どうは抑えきれない。

「うっし！」

　レインが、握った拳を反対の掌てのひらに打ち付ける。

　気合いは整った。レインが審しん判ぱんのデバン先生に、手を上げて準備ができたと知らせる。

　だが、気合い十分に準備を整えたレインとは対照的に、ジナは実にマイペースにポンと手を打つと、その小さな口を微かすかに開き、小声ながらもよく響ひびく声で言った。

「あ、すみません。ちょっと待って、ください」

　ジナの声に、デバン先生が小首を傾かしげる。

「ん、どうした？　転校生。催もよおしたか？」

　ニヤリと笑うデバン先生に、生徒達から強きよう烈れつなヤジとブーイングが飛ぶ。女子の中には、レイン達よりも先に【契約の絆】を発動し、パートナーの攻こう撃げきの射線を定めている者さえいた。さすがに身の危険を感じたのか、デバン先生が飄ひよう々ひようとしながらも若じやつ干かん慌あわてながら生徒達を落ち着ける。

　そんなひと騒そう動どうにまるで目も向けず、ジナは腰こしのポーチを開くと、ためらわず逆さにして中に入っていた物を闘技台にばら撒まいた。

「私の準備を、忘れていました。少し、お時間いただきます」

　一言断ったジナが、腰に巻き付けたポーチを下ろす。そして今度は、腰のベルトを引き抜き、躊躇ためらわずに制服の上着を脱ぬぎ捨てた。女子生徒が驚おどろきに口元を押さえ、男子生徒が歓かん声せいを上げる。誰だれかが制止する声を上げる暇ひまもなく、ジナはその細い指をリボンタイに掛かけると一気にその結び目を解き、素す肌はだを包んでいたシャツをゆっくりと持ち上げる。

　その余分な肉の無い細いお腹なかと、彼女のおへそが服の下から覗のぞいた、その時。

「ちょっと待ったあぁぁぁあぁぁ！」

　ピアノの鍵けん盤ばんをめちゃくちゃに打ち鳴らしたような耳の痛い大声が、今まさに胸の部分から上にシャツを持ち上げようとしていたジナの腕をピタリと止めた。

　声の主は、その顔を熟うれたリンゴのように紅潮させ、わなわなと唇くちびるを震ふるわせるエルニアだった。

「き、貴様。何をする気だ!?」

「えっと……着き替がえ、ですけど」

「じょ、冗じよう談だんを言うな。大衆の面前だぞ！　貴様、一体どんな神経をしているのだ？」

「お前にだけは言われたくない一言だろうな！」

　バタバタと腕を忙せわしなく上下させながら何度もジナを指差すエルニアに、レインが思わず突つっ込こむ。

　だが、いつもは喰くってかかっているであろうレインの声も、今のエルニアの耳には届かなかった。

　不思議そうに首を傾げるジナに、息を切らせたエルニアがハッと目を見開く。

「まさか……？」

「はい？」

「まさか！　レイン・エルハルトを誘ゆう惑わくする気ではないだろうな!?」

　エルニアが確信を突いたとばかりに声を荒あららげる中、その言葉を聞いた生徒達がもれなく一いつ斉せいに脱だつ力りよくする。レインを誘惑？　それは、バカバカしいにもほどがある勘かん違ちがいだった。

　魔獣錬磨師モンスタートレーナーが授さずかる紋章には遺伝子が大いに関係する。子供が授かる紋章は親の家系が今までに発現してきた紋章であり、それゆえに神やドラゴンといった高位の紋章の持ち主は異性から絶大にモテるのだ。その逆も、また然しかり。レインの授かったスライムの紋章は、よほど容姿が端たん麗れいでない限りまず好意の対象から外される。わざわざ、スライムの紋章が家系に入るリスクを犯おかす者は少ないのだ。

　それが、スライムトレーナーのジナならばなおさらだろう。スライムの紋章を持つ者は、子供に少しでも良い紋章が与あたえられるようにと、細心の注意を払はらって伴はん侶りよを選ぶ。

　エルニアの放った言葉は、この世界の常識を鑑かんがみればありえないことだった。

　だが、レインに対して好意を寄せるエルニアにとって、そんな常識など半紙一枚ほどの重みもなかった。

「貴様！　確か、名はジナ・レームライトと言ったな。転校して早々、我が恋こい人びとであるレイン・エルハルトを誘惑するのはやめてもらおう！」

　腕を水平に振り払うエルニアに、レインが顔に手を当てて肩かたを落とし、生徒達が「ああ、また言ってる」と気の抜ぬけた笑い声を上げる。当初はエルニアの恋人発言にいちいち動どう揺ようしていたクラスメイト達だが、一日一回は同じ言葉を聞かされると、さすがにその反応は慣れたものだった。

　恋人といっても、実態はない。エルニアとレインがそのような関係になっている姿を見たことがない生徒達にとって、エルニアの言葉は彼女がレインをからかっているぐらいにしか受け止めていなかった。

　だが、当のエルニアは至って真しん剣けんであり、その言葉を初めて聞いたジナは、その半開きの瞼まぶたを意外そうに少しだけ持ち上げた。

「お二人が付き合っているというのは、本当ですか？」

「無論だ！」

「論外だ！」

　ジナの質問に、エルニアとレインがほぼ同時に応こたえる。

　矛む盾じゆんする回答にジナが困ったように小首を傾げる。

　そんな彼女に、レインは気まずそうに首を横に向けながら、言いにくそうに言った。

「えーっと、それでよ。いい加減、シャツ下げてくれないか？　目のやり場に困るんだけどよ」

　レインが前を向こうとする首をありったけの自制心で押し留とどめながら、ジナに頼たのむ。胸の前でシャツの裾すそを摑つかみながら腕を交差させるジナは、かなり際きわどい格かつ好こうになっていた。

「別に着替えなくてもいいだろ。ちゃんと制服着てくれ。んで、さっさとやろうぜ」

「着替えなくても戦えなくないですけど。全力が出せません」

「ん～、なぁ～。そ～れ～は～……」

　真ま面じ目めな顔で告白するジナに、レインがどうしたものかと髪かみの毛を搔かき乱す。全力を出してくれないと面おも白しろくないが、こんなところで着替えられては堪たまったものじゃない。

　そんなレインの葛かつ藤とうを救ったのは、いつもは彼を窮きゆう地ちに追い込んでばかりいるエルニアだった。

「着替えなければ全力を出せんのか？　ジナ・レームライト」

「はい。あと、なんでフルネームなのでしょうか？」

「気にするな。それより、一つ確かく認にんする。貴様、本当にレイン・エルハルトを誘惑するつもりではないのだな」

「はい。全力を出すために、着替えが必要なだけ、です」

「ならば、良い案がある。こっちに来い」

　さっきまで恐おそろしい剣けん幕まくだったエルニアが、表情を和やわらげてジナの手を引く。レインを奪うばうつもりでないのであれば、彼女にとってもスライムトレーナー対スライムトレーナーの戦いは、今後レインを倒たおす上でも興味深い戦いだった。

「みんな、少し手伝ってくれ」

　エルニアがクラスメイトの女子を呼び集める。もともと、さっぱりとした男らしいエルニアは女子に人気が高い。女子達が二つ返事で集まり、エルニアの指示を受けて、ジナを取り囲むように立ち並ぶ。ジナの荷物を闘技台から下ろして渡わたした時には、彼女の身体からだは取り囲む女子と、その前線に横一列に並べたモンスター達で完かん璧ぺきに見えなくなった。

　ブーイングを飛ばす男子達。

「ああ、分かっていると思うが……」

　そんな彼らに、エルニアが殺意を露あらわにした笑えみを浮うかべながら、優やさしい口調で教えてあげた。

「万が一にも覗こうなどという不届き者がいるならば、遺書を書いておけ。骨も残らず消し炭にしてくれる」

　研とぎ澄すまされた無数の槍やりのような殺意を抱いだいて微笑ほほえむエルニア、そしてその後ろで構える女子達の鬼き気き迫せまる形相に、大おお鷲わしのモンスター《グロースアードラー》に乗って空から覗こうとしていた男子生徒達がすごすごと退散する。

　モンスター達の境界線から女子達の様々な感想が響いてくること数分。

「本当にその格好でいいのか？」

「はい、ありがとうございました」

　深々と女子達に頭を下げたジナが、ゆっくりと舞台上に上がる。

　その着替え終わった彼女の姿を目まの当たりにした男子生徒達は、思わず声を失った。

　銀幕の髪に包まれたその身体を飾かざるのは、森に湧わく泉の如ごとき青色を基調とした独特な衣い装しようだった。それはどこかの民族衣装、いや、この場合は戦せん闘とう衣装なのだろう。ジナのスレンダーな身体のラインにピッタリと合ったその衣装は、彼女の神秘的な雰ふん囲い気きをより一層際立たせていた。

　だが、なにより男子達の目を引いたのは、ジナの細い四し肢しに取り付けられた手てつ甲こう脚きやつ甲こうだった。指先部分の無いグローブと手甲。半月形の肘ひじ当あてに、筒つつ状じようにこしらえられた脛すね当あて。両りよう脚あしを守る使い古された脚甲は、膝ひざ近くまでなめし革が巻かれ頑がん強きように補強されていた。

　その至る所に何度も縫ぬい直されたスライムの紋もん章しようが刺し繡しゆうされた、不思議な衣装。

　生徒達の注目を浴び、静かに佇たたずむジナ。幻げん想そう的な銀ぎん髪ぱつ。神秘的な白い肌はだ。攻撃的な防具。その出いで立ちは、まるで森の奥に住む戦闘エルフ《チャージエルフ》だ。

　魔獣錬磨師モンスタートレーナーが防具を使用することは珍めずらしくない。魔獣錬磨師モンスタートレーナー同士の戦闘ならば、相手の魔獣錬磨師モンスタートレーナーを行動不能にすることが定石の一つでもある。【ベギオム】においても、生徒達に使用を制限させるような決まりはない。

　だが、使用を制限することはないが、推すい奨しようもしないのが事実だ。モンスターの攻撃は強力だ。並の防具など易やす々やすと打ち砕くだく。ならば、防具を纏まとって防ぐより、耐たい久きゆう性せいのある服を着て機動力を上げたほうが理に適かなっている。事実、レインが今着こんでいる制服は、モンスターの攻撃に対する防ぼう御ぎよ力はないものの、動きやすく、耐久性が高い作りになっていた。

　ジナの装備はその両方の理り屈くつから遠くかけ離はなれた物だった。

「すみません。たいへん長らくお待たせしました」

　謎なぞの噂うわさ。謎の装備。謎の傷。

　謎でその身を固めたような相手は、まさかのスライムトレーナー。

「……では、はじめましょう」

　静かに準備が完かん了りようしたことを告げるジナに、レインの闘とう志しはすでに限界を振り切れていた。表面張力を保っていたコップから水が溢あふれるように、限界を超こえた闘志がスライムの紋章に流れ込む。その闘志に呼応するかのように、スライムの紋章が青く輝かがやき、ペムペムの身体に刻まれた紋章までもがその輝きに共鳴した。

　愚おろかなまでに早い【契約の絆】の発動。

　噴ふき出すような闘志を纏まとったレインに、ジナは始終無表情だったその顔に、朝あさ露つゆ一ひと滴しずくばかりの笑みを浮かべた。

「……やっと見つけた、かも。あとは、見定めるだけ」

　その声を拾った者はいなかった。レインにも、その声は聞こえていなかった。

　だから、その場にいる誰もが分からなかった。

　なぜ、ジナが、【契約の絆】を発動したのかを。

　ジナの掌てのひらに刻まれたスライムの紋章が桃もも色いろに輝き、ルルの身体に刻み込まれたスライムの紋章もまた、その輝きに共鳴する。

「スライムトレーナー、レイン・エルハルト。そのパートナー、ペムペム」

「スライムトレーナー、ジナ・レームライト。そのパートナー、ルル」

「「己おのが紋章と、パートナーの名に懸かけて。勝負！」」

　待ちきれなくなったレインとジナが、声高らかに開戦を宣言する。

　そんな若い魔獣錬磨師モンスタートレーナーに、生徒いじめが大好きで、そのくせ生徒達の暴走も大好きなデバン先生が、哄こう笑しようしながら天に向かって突き上げていた腕うでを振り下ろした。

「ははははは、青いな。お前ら。だが、そういうのは大だい歓かん迎げいだ！　思う存分暴れてこい！」

　かくして、最弱と最弱の戦いが始まった。
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「ペムペム！」

「ルル」

「「【体当たり】！」」

　闘とう技ぎ台の両りよう端はしで、二人の魔獣錬磨師モンスタートレーナーが同時に叫さけぶ。その声に乗せるのは信しん頼らい。その目に刻むのは自信。最弱のパートナーに求めるのは、小細工抜きの【体当たり】。

　その主あるじの期待に、パートナー達は限界まで高めた気き迫はくで応こたえた。

「ぴぃぃいいぎゅぃっ！」

「きゅぴぃいいいいっい！」

　二体のスライムがその身体を限界まで撓たわめかせ、自身の小さな身体を砲ほう弾だんに変える。【契約の絆】の輝きを石畳に刻む二つの光弾は、闘技台の中央で激げき突とつした。白しら石いしの闘技台の上で、青いペムペムと淡あわい桃色のルルがお互たがいの意地をぶつけ合う。

「ぴぃいいいっぎ！」

　衝しよう突とつする両者の意地を貫つらぬいたのはペムペムだった。ひしゃげた青い身体が元の形に戻もどり、その反動をルルに叩たたき込む。桃色の小さな身体は、あっという間にその跳ちよう躍やく地点まで吹ふき飛ばされた。

「ペムペム、もう一発【体当たり】！」

「ぴぎっ！」

　悔くやしそうに押し戻されるルルに、着地したペムペムが再びその身体を打ち出す。ルルは即そく座ざに回かい避ひしようとしたが、体勢が悪い。飛び退のく間もなくペムペムの【体当たり】を受けたルルが、一気にジナのもとまで後退する。

　積み重ねた研けん鑽さんの差。基き礎そ能力はわずかながらも確実にペムペムの方が上だった。

「そのまま畳たたみ掛かけろ！」

　レインが紋章の刻まれた腕を突つき出し、鋭く叫ぶ。多少攻こう撃げきは単調であるが、見つけたチャンスを逃のがせば途と端たんに反撃が来る。

「ぴぃいぃぃぅっぎ！」

　ペムペムが大きく身体を撓めかせ、渾こん身しんの【体当たり】をルルに向かって打ち出す。だが、タメの分だけわずかに攻撃が停てい滞たいした。突とつ撃げきするペムペムに、ルルが体勢を立て直し、その射線から逃れるように高く飛び跳はねる。

「逃にがすな！　ペムペム！」

「ぴぃっぎ！」

　レインの声に、ペムペムが突撃の勢いを保ったまま石畳を弾はじき、飛び跳ねる。飛び上がるルルを追う青い砲弾。まともにぶつかれば、ルルは遥はるか場外に吹き飛ばされるだろう。

　そんなパートナーのピンチに、ジナはそのグローブを嵌はめた手を持ち上げると、指先を軽く捻ひねりながら静かな声を上げた。

「ルル。弾いて」

「きゅぴ！」

　ジナの指示に、ルルが待ってましたとばかりに声高らかに鳴く。

　その最中、ペムペムの身体がルルに激突し──

「ぴ、ぴぎぃぃぃいぃいいい!?」

「ペ、ペムペム!?」

　ペムペムの小さな身体が、明後日あさつての方向に吹き飛ばされた。

　場外まで吹き飛んだペムペムとは対照的に、ルルが飛び上がった軌き跡せきをなぞるように落下し、何事もなく着地する。

「うおぉ！　何したんだ、すげぇー！」

　レインが子供のような声を上げる。間ま違ちがいなく、ペムペムはルルを捉とらえ、二体は激突したはずだ。本来ならば、場外の彼方かなたへ吹き飛ぶのはルルのはずだ。

　だが、結果はどうだ。吹き飛んだのはペムペムで、ダメージ一つなくルルは落下した。

　ルルはペムペムと同じ《ノーマルスライム》だ。何か、特別な力を使ったわけでもない。となると、ルルが使ったのは何らかの技わざだ。だが、スライムの扱あつかえる技は一通り知っているレインでも、あんな風に敵の攻撃を無効化出来る技なんて見たことも聞いたこともない。

「なぁ、今のなんだ！　もう一回やってくれよ！」

　湧わき上がる好こう奇き心しんに、レインが目を輝かせながらジナに頼たのむ。

　一方、ジナは顎あごに手を当ててなにやら考え込むと、こちらはこちらで微かすかに頰ほおを上気させながら、慌あわてて闘技台に戻ってきたペムペムへと顔を向けた。

「ルルが、押し負けた……。すごい。こんなの、初めて」

「きゅぴ！　きゅぴぴぴ、きゅぴっ！」

　ペムペムの力量を褒ほめるジナに、ルルが「そんなヤツを褒めるな」とばかりに目を吊つり上げながら鳴きまくる。なんとも微笑ましいその姿に、闘技台を取り囲む生徒達の頰が思わず緩ゆるむ。

　そう、スライム同士の戦いはこうでなければ。

　と、生徒達が油断した、その時だった。

「うん。間違い、ない。やっと、見つけた」

　ジナの手に刻まれた紋章が、今までに彼らが見たこともないほどの輝きを放ったのは。

　桃もも肌はだのように柔やわらかく、そして激流のように力強い桃色の閃せん光こう。ジナの闘志を叩き付けられたスライムの紋章が燃え上がるように輝き、その輝きに呼応するようにルルの身体からだに刻まれたスライムの紋章が輝く。

「マジ、かよ」

　笑いながらレインが呟つぶやく。これほど【契約の絆】の力が高まるには、鋼はがねよりも堅かたい信頼と、そしてマグマのような感情の昂たかぶりがなければあり得ない。

　それは、戦いの中で徐じよ々じよに己おのれを昂ぶらせてようやく行き着く境地。

　レインも風のドラゴンとの戦闘の際にはジナと同レベルの境地に達していただろうが、戦いの序じよ盤ばんでこれほどの威い力りよくを発揮するのは不可能だ。

　一体、何がジナの琴きん線せんに触ふれたのだろうか。

　一体、ジナをこれ程ほどまで昂ぶらせるものとは何なのだろうか？

　疑問がレインの喉のどを通り過ぎる前に、

「それでは、行きます」

　銀色の髪かみが揺ゆらめき、ジナがルルと共に闘技台を駆かけ抜ぬけた。

「っ！　ペムペム！　戻れ!!」

　ジナの狙ねらいに気がついたレインが、即座にペムペムを呼び戻す。

「ぴぎぃっ！」

　主の危機に、ペムペムはありったけの力を解放し、その小さな身体を打ち出した。併へい走そうするジナとルルに、ペムペムが一気に肉にく薄はくする。

「ルル、弾いて」

「ぴゅぎ！」

　ジナの指示に、今まで前進していたルルが慣性の法則を無視するかのように逆方向に飛び跳ね、ペムペムの前に立ち塞ふさがった。

「ぴぃぎぃぃっ！」

「きゅーぴっ！」

　青と桃もも。二対のスライムが同時に叫び、その身体を激突させる。しかし、圧あつ倒とう的てき勢いを持って突撃したペムペムはルルを吹き飛ばすことは出来ず、まるで光が鏡に弾かれるように、ルルとは別方向に飛ばされた。

「ぴぎぃぃい!?」

　訳も分からず吹き飛ばされるペムペムを尻しり目めに、今度はジナがレインに肉薄する。

「やっぱり、俺狙いかよ！」

　むしろそれを望むかのように笑うレインの視界で、太陽の光を受けて透すき通るように輝く銀の髪が舞まい踊おどった。急停止するジナに追いつけず、銀の髪が彼女を追い越こす。翻ひるがえる細い身体。突撃の推進力と半転する遠心力を乗せた蹴けりが、レインの脇わき腹ばらに跳ね上がる。

「早はぇえ！」

　口では驚きよう嘆たんしながら、レインはまるで前もってその攻撃を予期していたかのように床を蹴り、その射程圏けん外がいへと離り脱だつした。風圧がレインの制服を靡なびかせ、目に鮮あざやかな銀ぎん髪ぱつが視界を彩いろどる。その銀のベールを割るように、足あし下もとから硬かたい靴くつの踵かかとが跳ね上がってきた。側転をするように横に回り、撥はね上げた踵がレインの顎を襲おそう。だが、レインは慌てなかった。わずかに首を捻ひねる最低限の動きで踵を避よけ、過ぎてゆくその足を見届ける。

　そして、レインは自ら膝ひざを折った。

　落ちるようにしゃがみ込むレインの頭上を、銀の膜まくを割って現れたルルが通り過ぎる。

「ペムペム。【体当たり】！」

　地面に手を突きながら、レインが叫ぶ。その号令が分かっていたかのように、パートナーの鳴き声がレインの耳をなぜた。

「ぴぅぎっ！」

「ぎゅぴぃ？」

　攻撃が躱かわされたルルに、攻撃のチャンスを待ち構えていたペムペムが跳ね上がる。不意を突いて激突したペムペムは、今度こそルルを捉えた。渾身の体当たりを受けたルルの身体が、勢いよく吹き飛ぶ。だが、ルルはスライムだ。最弱種とはいえ、スライムの弾だん力りよくのある身体は単純な物理によるダメージはほぼ無効になる。

　だが、不意を突かれたことがよほど悔しかったのか、空中で器用に身を捩ねじってジナの近くに着地したルルは、口元を歪ゆがめながら穏おだやかではない形相でペムペムを睨にらみ付けた。

　スライム同士の単純な【体当たり】合戦とはほど遠い激しい一いつ瞬しゆんの攻こう防ぼうに、生徒達が目を見張る。そんな予想を大きく裏切る緊きん迫ぱくとした空気の中、突とつ然ぜん、ペチペチとひどく気の抜けた音が響ひびいた。

「すごい、です。初見で私達の攻撃を避けた人、初めてです」

　ジナがわずかに声を上うわ擦ずらせながら、その小さな手を叩く。自己紹しよう介かいの時は眠ねむたげに半開きだった瞼まぶたも、今は７割ほどに開いていた。

「なる、ほど。スライムの危険察知と逃げ足の速さを還かん元げんしているみたい、ですね」

「おお、当たりだよ。よく分かっ──て、そりゃそうか。同じ、スライムトレーナーだもんな」

　感心するように何度も頷うなずくジナに、レインはその掌てのひらで青く輝かがやく紋もん章しようを握にぎりしめながら首しゆ肯こうした。【契約の絆】はモンスターの特性を魔獣錬磨師モンスタートレーナーに還元する。もともとレインはスライムの柔じゆう軟なん性で筋力を強化していたが、レインの戦術のミソはそこではない。スライムの危険察知と逃げ足の速さを還元することで敵の攻撃を避けまくり、自らを囮おとりにしてペムペムの一いち撃げきを叩き込む。

　それがレインの戦せん闘とうスタイルだった。

　幾いくたびの敗北を糧かてに、数え切れない絶望を血肉に、塵ちり芥あくたのような夢を力に、一日たりとも錬れん磨まを怠おこたらなかったレインとペムペムが編み出したオリジナル。

　これがいかに馬ば鹿かげていることか。レインと同じスライムトレーナーであるジナには、その場にいる誰だれよりも深く理解できた。

　理解できたからこそ、ジナは本気の本気を出すことにした。

「ルル。【分ぶん裂れつ】」

　ジナが零こぼすように呟く。すると、その指示を待っていたかのように、ルルがその桃色の身体を震ふるわせて、二体の分裂体を生み出した。

　本体と同等の分裂体が、ジナの身体を取り囲む。

「ルー。ルル。ルルル。行くよ」

「「「きゅぴ！」」」

　三体のルルが一いつ斉せいに吼ほえる。

　そして、ジナはその瞼を完全に開いた。

　目の前の敵を見み逃のがさないように。

　探し求めていたものを摑つかみ取るために。

　栗くり色いろの双そう眸ぼうがレインを射い貫ぬく。

「おいおいおい、なんて眼めしてんだよ」

　レインが思わず口の端はしを持ち上げて呟く。ジナから迸ほとばしる圧あつ迫ぱく感は、あろうことかエルニアとキールのコンビを上回っていた。

「ぴぃ、ぴぎぃ……」

　ペムペムが戦せん慄りつしたような声を上げる。ペムペムもまた、まさかこれほどまでの圧迫感を放つ同族がいるとは思わなかっただろう。

「ペムペム。一瞬たりとも気ぃ抜くなよ」

「ぴぎっ！」

　レインの喝かつに、ペムペムが応こたえる。

　そう、レインとペムペムは毛の先ほどの油断もしていなかった。

「すみません。これから、は──」

　だが、気付いた時、

「私の、時間です」

　ジナの可か憐れんな相そう貌ぼうはレインの目の前にあった。

「んなぁ!?」

　回かい避ひを選せん択たくするまでもない速そつ攻こう。一瞬で間合いを詰つめたジナが、閃光の如ごとき手刀をレインの顔面に放つ。完全に不意を突ついた一撃。レインが首を傾かしげてその手刀を避けられたのは僥ぎよう倖こう以外の何物でもなかった。

「こんのっ！　ペムペム、【体当たっりぃ!?」

　反撃を試みたレインの姿勢が崩くずれる。膝裏を打ち抜く衝しよう撃げき。いつの間にか背後に回り込んでいたルルが、レインの膝に体当たりをしかけたのだ。傾かたむく視界の端はしで、ジナがその腕うでを振ふり上げる。

　滑すべるように振り下ろされる、青い手てつ甲こう。

　しかし、それは初撃に比べて明らかに遅おそい。このタイミングなら避けられる。

　ジナの動きをしっかりと捕ほ捉そくしながらレインが石いし畳だたみに手を突き、無理やり身体を捩じってその攻こう撃げきを回避する。

「ルル！」

　よもや、まっすぐに落ちてきた腕が唐とう突とつにその軌き道どうを変えるとは。いかに百戦錬磨のレインでも夢にも思わなかった。

「っんな、なな!?」

　桃色の弾だん丸がんがジナの手甲を弾はじき、その軌道を無理やり捩じ曲げる。振り下ろした勢いをそのままに角度を変えた手甲が、逃にげ遅おくれたレインの右みぎ脇わき腹ばらを掠かすめる。

「あっ、いつっ！」

　悲鳴を上げながら、レインはジナの不自然な防具の意味を理解した。あれは防具なんていう生なま易やさしい物ではない。ルルの攻撃を身体で受け止め、魔獣錬磨師モンスタートレーナー自身の四し肢しで敵を打ち砕くだくための弾丸なのだ。

　初めて見る戦闘法に、レインの身体に稲いな妻ずまが走った。

「そんな戦い方があんのかよ！　おっもしれぇー！」

　眼めを見開きながら、レインが石畳を蹴りつけて跳はね起きる。対して、無理やり攻撃を加えていたジナは体勢を立て直す暇ひまがない。

　暇がない、はずだった。

「ルー、起こして！」

「きゅぴっ！」

　ジナの声に、ルルの分裂体が吼ほえる。石畳とジナの間に滑り込んだ分裂体は、ジナの身体からだを受け止めると一気にその身体を跳ね起こした。勢い余ったジナは、そのまま大きくレインに向けて跳ちよう躍やくする。銀の髪かみがふわりと大きく広がり、レインの視界を包み込む。

　そんなジナに、レインはスライムの紋章を刻んだ拳こぶしを突き上げた。

「空中じゃ、避けられねぇだろう！　ペムペム、【体当たり】！」

「ぴぎっ！」

　銀の髪を風に靡かせるジナに向け、ペムペムがその身体を青い砲ほう弾だんに変える。

「ルルル。弾いて」

「きゅっぴぃ！」

　だが、その青い砲弾は、またしても桃色の軟なん壁へきに弾かれた。ペムペムを弾いたルルと共に、ジナがレインに向けて落下する。身構えるレインに、ジナはその足を撓しならせた。踏ふん張ばりが利きかない分ジナは腰こしを捻って威い力りよくを出そうとしたが、それでもスライムの危機察知能力を還元しているレインにとっては十分に躱せる範はん囲いだ。

「ルル。弾いて！」

　再びジナの声がレインの耳を撫ぜ、視界の端で桃色の弾丸がジナの脛すね当あてを打ち抜ぬく。ルルの体当たりを受けたジナの足が、レインの予想を上回り加速する。

　これは躱せない。直撃する！

　レインが覚かく悟ごを決め、ジナの爪つま先さきが肩かたに突き刺ささろうとした、その瞬間。

「ぴぎぃっ！」

　今度はペムペムがジナの足とレインの肩の間に滑り込んだ。ペムペムがその身を挺ていして、ジナの爪先を受け止める。ジナは構わずその足を振り抜くが、その威力のほとんどはペムペムに吸収された。

「サンキュー、ペムペム!!」

　礼を言いながら、レインがその場から跳とび退のく。ジナは完全にレインを狙ねらっていた。しかも、その攻撃はかなり洗練されている。大おお雑ざつ把ぱな攻撃ならばドラゴンの攻撃すら避よけるレインだが、ジナの攻撃はレインが今まで受けてきたものとは異質なものだった。

「いい子。助けられたね。でも──」

　ふわりと着地したジナの足と地面の間に、ルルの分裂体が滑り込む。ルルを踏み台にし、その反動で飛び出したジナは、スライムの体当たりの如き速度でレインへと肉にく薄はくした。

　ペムペムを肩に乗せたレインが僅わずかに顔を顰しかめ、迫せまるジナに向けて手を振り払はらう。

「ペムペム。【分裂】！」

　ジナを近づけさせるのはヤバい。ペムペムがその身を震わせて、小さな分裂体をジナに向けて撃うち出す。【体当たり】が砲弾ならば、こちらは散さん弾だん銃じゆうだ。青い弾丸がジナの視界を埋うめ尽つくす。

「ル─。ルル。行くよ」

「「きゅっっぴ！」」

　長い銀ぎん髪ぱつの尾おを引き、分裂体を踏みしめたジナが加速する。ペムペムの銃弾はジナの残像すら捉とらえられない。銀ぎん影えいを後方に幾つも置き去りにし、ジナがレインへ疾しつ駆くする。

　レインは蹴けりを警けい戒かいしつつ、肩に乗るペムペムに叫さけんだ。

「ペムペム、【体当た──」

　レインが指示を飲み込む。右へ左へ的を絞しぼらせないようにしながら接近していたジナが、突然大きく跳躍した。高く、高く舞まい上がるジナを追い、ルルの桃色の身体が跳ね上がる。そのルルの体当たりを靴くつ裏うらで受け止めたジナは、空中からレインに向けて一気に加速した。瞬またたく間に迫るジナがその右みぎ腕うでを引き、その肘ひじ当あてを最後の分裂体が打ち抜く。二重に加速した手刀がレインに牙きばを剝むく。

「ペムペム。【膨ぼう張ちよう】！」

「ぴぎぎぎぎぃ！」

　咄とつ嗟さに叫んだレインに、ペムペムが即そく座ざに応こたえる。ペムペムは軽く飛び跳ねると、その身体を数十倍に膨張させ、レインをすっぽりと飲み込んだ。ジナの手刀がペムペムの身体に突き刺さり、そのままの勢いで弾き返される。物理攻撃で防ぼう御ぎよに回ったペムペムを貫つらぬくのは至難の業わざだ。

　そんなこと、ジナは分かり切っていた。

　レインの取った手段は悪手だ。

「ルー。ルル。ルルル。【吸収】」

「「「きゅっぴぴ！」」」

　ジナがその掌てのひらをペムペムに押し当て、ルル達に指示を送る。ルル達は巨きよ大だい化したペムペムに張り付くと、その水分を吸収し始めた。

「が、がっぽ（や、やべぇ）！」

「ぴぎぃー。ぴぎぎぎ、ぴぎぎぎぎぎぎ。ぴぎぎー」

　ペムペムの身体の中で、レインが呻うめく。見る見る間に水分を奪うばわれたペムペムが縮んでいくが、今のレインにそれを止める手立てはない。

「これで、終わり」

　十分に縮んだペムペムに、ジナがその掌を押し込む。ペムペムは何とかその手を押し返そうとしたが、水分と共に体力も奪われているのか、押し返す力はとてつもなく弱かった。

　レインが抵てい抗こうする間もなくジナがその腕を摑み取り、ペムペムの内側から引き抜く。

　勢いよくレインを引き抜いたジナは、そのままレインの身体を石畳に押し倒たおした。

「うが！　く、くっそ！」

　背中を強したたかに打ちつけるレインが、慌あわててその身を起こす。

　だが、その時すでに勝負は決まっていた。

「私の、勝ち」

　その細い指先をレインの喉のど元もとに押し付け、ジナが呟つぶやくように宣言する。

「そこまで！　勝者、ジナ・レームライト！」

　デバン先生の宣言と共に、闘とう技ぎ場に割れんばかりの歓かん声せいが迸ほとばしった。
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　見み渡わたす限りの青空。背中を冷やす石畳。全身を包み込む無力感。

　敗北の景色は、いつも同じだ。

「俺達、負けたのか」

「ぴ……ぴぎぃ～」

　大の字に寝ねそべりながら呟くレインに、元のサイズに戻って胸の上に這はい上がってきたペムペムが、申し訳なさそうにしながら悔しげな声を漏らす。

「レイン君……」

「レイン・エルハルト……」

　ピクリとも動かないレインに、勝負を見守っていたアリカとエルニアが心配そうに呟く。二人の隣となりに並んでいたガゼットも、沈ちん痛つうな面持ちでレインを見守っていた。

　誰だれがどう見てもレインの完敗だった。同どう紋もん同種のモンスターでの敗北ほど、この世界において悔くやしいことはない。倒れるレインの心境は、一体如い何かなるものだろうか。スライムの紋章を軽かろんじる生徒達だが、その眼めには一様に同情の色が浮うかんでいた。

　だが、その心配は杞き憂ゆう以外の何物でもなかった。

「あっははははは。あは、あ～っはははははっ！」

　寝そべったレインの身体が大きく震ふるえ、太たい鼓こを打つような笑い声が辺りに木こ霊だまする。

　レインは笑っていた。恥はずかしいほどに大口を開けて、涙なみだを零こぼし、胸に乗っていたペムペムを抱だきしめ、レインはガゼットも今までに見たことがないほど馬ば鹿かみたいに笑いながら、闘技台をゴロゴロと転げまわった。

　誰もが啞あ然ぜんとしてその姿を見守る中、レインが身体を跳ね起こす。

　レインは全身を歓かん喜きに震わせたまま、一目散にジナへと駆かけ寄った。

「すっげぇー！　なんだあの動き!?　自分の身体を【体当たり】で弾き飛ばすとか、馬鹿じゃねぇの？　どこでそんなの覚えたんだよ！　なぁ！　なぁ！　なぁあっ！」

　目め尻じりから涙を零しながら、レインがその拳を握にぎりしめる。

　その眼は、その頰ほおは、その肩は、抑おさえきれない喜びに震えていた。

「お前、つぇーな。なぁ、もう一回やろうぜ！」

　レインがその手をジナに向けて差し出す。その顔に浮かぶのは清すが々すがしいほど真まっ直すぐな笑えみ。口角を吊つり上げ、白い歯をむき出し、レインが満面の笑みを浮かべながらジナに再戦を申し込む。

　ジナはまじまじと差し出された手を見み詰つめると、何かを決心したかのように柔やわらかく微笑ほほえみながら、静かにその手を取った。

「はい、あなたが望むなら、いくらでも」

「本当か！　んじゃ、今やろうぜ！　すぐやろうぜ！」

　オモチャを与あたえられた子犬のようにはしゃぐレインに、闘技場の空気が弛し緩かんする。

　そんな中、ジナはまるでこの時を待っていたかのように、僅かに上うわ擦ずった声で呟いた。

「それにしても。本当に、すごいです。私の一族以外で、まさかこんなにスライムを使いこなす魔獣錬磨師モンスタートレーナーがいる、なんて」

「一族？」

「はい……」

　首を傾かしげるレインに、ジナが右手のグローブを外し、その掌をレインに示す。

　その掌を見て、レインだけでなく、その場にいた誰もが驚きよう愕がくした。

「自己紹しよう介かいが途と中ちゆうになっていて、すみません。ジナ・レームライト。紋章は、逆印のスライムです」

　ジナの白い掌には、スライムの紋章が天地逆向きに刻まれていた。

　闘技場が水を打ったかのように静まり返る。圧あつ倒とうされる空気の中、ようやく口を開いたのは、今一度眼鏡めがねのレンズ越ごしに逆印のスライムの紋章を見み据すえたガゼットだった。

「逆印……て。まさか、彼女、《血けつ命めい紋もん》なのかい!?　しかも、スライムの!?」

　ガゼットの声に、生徒達が呪じゆ縛ばくを解かれたようにざわつく。

　エルニアも他の生徒に漏れず、我が目を疑うようにジナの掌を見つめながら、震える声でガゼットに訊たずねた。

「おい、ガゼット・ガールバレス。本物なのか、アレは？」

「さぁ。僕も文ぶん献けんでしか見たことがないからね。なんたって、神やエルニアさんのドラゴンの紋章よりもレアなんだからさ」

　緊きん張ちようしながら言葉を紡つむぐガゼットに、エルニアがゴクリと唾つばを飲む。

　全すべてを理解するように頷うなずくガゼットに、闘技台の上で試合を見守っていたデバン先生が鋭するどくその目を光らせた。

「はい。そこの子、いつもニコニコ時々腹黒たまに悪あく魔まのガゼット君。《血命紋》について説明しなさい」

「僕ですか？　先生が説明してくださいよ」

「ヤダ、めんどい！」

　キラリと白い歯を輝かがやかせて、デバン先生がグッと親指を立てる。

　本当にこれが担任でいいんだろうか？

　誰もが心の中で呟く中、ゴホンと咳せき払ばらいをしたガゼットは「では、僭せん越えつながら」と眼鏡の位置を直しながら口を開いた。

「《血命紋》。それは、同紋同士の結けつ婚こん出産が続いた結果、血が濃こくなることにより発現します。近きん親しん婚こんを繰くり返す王族に多く、今まで確かく認にんされている紋章も、神やドラゴンなど高位の紋章ばかりです。まぁ、大たい概がいは裏稼か業ぎようの者から狙ねらわれるのを避さけるために《血命紋》であることを隠かくすことが多いようですけどね」

　一息に言い切ったガゼットが、一度その視線をデバン先生に向ける。

　先生が満足そうに頷くのを確認し、ガゼットはさらに説明を続けた。

「《血命紋》の特とく徴ちようは大きく分けて二つ。一つは、天地逆向きに刻まれる紋章。そして、もう一つは、一度《血命紋》を受けた魔獣錬磨師モンスタートレーナーの子孫は、その後その《血命紋》が象かたどった紋章しか発現しなくなるということです」

「よし、百点満点だ。その余よ裕ゆうの眼鏡に花丸を書いてやろう」

「謹つつしんで遠えん慮りよします」

　どこからか朱しゆ色いろのチョークを取り出したデバン先生に、ガゼットが丁てい寧ねいに片手を上げて辞退する。眼鏡を汚よごされるのは困るが、それ以上にガゼットは自分自身の説明に納なつ得とくしていなかった。

　ガゼットが説明したように、《血命紋》は大たい抵てい、ドラゴンや神のような高位の紋章に発現するのが一いつ般ぱん的なのだ。学者や名家の中には、なんとか《血命紋》を生み出そうと躍やつ起きになる者もいる。まかり間ま違ちがっても、スライムの《血命紋》など誰も生み出そうとは思わない。いや、むしろ。未来永えい劫ごうスライムの紋章しか発現しないなど、そんなものはこの世界において『呪のろい』と言い換かえてもいい代しろ物ものだった。

　その証しよう拠こに、闘技台を取り囲む生徒達の視線は、それまでと一変していた。圧あつ倒とう的な体術を見せたジナに多少なりとも尊敬の念を抱いだいていた彼らだったが、今、その眼まな差ざしは哀あわれみに満ちている。

　他の生徒ほどあからさまではないが、エルニアも微び妙みような表情を浮かべていた。レインのことは認めているエルニアだが、スライムトレーナー全てを認めるというほど、彼女も卓たく越えつしてはいない。

　それほどまでに、この世界におけるスライムの紋章の地位は低いのだ。

　そんなスライムの紋章を授さずかった二人の魔獣錬磨師モンスタートレーナー。

　彼らはお互たがいを前に、一体何を思ってい……

「うわー。すげぇええー！　《血命紋》とか初めて見たぞ！　はは、本当に逆向きなんだな。おっもしれ─っ！」

　お調子者の《レッサーモンキー》よろしく飛び跳はねながらジナの手を取るレインに、ガゼットは眼鏡をズラしながら頭痛でもするかのようによろめいた。

「レイン！　君には緊きん張ちよう感というものがないのかい!?」

「え？　なんでお前らそんなにマジな顔してんの？」

「君の頭はやっぱりスライムと同じ単たん細さい胞ぼうなのかっ？」

　眼鏡を押し上げながら肩かたで息をするガゼットに、レインが「そんなに怒おこるなよ」と身を引きながら謝る。

　そんなレインに、ジナはまじまじと自分の手を握る彼の手を見つめながら訊ねた。

「私の紋章。軽けい蔑べつ、しないの？」

「え、なんで？　俺だってスライムの紋章だぜ。つーか、《血命紋》てめっちゃレアなんだろ。すげぇーじゃん。むしろ羨うらやましい！」

「うらやま、しい……」

　ジナが俯うつむきながら、その言葉を嚙かみしめるように呟く。

　突とつ然ぜん、その雪のように白い頰を、朝あさ露つゆのように透とう明めいな滴しずくが流れ落ちた。ぽつりと零こぼれた涙が、ルルの頭にぶつかり弾はじける。

「え、ちょっ、ま!?　何で泣いてんだよ？」

　ぽろぽろと涙を零すジナに、レインが慌あわてふためく。

　そんな彼に、生徒達の刺さすような視線が殺さつ到とうした。

「うわ～、レイン転校生泣かしやがったぞ」

「レイン君てやっぱりデリカシーないんだねー」

「人間として屑くずだな！」

「最低！　けだもの！　人でなし！」

「う、うるせぇ！　つか、俺も何が何だか……」

　生徒達から吹ふき荒あれる怒ど声せい罵ば声せい。レインが慌てて弁解するも、生徒達の視線は冷たさを増すばかり。予想外の場外攻こう撃げきに、精神力があっという間に削けずられる。

　今のレインを助けられるのは、この場に於おいて一人しかいなかった。

「おい、ちょっと。ジナ、お前からも何とか言ってくれよ！」

「……ごめん、なさい」

「この期ごに及およんで謝るとかマジで止やめて！」

　目元を拭ぬぐいながら途と切ぎれ途切れに呟つぶやくジナに、生徒達の視線が遂ついに氷点下を下回る。中には【契けい約やくの絆きずな】を発動して、パートナーと共に飛び出そうとする者までいた。絶体絶命の危機に、レインの首筋をかつてない悪お寒かんが駆け抜ぬける。

「ごめん、なさい。ごめん、なさい。ごめんな、さい」

「だから、謝るの止め……」

「羨ましいなんて言われたの、初めて。私、嬉うれしくて……」

「え、嬉しい……？」

　呆ほうけた顔をするレインに、ジナが目元を赤らめながら小さく頷く。

　その場にいた誰だれもが、ようやく彼女の涙の意味を理解した。そうだ。レインがあまりにスライムトレーナーらしくない前向きな馬鹿なので生徒達は忘れていたが、本来、スライムトレーナーとはそういうものなのだ。蔑さげすみ、哀れみ、劣れつ等とう感。スライムの紋章の代名詞など、列挙すればきりがない。

　羨ましい。スライムトレーナーにとって、これほどまでに心を打つ言葉はないだろう。

　そして……

「ありがとう、ございます。あと、私、決めました」

「え？　決めたって、何を？」

「私。あなたを、婿むこにします」

「え……は？　はぁっ!?」

「「「「なにぃいいいいいいいいい！」」」」

　ジナの放った一言は、生徒達の心を打ち砕くだいた。
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「ちょっと待てぇええぇぇええ！」

　悲鳴のような叫さけび声を上げながら、エルニアが闘とう技ぎ台に飛び上がる。そのままの勢いで中央に駆かけ付けると、レインを押し倒たおし、わなわなと震ふるえる指先をジナに突つき出した。

「貴様。先刻はレイン・エルハルトを誘ゆう惑わくするつもりはないと言っていただろう！　あの言葉は偽いつわりだったのか？　ジナ・レームライト！」

「え？　私、誘惑してません。婿にする、と言っただけです」

「同じだろう！」

「同じ、でしょうか？」

「ええい、話にならん！　一体、何が目的なのだ、ジナ・レームライト!?」

「私の目的、ですか？」

「そうだ！」

　エルニアが親の仇かたきでも見るような剣けん吞のんとした眼差しで、ジナを牽けん制せいする。一方、そんなエルニアの眼差しを涼すずしい顔で受け止めたジナは、落ち着いた口調で答えた。

「私の目的は二つ、です。一つは、今までさげすまれ続けてきたスライムの紋もん章しよう、我が一族の名声を得ること。もう一つは、私の逆印を受け入れてくれる、伴はん侶りよを見つけること、です」

「なにっ！」

　白い歯が露あらわになるほど歯を食いしばったエルニアは、前まえ髪がみが触ふれんばかりにジナへと詰つめ寄った。

「伴侶探しだと!?」

「はい。私達スライムトレーナーは慢まん性せい的な、伴侶不足です。逆印ならば、なおのこと」

「それは──百歩譲ゆずって納なつ得とくしよう。だが、なぜこの男なのだ？」

　先ほど押し倒されたまま転がっているレインを指差しながら、エルニアが理解できないとばかりにジナに詰きつ問もんする。

　するとジナは、まるでそれが大切な宝物であるかのように、逆印のスライムが刻まれた手を胸に当てて、そっと逆の手を重ねた。

「私、決めてたんです。伴侶を見つけるなら、同じスライムトレーナーがいいって。同じスライムトレーナーで、それでも笑っていられる人がいいって。でも、今までいろんな学校を転校して、いろんなスライムトレーナーに会ってきたけど、みんな自分の紋章を憎にくんでました。私の逆印を軽蔑しました。でも、彼は違ちがいました。それで、それで十分です」

　すっとその栗くり色いろの双そう眸ぼうを持ち上げたジナが、エルニアの煉れん瓦が色の双眸をまっすぐに射い貫ぬく。その眼めに込こめられた熱に、エルニアが思わず気け圧おされた。

　恋こいする乙女おとめにスライムの紋章も、ドラゴンの紋章も関係ない。

「もう一度言い、ます。誓ちかい、ます。彼を、私の婿にします」

　まっすぐに撃うち出された言葉が、エルニアを貫つらぬく。

　反論のしようのない強い意志。強い言葉。それは、ジナが今まで培つちかってきた、スライムトレーナーとしての想おもいを乗せた言葉。最近まで、恋れん愛あいなど、ましてや生しよう涯がいの伴侶などまったく考えていなかったエルニアにとって、それは到とう底てい太た刀ち打うちできるものではなかった。

　エルニアが何とか反論しようにも、唇くちびるの隙すき間まから漏もれるのは「あ～」「うぅぅ」という言葉にならない声ばかり。二の句が継げず赤面したエルニアは、助けを求めるようにその双眸をレインへと向けた。

「レイン・エルハルト。お、お前からも何か言ってやれ！」

　喉のどから絞しぼり出すように叫びながら、エルニアが押し倒されたまま呆けていたレインに覆おおい被かぶさり、両りよう襟えりを摑つかんで激しくその身体からだを揺ゆする。

　だが、首をがくがくと揺さぶられてようやく我に返ったレインの放った一言は、エルニアをさらなる混こん沌とんへと突き落とした。

「エルニア。どうしよ、俺……告白された」

「ああああああああああぁぁぁぁぁぁ!?」

　自分自身に訊たずねるように呟いたレインに、エルニアがまるでこの世の全すべてに裏切られたかのように絶ぜつ叫きようする。

「貴様ぁぁあぁあ！　何を乙女のように顔を赤らめておるのだ！　レイン・エルハルト！」

「誰が乙女だ！　しょうがねぇだろ！　俺、告白されたのなんて初めてなんだぞ！」

「馬ば鹿かを言え。私が先に告白していただろうが！　忘れたとは言わせんぞ！」

「お前のは告白じゃなくて脅きよう迫はくだろうが！」

「貴様、言うに事を欠いて……。私の一世一代の告白を何だと思っているのだ！」

「ちょっとま……。首、締しまってる。締まってる！」

　ぎりぎりと襟を締め上げるエルニアに、レインがもみ合いになりながらその手を引き剝はがす。だが、無理やり引き剝がしたのが悪かった。バランスを崩くずしたエルニアがレインの方に倒れ込み、その身体を押し倒す。ゴンッと鈍にぶい音を立てて、レインの後頭部が石いし畳だたみを強打した。

「うごぉおおおおお！　お、お前。俺を殺す気かよ!?」

「乙女の純情を弄もてあそんだのだ。当然の報むくいだろう！」

「あの……、お取り込み中すみません」

「「なんだ！」」

　上から遠えん慮りよがちに降ってきた声に、レインとエルニアが揃そろってその顔を持ち上げる。

　二人の視線を受け止めたジナは、むぅっと不服そうに頰ほおを膨ふくらませながら、抑よく揚ようのない声で言った。

「私の婿を、公衆の面前で押し倒すのはやめていただけますか？」

「ぇ……あ……ああぁっ！」

　ジナの言葉の意味を理解したエルニアが、今度は甲かん高だかい声で悲鳴を上げる。

　エルニアは、レインの身体に馬乗りになっていた。しかも、もみ合いになったおかげでお互たがい制服はめちゃくちゃ。レインの襟は大きくはだけ、エルニアもスカートがまくり上がっている。事情を知らぬ者が見れば、エルニアがレインを襲おそっているように見えても仕方がないありさまだ。

　ボッという音が聞こえそうなほど顔を赤らめたエルニアが、慌ててレインから跳とび退のく。

　レインもその後を追うように痛む腰こしを擦さすりながら立ち上がると、スッと白い手が眼の前に伸のびてきた。

「お返事、聞かせてもらえますか？」

　ジナが、まっすぐにレインを見み詰つめながら返事を待つ。

　レインはしばし差し出された手を見詰めると、ゆっくりと持ち上げた右手で、悩なやむように自分の頰を搔かいた。

「いや……。その、悪い」

「ダメ、なんですか？」

　歯切れの悪いレインの返事に、ジナが悲しそうに俯うつむく。

　そんなジナとは対照的に、エルニアはまるで母親を見つけた迷子のように喜んだ。

「ほ、ほれ見ろ！　やはり此こ奴やつは、私のことを好いているのだ。そうだろ、レイン・エルハルト！」

「いや、それは断固として否定する」

「なぜだ！」

　きっぱりと宣言するレインに、エルニアの顔が再び曇くもる。

　そんなエルニアの隣となりから身を乗り出したジナは、納得できないとばかりにレインに詰め寄った。

「なぜ、ですか？」

　唇を尖とがらせて訊ねるジナに、冷静さを取り戻もどしたレインは苦く笑しようしながら頭を搔いた。

「最近巷ちまたじゃスライムトレーナーに告白する冗じよう談だんでも流は行やってるんだろ。そうなんだろ？」

「え、あ……、え？」

　レインの言葉が理解できず、ジナがなんども半分ほど閉じた瞼まぶたで瞬まばたきする。

　そんなジナに、レインはにっこりと微笑ほほえみながら、自分には関係ないとばかりに答えた。

「悪い。そういう冗談は、別のところでやってくれ」

「じょ、冗談!?」

「……何を言っているのだ、レイン・エルハルト？」

　放たれた言葉に、ジナだけではなくエルニアも眼を丸くする。

　そんな二人の反応すら、レインは冗談だと受け取った。

「それより、さっさともう一戦するぞ。今度は負けねぇからな！　ほら、ペムペム行くぞ！」

「ぴ、ぴぎ？」

　ぶんぶんっと肩かたを回しながら、レインがペムペムを呼び付ける。その足は完全にジナとエルニアから離はなれ、闘技台の開始位置に戻っていた。

　そんなレインに、闘技台を取り囲んでいた生徒達が「なんだ、冗談か」と同調する。

　それもそうだろう。

　容よう姿し端たん麗れいなドラゴントレーナーと純情可か憐れんなスライムトレーナー。

　そんな二人に告白されるという奇き跡せきより、告白が冗談という勘かん違ちがいの方が遥はるかに、そして圧あつ倒とう的に現実的なのだ。レインにとって、スライムトレーナーが恋愛の対象になるなど、スライムがドラゴンに勝利することよりもありえないことだった。

　だが、ジナとエルニアはもちろん本気だ。

　冗談で済まされては堪たまったものではない！

「ちょっと待て、レイン・エルハルト！　キール、その馬鹿を止めろ！」

（鈍どん感かん馬ば鹿かだと思ってはいたが、まさかここまでとは……）

「待って、レイン！　ルル、お願い！」

「きゅ、きゅぴ！」

「な、なんだよ。お前ら？」

　主あるじの命を受けて、キールとルルがレインの前に立ちふさがる。迷めい惑わくそうな顔をして振ふり返るレインだったが、その顔は目の前の光景にすぐさま引き攣つった。
















「いきなり呼び捨てとは、馴なれ馴なれしいのではないか。ジナ・レームライト。淑しゆく女じよとは、もっと慎つつましいものだぞ」

「私の婿むこを何と呼ぼうと、私の、勝手」

　エルニアとジナが、至し近きん距きよ離りで睨にらみ合う。鬼おに族ぞくすら逃にげ出しそうな二人の剣けん幕まくに、周囲の空気がピンと張り詰めた。その光景はまるで天敵同士の縄なわ張ばり争いだ。吹ふき荒あれる殺気が渦うずを巻き、朱しゆと銀の髪かみを揺らす。

　エルニアは我が慢まんの限界とばかりに、大きく腕うでを横よこ薙なぎにすると、石畳を踏ふみ抜ぬかんばかりにその足を踏み鳴らした。

「決けつ闘とうだっ。ジナ・レームライト！　あの馬鹿を賭かけて、貴様に勝負を申し込む！」

　煉瓦色の双眸を闘とう志しに燃やし、エルニアが灼しやく熱ねつの熱気を孕はらんだ宣戦布告を宣言する。

　断る理由は、なかった。

「受けて、立ちます」

　差し出された決闘状にジナがすぐさまサインする。

　その時、二人の間の空間がまるで水に絵の具を零こぼしたかのようにグニャと歪ゆがみ始めた。

「なっ！」

「なに？」

　突とつ如じよとして現れた空間の歪みに、エルニアとジナが申し合わせたかのように飛び退く。二人の勝負に文字通り割って入った歪みは徐じよ々じよにその範はん囲いを広げたかと思うと、今度は目映まばゆい閃せん光こうを放ち始めた。朝日よりも眩まぶしいその閃光はあっという間に生徒達の視界を奪うばい、空間の歪みを覆い隠かくす。

「派手過ぎよ。ファルド」

　閃光の中心から洩もれた呆あきれるような声に、

「あっははははははー！　諸君、久しぶりだな！　みんなのアイドル！　みんなの頼たよれるお兄さん！　エンジェルトレーナー。ファルド・グランサンダー君の登場だあぁぁぁぁ！」

　閃光を割るような痛々しい声が重なった。

　闘とう技ぎ台に木こ霊だまする声に搔き消されるように、閃光がその輝かがやきを引いてゆく。

　まばゆい光の中、二人の学生が生徒達の前に姿を現した。

　学年ランキング１位にして入学以来無敗のエンジェルトレーナー、ファルド。

　学年ランキング２位にしてあらゆるモンスターを大地に跪ひざまずかせたデビルトレーナー、ミストリア。

　遠えん征せいに出ていたはずの二人の突とつ然ぜんの登場に、生徒達が言葉を失う。それもそうだろう、彼らが聞かされていた二人の帰校時期はあと半月も先なのだから。

　事態が飲み込めない生徒達に、ただ一人異常にテンションの高いファルドが「どうしたんだよ」と声を上げる。

「おいおいおいおいおい、諸君！　いくら待ち焦こがれたファルド様が帰ってきたからって、ノーリアクションはひどいんじゃないか？　あ！　さては、これは僕の帰校を祝ってのサプライズの伏ふく線せんなのか！　そうだろ！　なるほど～、だから教室にいないでみんなでこんなところにいるんだな。そうだろ、そうだろ、そうなんだろ!!」

　ファルドが腕を組みながらうんうんと首を縦に振る。甚はなはだしい勘違いだが、生徒達がそれを指し摘てきする気にもならなかった。エルニアを超こえると言っても過言ではない超ちよう自信家のファルドに、何を言っても無む駄だだ。むしろ余計な被ひ害がいを被こうむらんまいと、生徒達はそそくさとその目線を彼から外し、身を引いている。

　あからさまにファルドを敬遠する生徒達。だが、当の本人はそんなクラスメイトの邪じや険けんなどものともせず、まるで定められた台本をなぞるかのように颯さつ爽そうとある女子のもとへ歩き始めた。

　顔中に渋じゆう面めんを浮うかべた、エルニアのもとへと。

「やぁ、エルニア嬢じよう。今日も、君の髪は薔ば薇らのように美しい。どうだい？　この後一いつ緒しよにランチでも」

　貴婦人なら卒そつ倒とうしそうな微笑を浮かべ、ファルドがエルニアにその手を差し出す。

　エルニアは寒気でもするように身み震ぶるいすると、嫌けん悪お感を露わに差し出された手を弾はじいた。

「この不ふ埒らち者ものが！　毎度毎度歯の浮くようなセリフを吐はきよって！　私の半径１メートル以内に近づくなと言ったのを忘れたかっ！」

「ふふ。僕と君の前には、そんな距きよ離りなど無に等しいと言ったはずだよ。かわいいかわいい僕の子こ猫ねこちゃん」

　再び手を差し出しながらウインクをしたファルドに、エルニアが頰を引き攣らせて震え上がる。背筋を這はい上がる悪お寒かんに、エルニアの我慢は限界という壁かべをあっという間に飛び越こえた。

「キール！　【ブレスススパイラル】」

（うむ、任せろ）

　エルニアの指示を待っていたかのように、キールが重々しく頷うなずき、その口こう腔こうに溜めていた炎ほのおを吐き出す。螺ら旋せん状に渦うず巻まく怒いかりの業ごう火かに、ファルドは「おとととと」とおちゃらけた態度でも地を蹴けると、エルニアの側から跳び退のいた。

「ふっふ、素す直なおじゃないな。まぁ、そういうところが可愛かわいいんだけどねぇ～ン」

「貴様！　一度死ね！」

　怒りのままに吐き捨てながら、エルニアが次の攻こう撃げきを仕し掛かけようとファルドを睨みつける。だが、ファルドはひらりと制服を靡なびかせると、すでにエルニアのもとを離れ別の女子に迫せまっていた。

　エルニアに負けず劣おとらぬ美少女と称しようするに何の差し支えもない、アリカのもとへと。

「ア～リ～カ～ちゅああああン。僕がいなくてさびしかっただろぉおおー！」

「ひぃう！　ファ、ファルド君」

　まるで田舎いなかに置いてきた妹を迎むかえに行くようなテンションで駆かけ寄ってきたファルドに、アリカが怯おびえるようにその身を縮込ませる。だが、そんなことファルドはお構いなしだ。いやむしろ、怯えるアリカに庇ひ護ご欲よくを搔かき立てられたのか、ファルドの駆け寄る速度が一気に加速した。

「寒いのかいアリカちゅあん。それなら僕の胸で温めてあげ──おわあぁぁあっと！」

　悲鳴を上げたファルドが、慌あわてて急停止してその身を翻ひるがえす。その服の裾すそは右半分が凍こおり付き、もう半分は電でん撃げきを浴びて焦げ付いていた。

「ちょっと、危ないじゃないか！」

　ファルドが子供のように頰ほおを膨ふくらませながら、自分に攻撃した相手を睨みつける。

　身を竦すくませるアリカとファルドの間には、アリカの番犬その１その２、忠ちゆう狼ろうレオンと幼おさな馴な染じみガゼットが立ちはだかっていた。グルルルルっと、口の端はしから冷気の残ざん滓しを漏もらすレオンが低く唸うなり、主あるじを怯えさせた元げん凶きようを睨みつける。その横では、ファルドに向けて両手を突つき出したピックを肩に乗せたガゼットが、眼鏡めがねに剣けん吞のんな光を湛たたえながらにこやかな笑みを浮かべていた。

「ファルド。確か前に言ったよね。アリカの半径10メートル以内に近づいたら、感電させた上で二度と動けないように氷こおり漬づけにする、って」

「違うぞ。マスター。感電死させた上で凍とう死しさせるのだ」

　先ほどよりも強力な雷かみなりをその手に溜めるピックが、怒りに満ち満ちた双そう眸ぼうをファルドに定める。ピックにとってアリカの作るお菓か子し以上に守るべき正義はない。

　鬼き気き迫せまる一人と二匹ひきのガーディアンに、ファルドは「やれやれ邪じや魔まが入ったか」と肩をすくめながら次なる獲え物ものを選別する。

　そんなファルドに、ミストリアはその整った眉まゆを不ふ愉ゆ快かいそうに吊つり上げると、僅わずかに顎あごを持ち上げながら虚こ空くうに向かって叫さけんだ。

「ジャンブルウ！」

　ハイスキーな声が虚空を貫つらぬく。次の瞬しゆん間かん、ミストリアが見み詰つめる先の空間が、まるで不細工な粘ねん土ど細工のようにグニャリと歪み、その歪みの奥から禍まが々まがしいオーラを纏まとったモンスターが闘技台に飛び降りた。

　受け止めたものの重さに、闘技台の石畳がひび割れる。

　２メートルほどの巨きよ体たいに、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした野太い四し肢し。額の両側から捩ねじれた太い角が突き出し、背中には恐きよう怖ふを具現化したような漆しつ黒こくの翼つばさ。狼おおかみのように突き出した口に、鮮せん血けつを溶とかしたようなクリムゾンの双眸。その全身に漆黒の鎖くさりを纏ったその姿は、まさにこの世の天災、禍々しき災さい厄やくと呼ぶにふさわしい。

　ミストリアの契けい約やくモンスター、束そく縛ばくと解放を司つかさどる悪あく魔まジャンブルウ。

　現れただけで周囲の気温を数度引き下げた壮そう絶ぜつなその悪魔は、ニヤリと口くち端はしを歪めると、荒あら々あらしさと欲望と、それ以上に自尊心に満ちた双眸をミストリアへと傾かたむけた。

「呼んだか、我がロードよ」

　ジャンブルウの声に小さく頷いたミストリアは、自じ粛しゆくという言葉を知らない馬ば鹿か者ものに向けてその悪魔の紋もん章しようが刻まれた腕を突き出した。

「あの馬鹿を止めなさい。【バロンチェーン】！」

「よかろう」

　ミストリアの指示に、ジャンブルが鎖の巻きついた腕を大きく振るう。腕を絡からめていた鎖が解けて、筋肉の筋が浮かぶ黒々しい肌はだが露わになる。

　呪じゆ縛ばくから解き放たれた漆黒の鎖は、まるでそのものが意思を持つかのように空中でうねると、顔を青くしたファルドへ飛びかかった。

「んっなぁ！　ちょっと待て、ミーア」

「その名で私を呼ぶなぁー！」

　普ふ段だんは冷静な相そう貌ぼうを怒りに染め上げ、ミストリアが大きく腕を横薙ぎにする。そんなミストリアの怒りに応こたえるように、空中を疾しつ駆くした鎖は慌てふためくファルドを捉とらえると、その身体からだをきつく縛しばりあげた。

「あだだだだだ。キツイキツイキツイ。大事なところが締しまってる！」

「ジャンブルウ。あの五う月る蠅さい口も閉じさせて」

「ふふ、任せろ。束縛こそ吾わが輩はいの冠かんむり名めいだ」

「あ、ちょっと。ジャンブルウ、まっ──ふひょふぁががが」

　口にまで鎖を巻きつけられたファルドが遂ついに倒たおれ込み、蓑みの虫むしのようにごろりと闘技台の上で横になる。

　ようやく大人しくなったファルドにミストリアは疲つかれた溜ため息いきを漏らすと、未いまだに意外そうな表情を浮かべる生徒達を一いち瞥べつし、デバン先生に訊たずねた。

「デバン先生。私達の帰校のこと、話してなかったんですか？」

「いや、ちゃんと話したぞ」

「帰校が早まったことは？」

「ああ、そりゃ忘れてた」

　悪びれもせず答えるデバン先生に、ミストリアが頭痛でもするようにこめかみを押さえる。そんな彼女に、先生はやはり悪びれもせず、むしろいたずらが成功した子供のように笑いながら続けた。

「だってしょうがないだろ。お前達の帰校と転校生じゃ、明らかに転校生の方が注目株だからな」

「転校生ですか？」

「ああ。今お前達の横でびっくりしてる子な」

　ひょいっと指先を持ち上げるデバン先生に、ミストリアとファルドが視線を隣となりに向ける。

　二人がルルを抱だきかかえるジナに眼めを留めた、次の瞬間。

　ファルドの喉のどから、絶ぜつ叫きようにも似た歓かん声せいが迸ほとばしった。

「ふぉががああぁぁああっぁあ！」

　モンスターにも匹ひつ敵てきする咆ほう哮こうに、生徒達が驚おどろきビクッと身体を震ふるわせる。だが、驚くのはまだ早い。ファルドは全身のバネでその身体を跳はね起こすと、全身に巻きついた鎖を力まかせに引き千ち切ぎった。

　その光景を見て、ミストリアが厳しい視線をパートナーへ飛ばす。

「ジャンブルウ。ちゃんと束縛しないと、冠名が泣くわよ」

　責めるような視線を送るミストリアに、ジャンブルウは砕くだけた漆黒の鎖を呼び戻もどし、瞬またたく間に元の一本の鎖に復元しながら、それこそ悪魔のような笑えみを浮かべて答えた。

「なるほど。吾輩のロードは気のある男を束縛するのが趣しゆ味みだとみえる」

「ちょっと、貴方あなた！　何を馬鹿なことを言ってるの！」

　大おお慌あわてで眼を見開いたミストリアが、今のジャンブルウの声を聞いた者がいないか、慌てて周囲に視線を走らせる。だが、幸いなことに、生徒達の視線はあるバカに集中していた。

　歓かん喜きに打ち拉ひしがれたように、ジナに駆け寄ったファルドが膝ひざを突く。そして、恭うやうやしく頭を下げた彼は、万ばん感かんの思いを抱いだくように胸に片手を上げると、まるで姫ひめに忠誠を誓ちかう騎き士しのように確固たる意志で宣言した。

「ああ、あなたに気が付かなかった自分が憎にくい。銀天のような美しくも鮮せん烈れつな髪かみの女め神がみよ。今ここに、ファルド・グランサンダーが誓う。我が翼はあなたの楯たてに、我が光はあなたの希望に。我が生しよう涯がいの全すべてをあなたに捧ささげよう。だから、だから僕の、僕だけの姫になってくれ！」

「えっと、あの……」

　冗じよう談だんのような言葉を本気で口にするファルドに、ジナが困こん惑わくした表情を浮うかべながら、助けを求めるように辺りを見み渡わたす。だが、彼女の視線を受け止めた生徒達は、同情を禁じ得ないように一様に肩かたを竦めるばかりだ。助けられない、というよりは関かかわりたくないという雰ふん囲い気きを全力で主張している。

　どう対応したものかと困るジナを助けたのは、期待に藍あい色いろの双眸を輝かがやかせるファルドを後ろから引き倒したミストリアだった。

「ああ、気にしないで。これ、病気だから」

「病気？」

「そう。この馬鹿は、女の子を見ると片かたっ端ぱしからコレをやるのよ。おかげで、遠えん征せい先の学校にどれだけドヤされたか」

　振り回された日々を思い出したのか苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような表情を浮かべるミストリアに、颯さつ爽そうと立ち上がったファルドは猛もう然ぜんと抗こう議ぎした。

「その言い方はとても失礼だぞ。ミーア。それでは、僕がまるで色しき魔まのようではないか」

「そう言ったつもりだけど」

　さらりと答えたミストリアに、今度はファルドが苦い顔をする。

　だが、彼はすぐにまた精せい悍かんな面おも持もちを取り戻すと、まるで老年の紳しん士しのような柔やわらかい仕草で、すっとジナにその手を差し出した。

「さて、少々誤解が生じたかもしれないが、僕は本気だ。僕の気持ち、受け取ってくれないか？」

　一言一言に意志を込こめたファルドの告白に、ジナはまるで台詞せりふを読み上げるように淡たん々たんと答えた。

「すみません、お断りします。私の伴はん侶りよは、もう決まっています」

「なんだと!?　誰だれだ、それは？」

「彼、です」

　ジナが、その細い指先をゆっくりと持ち上げる。彼女が指さしたのはもちろん、面めん倒どうくさいファルドに巻き込まれまいと遠巻きに避ひ難なんしていたレインだった。

　ファルドは信じられないとばかりにその双眸を見開くと、脇わき目めも振らずレインに駆け寄り、その両りよう肩かたを摑つかんだ。

「レ、レイン。どういうことだ!?　何でお前が転校生とお近づきになっているんだ？」

「いや、俺も知らねぇから！」

「知らないだと！　お前は、何も知らないで女子と婚こん約やくまで結んでいるのか？　なんて、なんてうらやましい男なのだ？　僕がどれだけ女子に好かれるために努力してきたと思っているのだ！　一日三十回も鏡を見て、一日五十回も髪を整えているんだぞ！」

「いや、それこそ知らねぇし！」

「認めん！　僕は認めんぞ！」

　ファルドがレインの両肩を突き飛ばし、声高らかに宣言する。

「レイン・エルハルト、勝負だ！　この僕と、あの女め神がみを賭けて勝負しろ！」

「はぁ？　お前、何言ってんだ？」

　つい先ほど、どこかで聞いたことのあるようなセリフを口走るファルドに、レインが眉み間けんに皺しわを寄せながら脱だつ力りよくする。だが、ファルドはそんなレインにお構いなしに、もはや臨戦態勢に入っていた。その掌てのひらに刻まれた天使の紋章を神こう々ごうしく輝かせ、ファルドが天に向かって吼ほえる。

「馳はせよ！　天界を駆かけし疾しつ風ぷうの天使。出いでよ！　百の楯、千の剣けん、万の矢を携たずさえし天てん牙がの騎士。エルデミオール！」

　ファルドの声に、突とつ如じよ天から一条の光が降り注ぐ。まるで光の滝たきのように降り注いだ光線の中から現れたのは、八枚の白き翼と十と七の天輪を従えた天の騎士だった。純白の甲かつ冑ちゆうが金管楽器の五重奏のような尊厳のある音を響ひびかせ、辺りに耳を魅み了りようする音ね色いろが響く。

　その神と見み間ま違ちがうほどの圧力に、生徒達が思わず身を引き、彼らのパートナーも戦々恐きよう々きようとしてその身体を震ふるわせる。

　鈴すずの音のような凜りんとした音を立てて、エルデミオールがその腰こしに携えた剣を引き抜ぬき、すっとその切っ先をレインに向ける。大山すら貫つらぬきそうな金色の剣。ただそれだけで、圧あつ倒とう的な威い圧あつ感が突とつ風ぷうとなり、レインの髪の毛をかき乱した。肩に乗っていたペムペムは、その威圧の風に攫さらわれまいと必死にしがみつく。

　そこに現れただけで、その場の空気を一変させた天騎士を召しよう喚かんしたファルドは、まるで宿敵を見るかのようにレインを睨にらみ付けながら、迷いなく宣言した。

「もう一度言う。勝負だ、レイン・エルハルト」

　言葉を剣に変え、ファルドがレインに勝負を申し込む。

　ふざけてはいても、その実力は誰もが認める学年１位。そして、学園十じゆつ傑けつに名を連ねる強きよう者しや。勝負となれば、レインが対たい峙じした風のドラゴンすら凌しのぐ威圧感は本物中の本物。

　向き合うレインの唇くちびるが、恐怖とも歓喜とも言えない弧こを描えがく。

　まさか、こんなにも……

　こんなにも早く彼らと立ち合える機会が来るとは思わなかった。

「ああ、いいぜ」

　自分を取り巻く状じよう況きようなど忘れ去り、レインが内なる闘とう志しを燃え上がらせる。連戦を全く苦にしないほどの気き迫はく。それは、彼の肩に乗るペムペムも同じだ。そもそも、このくらいの連戦でへばるようなトレーニングはしていない。

　レインとファルド。二人の闘志が渦うずを巻き、天上に逆巻く。

「お前ら、下がってろ。巻き添ぞえ食うぞ！」

「僕の可愛かわいい子こ猫ねこちゃん達。危ないから、ちょっと離はなれててくれるかな」

　すでに話し合うという解決策はなかった。湧わき上がる闘志にまともな思考など彼方かなたへと吹ふき飛ばしたレインとファルドが、未いまだ台上で二人のことを見守っていたエルニア達に避難を促うながす。エルニア達も燃え上がった二人の勝負に水を差そうとは思わなかった。小さく頷うなずき合い、静かに、そして素す早ばやく闘とう技ぎ台の端はしへと駆け寄る。

　だが、ガゼットやアリカが次々に闘技台から飛び降りる中、エルニアだけはその足を唐とう突とつに止め、神しん妙みような面おも持もちで振り返った。

「無茶を……するなよ。レイン・エルハルト」

　珍めずらしく弱気な言葉を漏もらしたエルニアは、自分を納なつ得とくさせるように唇を嚙みしめると、キールと共に闘技台から飛び降りた。残されたのは立ち合う二人の魔獣錬磨師モンスタートレーナーと、彼らが何者よりも信しん頼らいを寄せるモンスター達のみ。

　見守る生徒達の顔は、ある種の諦あきらめに満ちていた。レインの戦う相手は、先ほどのジナとはわけが違う。

　神に匹敵すると名高き天騎士エルデミオール、そして、

「逃にげなかったことだけは褒ほめよう。レイン、スライム君」

　まさに十年に一人、稀き代だいの魔獣錬磨師モンスタートレーナーと呼び称たたえられるエンジェルトレーナー、ファルド・グランサンダー。

　天使と天才。

　彼らの前に、レインとペムペムなど風に舞まう木の葉と同じほどに瑣さ末まつな存在だった。

「僕はここに予言する。５秒だ。５秒でレイン、君を完かん膚ぷなきまでに叩たたき潰つぶす」

　天使の紋もん章しようが刻まれた掌をレインに掲かかげながら、天才が宣言する。その予言を実現するだけの力が、彼にはあった。与あたえられた才能の差。天より授さずかった絶対なる幸運。そして、最強の天使に認められるほどの器うつわ。対峙するレインの眼めには、ファルドの姿が、現生徒会長であるエルニアの姉、ゴッドトレーナーのアリエル・Ｆ・ミレーネブルクと重なった。

　そんな遥はるかなる強敵を前に、レインは全身を戦せん慄りつさせながら、その頰ほおだけは楽しそうに緩ゆるめ、肩に乗り、同じく強敵を前にするペムペムに語りかけた。

「ペムペム、恐こわいか？」

「ぴ、ぎ……」

「んじゃ、諦めるか？」

「ぴぎぃっ！」

　レインの意地悪な質問に、ペムペムは身体からだを大きく左右に振りながら飛び跳ねる。

　そんなペムペムに、レインは「だよな」と力強い笑えみを浮かべると、全身から迸ほとばしる闘志をファルドの天使の紋章と同じく天運により授かったスライムの紋章に叩きこんだ。再び【契約の絆】が発動し、レインとペムペムの命が一つになる。

　ファルドは腕うでを組んだまま、【契約の絆】を発動させる素そ振ぶりを見せない。

　舐なめられている。そんなことは分かってる。

　だが、レインは引き下がるわけには、諦めるわけにはいかなかった。

　ペムペムが諦めてないのに、レインが諦めていいはずがない！

　レインが青白く、そして力強く輝くスライムの紋章を握にぎりしめて、声高らかに叫さけぶ。

「スライムトレーナー、レイン・エルハルト。そのパートナー、ペムペム」

「エンジェルトレーナー、ファルド・グランサンダー。そのパートナー、エルデミオール」

「「己おのが紋章と、パートナーの名に懸かけて。勝負！」」

　戦いの火ぶたが落ちると同時に、レインとペムペムがすぐさま攻こう撃げきの体勢を整えた。

「ペムペム。【体当たり】！」

「ぴぎぃ！」

　レインの意気に、その肩から飛び降りたペムペムが声高らかに応こたえる。

　だが、レイン達はすぐさま攻撃を中止せざるを得なかった。

「エルデミオール。【グランドクロス】」

　厳おごそかに、ファルドが攻撃を指揮する。その声に従い、エルデミオールは引き抜いたままだった黄金の剣を天高く振ふり上げた。その背に背負った八枚の翼つばさのうち、最上段の二枚が金色に輝き、その光に導かれるように、十と七の天輪のうちの七枚がエルデミオールの背後で巨きよ大だいな十じゆう字じ架かの形に整列した。

　エルデミオールが裁判官の持つ槌つちの代わりに、掲げた剣を振り落とす。その瞬しゆん間かん、整列していた七つの天輪の中央から、四本の剣と二本の槍やり、そして一本の大鎚が現れ、レインとペムペムへと降り注いだ。

　その光の奔ほん流りゆうの如ごとき怒ど濤とうの攻撃に、レインは突つき出していた手を引き戻もどしながら叫んだ。

「ペムペム！　避よけろおおおぉぉおぉーっ！」

「ぴぎぃいいいいいいぃいいいいっ！」

　飛び出しかけていたペムペムが、そのありったけの闘志を全すべて避けることだけに集中する。それは、レインも同様だ。ペムペムから還かん元げんされた危機察知能力、そして逃げ足の力をフルに引き出し、レインが飛来する武器の軌き道どうを見み極きわめる。

　大気を割って迫せまる黄金の切っ先を、レインが辛かろうじて身を捻って回かい避ひする。切っ先は、レインの頰を数ミリ切り裂さき地面を叩き割った。背中で爆はぜ割れた衝しよう撃げきが、見えない衝撃となってレインの全身を殴おう打だする。第二波。降り注ぐ三さん又さの槍。衝撃に囚とらわれたレインの動きが止まる。わき腹に突き抜ける、身体に染み込んだ衝撃。大地を穿うがつ勢いで降り注いだ筒つつ槍やりと短刀の間をすり抜けたペムペムが、レインの身体を弾はじき飛ばす。

　閃せん光こうが全ての視界を奪うばった。

　三又の槍、筒槍、短刀。理り不ふ尽じんに降り注いだ三つの光に、闘技台が爆ぜ割れる。

　色しき彩さいを取り戻す景色。足あし下もとが崩くずれる中、横よこ殴なぐりの長刀なぎなたがレインとペムペムを襲おそった。

　金色の軌き跡せきが大気を両断する。自ら体勢を崩したレインの鼻先を掠かすめた長刀は、地面に突き刺ささっていた三又槍と筒槍の柄えを軽々と刈かり取った。切り取られた二本の槍の柄が傾かたむく。だが、その柄は地面に落ちることなく、袈け裟さ掛けに振り落とされた大剣の太た刀ち筋すじのあまりの鋭するどさに、空中で再び両断された。二本の柄を切り裂いたにもかかわらず、大剣はその速度を緩めることもなく、背中から倒たおれ込んだレインに牙を剝むく。

　振り落とされた刃やいばに、レインは倒れ込む流れに逆らわず思いっ切り地面を蹴けった。レインの爪つま先さきが半円を描く。だが、まだ大剣の射程圏けん内ないから逃のがれられていない。

　再び、レインの背中を衝撃が駆け抜けた。レインに向かって飛び跳はねたペムペムがレインを突き飛ばす。だが、今度はペムペムの方が逃げ遅おくれた。斬ザンという音と共に、黄金の大剣がペムペムを両断する。

　両断されたペムペムは一声も鳴けぬまま、まるで溶とけるかのようにその原形を崩した。

　切り裂かれたのはペムペムが生み出した分ぶん裂れつ体だ。

　息つく間もない攻撃を避けきったレインが、ここぞとばかりに体勢を立て直す。だが、まだ放たれた攻撃は残っていた。レインに暗い影かげが差す。見上げれば、直径１メートルはあろう大おお鎚つちがレイン目がけて叩き落とされていた。

「ちぃっ！　くっそ！　ペムペム。【体当たり】」

「ぴぎぃ！」

　分裂体を生み出した時に身を潜ひそめていたペムペムが、主あるじを再び危機から救おうと、砕くだけた石畳の隙すき間まから跳とび出す。ペムペムは一度の着地で可能な限り軟なん体たいの身体を撓たわめかせると、レイン目がけて降り注いだ大鎚に向かってその身体を打ち出した。ペムペムの小さな身体が、巨大な黄金の槌に激しく衝しよう突とつする。だが、大鎚の横っ腹を捉とらえたとはいえ、根本的な質量が違い過ぎた。勢いに負けたペムペムは大きく弾かれ、レインが歯を食いしばりながらその身を前方に投げ出し、大槌の影から脱だつ出しゆつする。

「ジャスト、５秒だ」

「なぁ……」

　レインはそれ以上の言葉を続けられなかった。

　金色の剣けんの切っ先が、無様に大地に這はいつくばったレインの額に押し付けられる。その向こうに見えたファルドの藍あい色いろの双そう眸ぼうに届く拳こぶしを、今のレインは持っていない。

「くっそ……」

　額を地面に叩きつけ、レインが悔くやしそうに呻うめく。どれほどの闘気を残していようとも、生せい殺さつ与よ奪だつの権利がファルドにある以上、レインの敗北は覆くつがえしようのない事実だ。

　戦い、圧あつ倒とうされ、そして敗れる。

　それが、スライムトレーナーにとって当たり前すぎる結果だった。




　　　　＊




　闘技台を叩き壊こわした金色の武具がその役目を終えたかのように光の粒りゆう子しに姿を変え、天上へと昇のぼってゆく。その地上から天へと続くエンジェルラダーを、天てん騎き士しが四方数キロにも響ひびく天上の旋せん律りつを奏でながら舞まい上がる。

　レインはうつ伏ぶせだった身体をゴロリと仰あお向むけに転がし、天に消えてゆく神こう々ごうしい騎士の背を見送りながら、自分のことを完膚なきまでに圧倒したエンジェルトレーナーに声を掛かけた。

「やっぱり、強つええな。完敗だわ」

「いやいや。僕の方こそ驚おどろいたよン。まさか、エルデミオールの攻撃をあそこまで避けちゃってくれるなんてさぁ。君達、一体普ふ段だんどんなトレーニングを積んでるンだい？」

　本気で感心するファルドに、レインは苦く笑しようしながら小さく肩かたを揺ゆすった。

「フツーにトレーニングしてるだけだよ。つーか、負けた奴やつのこと褒めてる暇ひまがあるなら、お前、何かやることがあったん──」

「そぉおおおおおおだったぁああ！　君を褒めてる場合じゃなかったんだン！　僕の可愛かわいい子猫ちゃんに、僕が褒めてもらわないでどうするんだ！　ありがとう、レイン。君のおかげで、大切なことを思い出した。まっててぇねぇ～ン。僕の心を射止めた銀ぎん髪ぱつの女め神がみさま～ぁン」

「いや、女神か子猫か統一しろよ」

　レインの声になど耳を貸さず、さっと髪かみを整えたファルドがジナに向かって一目散に駆かけていく。

　その離はなれていく背中を見送りながら、レインは零こぼすように呟つぶやいた。

「はぁ～、くっそ。強つえぇ……」

　手も足も出ないとは、まさにこのことだ。レインとペムペムの努力を嘲あざ笑わらうかのような結末。圧あつ倒とう的な力量の差。モンスターの能力の差──と言えば簡単だが、問題はそんな簡単な話ではない。一見すれば力押しのような攻撃だったが、そんなものならばレインはもっと余よ裕ゆうを持って避けられたはずだ。

　無造作に見える一いち撃げき一撃に隠かくされた技わざのキレ。最後の一撃まで計算し尽つくされたタイミング。その一つ一つを間近で体験したレインだからこそ分かる。

　ファルドは紛まぎれもない天才で、エルデミオールは別次元とも言うべきモンスターだ。

　全てにおいてファルド達はレインとペムペムの上にいる。

　じわりと、レインの掌てのひらに汗あせが滲にじんだ、その時。

「ぴぎぃー。ぴぎぴぎっ！　ぴっぴぎぃーっ！」

「ん、わっぷ!?」

　ペムペムがその目から大おお粒つぶの涙なみだを零こぼしながら、レインの胸に飛び込んできた。制服がクシャクシャになることも気にせず、ペムペムが必死になってその小さな身体をレインにすり寄せる。

「おい、どうしたんだよ。ペムペム。こら、泣くな！　うわ、ヨダレ！　ヨダレ！」

「ぴぎゅぃ～。ぴぎぃぃぅ、ぴぎゅぅぃぅ」

「……たく、本当にどうしたんだよ？」

　ペムペムの号ごう泣きゆうの理由が分からず、レインがなすがままにされながら困こん惑わくする。そんなレインの疑問に答えたのは、ひび割れに注意しながら闘とう技ぎ台に上ってきたガゼットだった。

「ペムペムは、きっと君が死んじゃったのかと思ったんだよ」

「ガゼット!?　って俺が、死んだ？　なんで？」

　寝ね転ころんだまま小首を傾かしげるレインに、ガゼットは肩を竦すくめて苦笑しながら答えた。

「エルデミオールの最後の攻撃で、ペムペムは場外に吹ふっ飛とばされちゃったからね。そりゃ、潰つぶされたと思うでしょ。タイミングもバッチシだったしね」

「そ、そっか。わりぃーな、ペムペム。びっくりさせて」

「ぴぃぅぎぃ～」

　ペムペムが安心したように、レインの胸の上でその青い身体を弛し緩かんさせる。そんなペムペムにレインも思わず表情を崩していると、ガゼットが「そうそう」と笑いを嚙かみ殺すように肩を揺らしながら呟いた。

「レイン。謝る相手はペムペムだけじゃないよ？」

「へ？　なんでだ？」

　ガゼットの言っている意味が分からず、レインが身体からだを起こそうと身み動じろぎしながら聞き返す。だが、レインが身体を起こすよりも早く、慌あわただしい足音と共に、アリカとエルニアが彼女達のパートナーと共にレインのもとへ駆け寄ってきた。

「レイン君、だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「無事か！　レイン・エルハルト？」

「うわっ、ちょっ！　近い近い近い！」

　血相を変えて顔を寄せてくる二人の剣けん幕まくに、レインは若じやつ干かん気け圧おされながら、少し冗じよう談だんぽく笑って答えた。

「大丈夫だって。そんな心配すんなよ」

「心配するに決まっているだろう！　何な故ぜさっさと起き上がらんのだ！」

　エルニアが目め尻じりを吊つり上げ、額と額がぶつからんばかりに顔を寄せながら声を荒あらげる。

「いや、俺も起き上がりたいのはやまやまなんだけどよ。ちょっと、【契約の絆】使いすぎた。全然力が入んねぇんだわ」

　そんなエルニアに、レインはばつが悪そうに苦笑いを浮うかべながら答えた。

【契約の絆】はモンスターの能力を引き上げ、魔獣錬磨師モンスタートレーナーにモンスターの特性を付ふ与よする。だが、使いすぎれば今のレインのようにひどく疲ひ労ろうする諸もろ刃はの剣つるぎだ。レインは先ほどのジナとの戦いでも【契約の絆】を使っている。その上、エルデミオールの攻こう撃げきを避けるために、レインは全体力と精神力を注ぎ込んでいた。ガス欠になるのは、ある意味当然の結果だ。

「ふん、なるほど。まったく、驚かせおって。それならばそうと早く言え、この馬ば鹿か者ものが」

　レインの口から説明を聞いたエルニアが、口では罵ば倒とうしながらも安あん堵どの笑えみを浮かべる。ファルドとエルデミオールの実力は、ドラゴンの紋もん章しようを授さずかりながらも学年３位に甘んじるエルニアもよく知っていた。そうでなければ、自信の塊かたまりのようなエルニアが、決けつ闘とう前に、レインへ弱気な声せい援えんを送るはずがない。

　そんなファルド達と対たい峙じしながらも、なんとか勝負を終えたレインに、エルニアがようやく肩の力を抜ぬいた、その時。

「レイン君。ほっぺた！　血が出てるよ！」

　アリカの悲鳴が、その場に響き渡わたった。

「ん、ああ。そうか。そういえば一発目が掠ったんだったな。っん、いっつぁ」

　その声に導かれるように痛み出した頰ほおの傷に、レインが俄にわかに表情を歪ゆがめる。

　そんなレインに、アリカはオロオロと両手を口に当てながら慌て始めた。

「ど、どうしよう！　血が、血が！　レイン君、死んじゃうよ！　早く、早く早く保健室に行かないと！」

　レインの腕うでを取り、ペムペム以上に泣き始めたアリカに、ようやく落ち着き始めていたエルニアが再び憤ふん慨がいし始めた。

「何だと!?　こら、レイン・エルハルト！　貴様、無事と言ったではないか。私をおいて死ぬなんて許さんぞ！　おい、誰だれか。医者を、医者を！」

「ちょ、ちょっちょちょ。アリカ、慌てすぎだぞ。それとエルニア、また馬鹿なこと言ってんじゃねぇよ!?　かすり傷だろ、こんなもん。唾つばつけときゃ治るっての！」

　慌てふためく二人を、レインが必死になだめる。だが、実際に身体が動かない分、レインの説得には力がなかった。普段ならばもっと強く反論するレインを知っているだけに、アリカとエルニアの暴走が加速する。

「ええい、医者はまだか！　しょうがない。我々で処置をするぞ。まずは止血だ。キール、傷口を焼くぞ。準備しろ！」

（うむ、心得た。レインよ、覚かく悟ごはいいか？）

「いいわけあるか！　てか、何ちょっと楽しそうにしてんだよ！　おい、アリカ。エルニアとキールを止めてくれ！」

「そうだよ、待ってエルちゃん。そんなことしたら火傷やけどになっちゃうよ。大丈夫。傷はレオンが凍こおらせて止血するから。任せて！」

「ぐるぅ？」

「ちょっと待ったぁぁあ。それはそれでマズイってーの！　ちょ、ガゼット！」

「じゃあ、僕とピックは電でん撃げきで心臓マッサージかな」

「了りよう解かいだ。準備する、マスター」

「『かな』じゃねぇー！　こら、何を本当に準備してやがんだ！」

　悪ノリしながら袖そでを捲まくり上げるガゼットに、レインの声が震ふるえあがる。意地悪な主に触しよく発はつされたのか、袖の捲り上げられた腕に腰こし掛かけるピックは、何やら楽しげにその小さな両手をバチバチと放電させていた。

「お前らまで乗っかったら、誰がこいつら止めるんだよ！」

　歯止めが掛からなくなってきたガゼット達に、レインが本気で身の危険を感じ、頰を引き攣つらせる。ペムペムはペムペムで、暴走する三人のせいで本当にレインの容よう態だいが悪いと思い込んだのか、全員が処置をし易やすいようにせっせとその身体をレインの首筋に潜もぐり込ませて、わずかに主の身体を持ち上げていた。

「いや、ちょっと。マジで冗談とかその辺にしろよ」

「喋しやべるな。レイン！　死にたいのか！」

「喋らねぇと本当に殺されちまうだろうが！」

　レインがなんとか三人の手から逃のがれようと、必死に身体を揺すった、その時。

「ちょっと、どいて」

　抑よく揚ようがなく、それでいてしっかりと聞く者に響く声が、レイン達の耳を打った。

　４人が声の方へ一いつ斉せいに振ふり向く。そこには肩にルルを乗せるジナが、微かすかに吹く風に銀髪を靡なびかせながら立っていた。

「そんなに慌てる傷じゃない。よく、見る」

　抑揚のない声で呟くジナに、レインが安堵の表情を浮かべる。ようやく、まともな反応をしてくれる奴がいたらしい。

　だが、その考えがとんでもない間ま違ちがいだということを、レインはすぐに思い知らされた。

　突とつ然ぜん、ジナが表情も変えず、そっとその細い身をレインの方へと崩くずしたのだ。アリカとエルニアが制止する間もなく、ジナがレインにもたれかかる。

「ちょ、ジナ。何を？」

「黙だまって、て」

　こんな時でも独特の口調を崩さないジナは、その両手でそっとレインの右みぎ肩かたと左の頰に触ふれると、その場にいた誰もが制止する間もなくその唇くちびるをレインの顔に寄せ──

　未いまだに新しい血が滲む傷口に向けて、その小さな口を開き、赤い舌を突つき出した。

「なっ！」

　近過ぎでぼやける視界の端はしで、赤い舌先がレインの鮮せん血けつを舐なめ取り朱しゆに染そまる。熟した苺いちごのように赤い舌を覗のぞかせたまま、ジナは小さく微笑ほほえんだ。悪戯いたずらをする子供のようにあどけなく、思わず身み震ぶるいするほど妖よう艶えんな笑み。

「な、何を……」

「じぃとぉしぃてぇ」

　啞あ然ぜんとするレインに構わず、ジナがさらにもう一度その小さな舌を突き出した、その時。

「コラアァァァァァァ！」

「ダメェェエェェエエ！」

　エルニアとアリカの悲鳴が、レインの鼓こ膜まくを貫つらぬいた。

　血相を変えた二人が、慌ててジナの身体をレインから引き剝はがす。

「なん、ですか？」

　レインの身体の上から退のけられたジナが、不服そうに頰を膨ふくらませる。

　一方エルニアは、その顔を限界まで赤面させながら、ジナの肩かたを摑つかむその手をプルプルと痙けい攣れんさせて叫さけんだ。

「なんですかではない！　何をしているのだ、貴様は！」

「そうだよそうだよ！　何してるの、ジナさん！」

　ジナの腰こしにしがみついていたアリカがその腕を解き、レインを庇かばうように一歩下がりながらエルニアに続いて質問する。

　そんな二人に、ジナはなぜか誇ほこらしそうに胸を張りながら答えた。

「治ち療りよう」

「あんなの治療じゃないよ！」

「そうだ！　アレのどこが治療だ!?」

「先ほど、唾をつけとけば治る、と」

　何か問題でも、と言わんばかりに小首を傾げるジナに、エルニアが肩で息をしながら健康的な歯は茎ぐきが見えるほど歯を食いしばり、その足を踏ふみ鳴らす。

「それはものの喩たとえだろうが！　というか、貴様。あの馬鹿天使に告白されたのではなかったのか？」

「それなら、フリました」

「な……」

　即そく答とうしながら指先を持ち上げるジナに、エルニアがその方向に目を向ける。見えてきたのは、さめざめと涙なみだを流しながら闘とう技ぎ台で丸くなっているレインを完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめしたエンジェルトレーナー、ファルドの姿だった。

「私の伴はん侶りよは、レインです」

　視線を戻もどしたエルニアに、ジナが躊躇ためらいなく宣言する。もはや、その眼めには毛の先ほども迷いはなかった。

　そして、エルニアは改めてジナを敵として認にん識しきした。

「ふ……面おも白しろい」

　エルニアが鼻を鳴らして小さな笑みを作る。

「アリカ、レイン・エルハルトを頼たのんだぞ」

　アリカにレインの隣となりへ下がるよう目配せしたエルニアは、長い三つ編みを大きく揺ゆらしながら立ち上がった。その双そう眸ぼう、さきほどまで取り乱していた彼女とはまるで別人だ。

　エルニアは、ジナを敵と認めた。それは、もちろんジナも同じだ。栗くり色いろと煉れん瓦が色の双眸が激しい火花を散らし、掌てのひらに刻まれた紋章が桃もも色いろと朱しゆ色いろに燃え上がる。

「ならば、戦って奪うばってみろ。ジナ・レームライト」

「のぞむ、ところです」

　エルニアの開戦を告げる言葉に、ジナが小さく頷うなずく。

　その圧あつ倒とう的な迫はく力りよくに生徒達が息を吞のみ──

　キーンコーンカーンコーン

　一限目の終しゆう了りようを知らせる鐘かねの音が、空むなしく闘技場に響ひびき渡った。

「はーい。ケツの青い皆みなの衆、そこまで～。とっとと【契約の絆】を鎮しずめて、教室に帰るぞ～」

　パンパンと手を打ち鳴らすデバン先生に、一世一代の勝負を期待していた生徒達が一斉に「えええ～っ！」と不満の声を上げる。

　なにより、ここまで声高らかに戦いを宣言していた台上の二人は、このまま引き下がれる訳がなかった。

「待て、デバン教師。勝負をうやむやにするなどミレーネブルク家の名折れだ！」

「私も、納なつ得とくできません」

　エルニア、ジナが口々にデバン先生に抗こう議ぎする。

　そんな二人に、デバン先生はその言葉を待っていたとばかりに、意地悪く口元を吊つり上げた。

「そんなに勝負したいなら、慌あわてなくてもとっておきの日があるだろう。忘れたのか？　もうすぐランキング戦だぞ。だから、こういうのはどうだ？　今度のランキング戦で１位になったヤツが、好きなヤツに告白できる。ああ、もちろん。この条件は俺のクラス全員に適応な♪」

「「「なんですとー!?」」」

　軽い調子でとんでもない条件を宣言したデバン先生に、生徒達が大きく沸わき立った。

　レインやジナのスライムの紋もん章しようとまでは言わずとも、下位の紋章を授さずかった者は慢まん性せい的に婚こん約やく者しや不足だ。好きな相手に告白できるなど、そんな夢のような条件に食いつかない訳がない。しかも、今度のランキング戦はいわゆる変則形式だ。まず、四ブロックのバトルロイヤルが行われ、上位二名が本戦トーナメントに進出できる。バトルロイヤルならば、集団で上位の者を狙ねらうことが可能となる。本来は生徒達の状じよう況きよう判断能力を培つちかうための変則戦なのだが、これならば反則的な力を持つファルドや、学年２位のミストリア、学園３位のエルニアを、人海戦術で圧あつ倒とうし序じよ盤ばんで倒たおすことも夢ではない。

　デバン先生の宣言に、生徒達の目の色が変わる。女子の狙いは一点に集中していた。学年一の優やさ男おとこ、ガゼットのハートを射止めようと、恋こいに焦こがれる乙女おとめ達が一気に殺気立つ。

　一方、男子達の視線は分散していた。学年一の才女ミストリア、至高のドラゴントレーナーのエルニア、紋もん章しよう抜ぬきに抜ばつ群ぐんの容姿を誇るアリカ、そして逆印のリスクはあるものの神秘的な雰ふん囲い気きを醸かもすジナ。

　血に飢うえた野や獣じゆうのような男子達の視線にびくっとするアリカを背に守りながら、ガゼットはやれやれとその眼鏡めがねのブリッジを押し上げた。

「これはまた、とんでもないことになったね」

　口では嘆たん息そくをつきながら、ガゼットがその双眸を楽しげに細める。その背後で、ようやく体力が回復してきたレインは、アリカの手を借りて気だるげにその身体からだを起こしながら、その声に今にも沸ふつ騰とうしそうな熱を込こめて訊たずねた。

「なぁ、アリカ。悪い、ちょっと確認したいんだけどよ。ランキング戦て、いつだっけ」

「え、レイン君？　今なんて？」

「ランキング戦だよ。今ちょっと頭回んなくてな。頼む、教えてくれ」

　語ご尾びを強くするレインに、アリカはレインの身体を心配して顔色を曇くもらせながらランキング戦までの日程を思い出した。

「えっと……確か、三日後だよ。明日あした明後日あさつての連休を挟はさんだ週明け。それより、レイン君。身体本当に大だい丈じよう夫ぶなの？　保健室行かなくていいの？　ねぇ、レインく……」

　レインの顔を覗き込んだアリカが、慌ててその唇を引き結ぶ。アリカの身体に寄りかかるように立っていたレインは、口に軽く手を当てながら何やら深く考え込んでいた。

「明日でルルの技わざを覚えて。明後日は、アイツの力を借りて実戦。間に合うか？　微び妙みようだな。さすがに、ペムペムの体力もキツイし。いや、体力なら【昇しよう華か】で無理やり回復させてやれば何とかなるな。あと必要なトレーニングか？　アップのランニングは１・５倍……いや、２倍だ。【体当たり】は現状維い持じで、技の練度を上げて。それと、あの弾はじく技。うまくやれば、攻こう撃げきに使えるよな。問題は時間か。んまぁ～、なんにせよ、徹てつ夜やすれば十分に足りるだろ。あとは……」

　ブツブツとトレーニングのメニューを組み立てるレインに、彼の肩に飛び乗ったペムペムが「もう止めて」とばかりに涙目になる。

　そんなペムペムをよそに、ひとしきりのトレーニングメニューを組み立てたレインは、その相そう貌ぼうにニタリと妖あやしい笑みを刻みながら、その拳こぶしを握にぎり込んだ。

「うんうん。ぎりっぎりだな。くっそ」

　敗北という名の燃料を注がれた燃え上がる双眸は、ただ一点、他の生徒と同様に告白というイベントに浮うかれるファルドだけを見つめていた。

　そんなレインの横顔を間近で見ていたアリカの頰ほおが、お風ふ呂ろで逆の上ぼせたように赤くなる。

　誰だれにも負けない力強い笑えみ。敗北に塗まみれても、地に伏ふしても、屈くつ辱じよくに晒さらされても、折れることのない不ふ屈くつの笑み。その笑みを、アリカは知っていた。

　それは、アリカが秘ひそかに見続けた笑みだった。中等部の頃ころの放課後。誰もいない雨の日のトレーニング場で、ペムペムと共に体当たりを繰くり返していた時にレインが浮かべていた笑みだった。そしてなにより。中等部の頃、テストもできず、ランキング戦でも成績が残せず、学園を去ることばかりを考えていたアリカを勇気づけたあの笑みだった。

「お！　アリカ、もう大丈夫そうだ。支えてくれてサンキューな」

　ようやく力を取り戻したレインが、アリカに礼を言いながら自分の足で立ち上がる。

　お礼を言われたアリカは、心の中で首を横に振ふった。弱いアリカを支えてくれているのはレインの方なのだ。

　だがらアリカは微笑んだ。今自分が出来る最高の表情で。

「レイン君！」

「ん、なんだ？」

「その……あの、えっと。──が、がんばってね！」

　アリカがスライムの紋章が刻まれたレインの手を両手で握りしめ、精せい一いつ杯ぱいの気持ちを込めた声を張り上げる。そんなアリカに、レインは一いつ瞬しゆんキョトンとした表情を浮かべると、すぐにまた力強い笑みを浮かべて頷いた。
















「おう！　あんがとな、アリカ。なんか、やる気出た！　なぁ、ペムペム！」

「ぴっぎぃっ！」

　レインの肩に飛び乗ったペムペムが、レインと同じくやる気に満ちた声を張り上げる。

　そんな背後の様子を首を半分捻ひねって見守っていたガゼットは、ピックと小さく笑い合うと、楽しげに声を弾はずませた。

「まぁ、今日のところは78点かな」

「85点でいいだろう。十分合格点だ、マスター」

　ガゼットの肩で微笑ほほえむピックが、アリカに向けてパチンとその小さな指先を鳴らす。その指先で生まれた小さな雷かみなりの蕾つぼみは、アリカの頭上で弾はじけ、ちいさな花丸の花を咲さかせたのだった。




　　　　＊




　一限目から大おお嵐あらしが吹ふき荒あれた日の夜。遠えん征せいから帰き還かんしたミストリアは、自室でようやくその片づけを終えると、小さな息を吐はき出した。

「ふぅ、ようやく終わったわね」

　簡単な化け粧しよう品ひんが入った引き出しを閉しめたミストリアが、その身体をゴロンとベッドへ預ける。彼女の身体を受け止めたスプリングがギシッと小さな音を立てて軋きしみ、静かな部屋の中で木こ霊だまする。

　その音に、抗議する声はなかった。部屋の中には、ミストリア以外の人ひと影かげはいなかった。

　学年の上位10位までの者には、希望を出せば個室が貸たい与よされる。一人の方が気を張らなくていいという理由でミストリアは、その特権を申しん請せいしていた。──と、彼女の同級生は誰もが思っていた。いや、その予測は間ま違ちがいではないのだが、ミストリアが個室を申請したのはもっと別の理由だった。

　ミストリアが個室を申請した理由、それは。

「ファルド……」

　思わず漏もれてしまう声を、誰にも聞かれないためだった。

　電球の光を腕うでの庇ひさしと瞼まぶたで遮さえぎり、生み出した暗くら闇やみにミストリアが想おもい人の顔を思い出す。馬ば鹿かで、礼節がなくて、おちゃらけで。それなのに、なぜか目が離はなせない。それが恋だと気が付いたのは、いったいいつの頃だっただろうか。ファルドを追いかけるただそれだけのために遠征を志願したと聞いたら、クラスメイトは一体どんな顔をするだろうか？

　自分自身で笑ってしまう。ファルドはミストリアのことを見ていないだろう。節操なく女の子を見つけては声をかける彼に、ミストリアは何度その頰を叩いたかわからない。そんな自分だから、ファルドはミストリアにだけは声をかけようとしないのだろう。ましてや、ミストリアから告白しても、ファルドは絶対に本気にしないだろう。

　ただ、普ふ通つうの告白だったならば。

「デバン先生も、とんでもないことを思いつくわね。ほんと」

　呆あきれ気味に呟つぶやきながら、その口元は柔やわらかな弧こを描えがいていた。本気で、本気で１位を取れば、ファルドももしかしたら自分の気持ちに気が付いてくれるかもしれない。そんな自分とはずいぶんかけ離れた乙女のような夢見がちな思考に、ミストリアは思わず苦く笑しようしてしまった。

　だが、それ以外に方法を思いつかない自分もいた。

　トクン……トクン……と、自分の胸の高鳴りがミストリアの耳を打つ。だが、鼓こ動どうが速くなればなるほど、ミストリアの思考は逆に冷めていった。

　そう、告白するには１位を取らなければならないのだ。あの、反則級の力を持ったファルドと彼が従えた天使に勝たなければいけない。エルニアを降くだして学年２位の地位にいるミストリアですら、ファルドとの実力差は隔かく絶ぜつとしたものだった。そんなファルドに、スライムを従えるレインが勝負を受けた時、ミストリアは本気でレインの正気を疑った。そして、その結果はやはり散々としたものだった。

　諦あきらめるべき時は諦める。そして、時を待つ。

　それもまた、勝負に対して必要な才覚の一つだ。

　だが、一体いつまで時を待てばいいのだろうか？

　ミストリアが固く瞼を閉じ、昼間の一戦、そして彼女が今まで見てきたファルドの戦いを脳のう裏りで何度も反はん芻すうする。栄光に輝かがやき、勝利に愛されたその戦歴を前に、ミストリアは希望の欠片かけらも見つけることができなかった。

　それは、ただただ単純な理由。

　ファルドと天てん騎き士しエルデミオールは強過ぎた。

　そして、彼らを打ち負かすほどの力を、ミストリアは持っていなかった。

　自分にもっと、力があれば、と。自分がもっと、パートナーの、ジャンブルウの力を引き出すことが出来れば、と一体何度思ったことか。

「私にもっと、……もっと力があれば」

　その言葉は、無意識にミストリアの口から零こぼれ、

「力ガ、欲ほシイカ？」

　その言葉は、突とつ然ぜんミストリアの鼓こ膜まくを打った。

「誰っ!?」

　突とつ如じよ聞こえた男の声に、ミストリアがその身体を跳はね起こす。数十匹ぴきの虫が羽ばたく耳みみ障ざわりな音が鼓膜を撫ぜた。慌あわてて音のする窓の方へ視線を走らせると、そこには漆しつ黒こくのコートとフードを被かぶり、見慣れない文字が無数に刻まれた面を被った一人の男が立っていた。

「あなた、誰かしら？」

　緊きん張ちようを張り巡めぐらせ、ミストリアが謎なぞの面の侵しん入にゆう者に声をかける。男の一挙手一投足を見み逃のがさまいと警けい戒かいを維持しながら、ミストリアは思考を巡らせた。部屋のドアのカギは掛けていた。もちろん、窓もだ。部屋には間違いなく誰もいなかった。考えられるのは、空間を渡わたる悪あく魔まの類たぐいを従えた魔獣錬磨師モンスタートレーナー。不作法な来訪。とても、友好的な来客には思えない。

「ジャンブルウ！」

　ミストリアは即そく座ざに叫さけんだ。ジャンブルウはすでにモンスター宿舎に預けてあるが、そんな束そく縛ばくなどは無意味だ。ミストリアの傍かたわらの空間がぐにゃりと歪ゆがみ、鎖くさりを巻き付けた腕が突つき出る。

「ほう。吾わが輩はいのロードも、ついに男を連れ込むようになったか」

「冗じよう談だん言ってないで捕とらえなさい。【バロンチェーン】」

　男に放った言葉よりも冷たい声で、ミストリアがジャンブルウを[image: しつ]しつ咤たする。全身を出すには部屋が狭せますぎるため腕のみを突き出したジャンブルウは、くぐもった笑いを零こぼしながら、眼前の敵に有う無むを言わさず腕に巻き付いていた鎖を解き放った。腕の束縛を解いた鎖がうねり、窓まど際ぎわの侵入者を束縛する。

　避よけられなかったのか、それとも避けなかったのか。面を被った男は易やす々やすとその鎖に捕つかまり──、その鎖が締しめ上がった途と端たん、男の身体からだは胸から上を残して赤黒い霧きりとなり霧む散さんした。

　いや、それは霧などではない。

　空気を震ふるわせる無数の羽音。侵入者の身体を構成していたのは、数えきれないほどの赤黒い昆こん虫ちゆうだった。如い何かに悪魔の腕を縛しばる鎖とはいえ、これほどの数、そしてこんなにも小さな獲え物ものを捕らえることは適かなわない。

　今の技わざでは通じないと悟さとるや否いなや、ミストリアはすぐさま広域束縛攻こう撃げきを選せん択たくした。

「ジャンブルウ！　【ミルベ・チェーン・ワー……」

「オソイ」

　侵入者がノイズの走ったかのような聞き取りにくい声を漏らすと同時に、赤黒い昆虫がミストリアに向けて殺さつ到とうする。ジャンブルウが咄とつ嗟さに半身を引き出して楯たてとなったが、虫達はその巨きよ軀くの隙すき間まを易々とすり抜ぬけた。

「イタっ！」

　チクリとした痛みが首筋に走る。ミストリアが慌てて首筋に手を当てると、皮ひ膚ふが小指の先ほどに腫はれあがっていた。

「何をしたの!?」

　ミストリアが鋭するどく侵入者を問い質ただす。だが虫達は、ミストリアの声に応こたえることなく、まるでその役目を終えたかのように一いつ斉せいに窓際へと集まり始め、再び人ひと形がたになるようにフードの中へと潜もぐり込んでいった。そのうちの一いつ匹ぴきが、仮面のこめかみ部分にピタリと止まる。その棘とげのように細い口の先には、ミストリアの鮮せん血けつがほんの少し付着している。

「フム。今宵こよいハ悪魔ノ血ガ手ニ入ッタカ」

　満足そうに呟く仮面の男の後ろで、大きな音を立てて窓が開く。

「ジャンブルウ。逃にがさないで！」

「分かっておる！」

　窓まど枠わくの外へ身を投げる男に向かって、ジャンブルウがその半身を縛る鎖を解き放った。先せん端たんに拳こぶし大の黒金こん剛ごう石せきをつけた鎖が、男のコートを貫つらぬき、その仮面と頭に巻き付く。だが、その頭部もまた虫の集合体だった。鎖に握にぎり潰つぶされる仮面を尻目に、赤黒い虫達が漆黒の闇やみの中で霧散する。これでは、もう追うことができない。

　ジャンブルウは口くち惜おしそうに奥歯を嚙かみしめると、ミストリアの傍らに膝ひざをついた。

「ロードよ。大丈夫か？」

「ええ、ありがとう。平気よ」

「奴やつは、何者だ？」

「分からないわ。でも、どうやら私の血が目的だったみたいね」

　ミストリアが、先ほど痛みが走った首筋を指先で撫なでる。ぬるりとした感かん触しよくと共に、目の前に掲かかげた薬指には米こめ粒つぶほどの血が付いていた。

「ランキング戦の妨ぼう害がい、というわけではないと思うのだけど」

「だろうな。吾輩に喧けん嘩かを売るような豪ごう胆たん者がいるとは思えん。それに、彼奴きやつからは不ふ吉きつな気配がしておった」

「貴方あなたが不吉だというなら相当ね」

　ミストリアが戸と棚だなからハンカチを取り出し、消毒液を染しみ込ませた端はしを自分の首筋に押し当てる。血を抜かれたことも気になるが、相手が虫のモンスターならどんな黴ばい菌きんが入るかわかったものではない。

「もう大だい丈じよう夫ぶよ、ジャンブルウ。戻もどっていいわ」

「そうはいくまい」

「でも、あなたも遠征で疲つかれているんでしょ？　休みなさい」

「ならば、覗のぞき穴あなだけは置かせてもらうぞ」

　ジャンブルウがその半身を歪ひずみに沈しずめながら、部屋の中央に置かれた花か瓶びんを指先で叩たたく。花瓶の側面が突如ぐにゃりと歪ゆがみ、ジャンブルウの目と繫つながる暗黒の風穴が広がった。

「はいはい、ありがとう。おやすみなさい」

　お節せつ介かいな悪魔に苦笑を漏らしながら、ミストリアが開かれた窓を閉める。そして、そのまま勉強机に腰こし掛かけると、謎の侵入者についての報告書を書き始めたのだった。
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　ランキング戦に向けはりきる生徒達ですら、ようやく姿を見せ始めた早朝のトレーニング場。その一角、振ふり子こ丸太が次々と襲おそいかかってくるトレーニング器具の中に、レインとペムペムはいた。すでにアップのランニングを終え、基き礎そ訓練を消化し、汗あせだくになりながら、レインが轟ごう音おんと共に迫せまってくる丸太を見定める。

「ペムペム。もういっちょ！」

「ぴぃ～っぎ！」

　襲い掛かる丸太に向かって、ペムペムが避けようともせず飛び跳ねる。丸太の断面部に真っ向から打ち据すえられたペムペムは、その圧あつ倒とう的な勢いに施し設せつの端まで吹ふき飛ばされた。

「ぴぎゅぅ～」

「はぁ、くっそ。ダメか」

　飛ばされたペムペムを抱だき上げたレインが、悔くやしそうに呟く。

「思ったよりも難しいな」

「ぴぎぃ～」

　肩かたを落とすレインに、抱きかかえられたペムペムがふにゃっとその身体を弛し緩かんさせる。レインとペムペムは別に闇やみ雲くもに丸太を受けているわけではなかった。彼らが目指しているのは、昨日ルルが見せたような相手の攻こう撃げきを弾はじくあの技。だが、見た目以上に難しいらしく、傍はたから見ればレインがペムペムをいたぶっているようにしか見えなかった。

「はぁ、どうすっかなぁ～」

　レインが空を見上げながら、溜息を零す。その時、カチッと不吉な音を立てて、丸太を揺ゆらす装置が作動した。レインがスイッチを切り忘れたのだ。

「しまった！」

　レインの背後にあった丸太が大きく傾かたむき、限界まで巻き上げられたロープが解放される。

「やっべぇ！」

　咄嗟に身を屈めたレインの頭上を、轟音と共に丸太が通り過ぎる。丸太は天を打つように大きくせり上がると、振り子の原理に従い、レイン目め掛がけて戻ってきた。

「くっそ。ペムペム、【体当たり】」

「ぴ、ぴぎっ！」

　レインの指示に、ペムペムが咄嗟にその身体を丸太へと打ち出す。だが、十分な溜ためのないその【体当たり】は、圧倒的な重量と速度を伴ともなった丸太を前に虚むなしく弾き返された。ペムペムを突き飛ばした丸太が、轟音と共に再びレインに迫る。

　その時、レインの視界の端から、桃もも色いろのスライムが丸太に向かって飛び込んだ。

「ルル、弾いて」

　小鳥の囀さえずりのような声が響ひびき、丸太とルルが衝しよう突とつする。だが、ペムペムを弾き飛ばした丸太はルルにぶつかるや否や、まるで気が変わったかのようにその巨きよ体たいをあらぬ方向へと向け、レインの脇わきをすり抜けた。

　鮮あざやかな手しゆ腕わんにレインが「おお……」と感かん嘆たんを漏もらす。

　そんなレインの首に、突とつ然ぜん後ろから細い腕うでが巻き付いてきた。

「やっと見つけた。おはよう、婿むこ様」

「転校生！」

　耳を撫でる小鳥のような声。鼻をくすぐる萌もえ花かのような香かおり。背中に触ふれる柔やわらかな感触に、レインがギョッとして身体を強こわ張ばらせる。

「ジナで、イイ」

「んじゃ、ジナ。ちょ、変な冗じよう談だんやめろ！　誤解されるだろ！」

「冗談じゃ、ない」

　何がそんなに不服なのか、レインの肩に顎あごを乗せたジナがその頰ほおをぷくっと膨ふくらませる。

　そんなジナを何とか引き剝はがそうともがいている間に、再びカチッと装置が作動する不吉な音が響いた。レイン達の右側で揺れていた丸太が、二人の仲を引き裂さかんと空高くせり上がる。

「おおぅいっ！　ジナ、ちょっとマジで離はなれろよ。巻き添ぞえ食らうぞ！」

「大丈夫、ルルが居る」

　次の一いち撃げきにせり上がる丸太を見み据すえながら、ジナがパートナーのルルを呼ぶ。ルルは「きゅぴっ！」と自信満々に応えると、圧倒的な圧あつ迫ぱく感を放ちながら落ちてきた丸太に向けて、その小さな身体を跳はね上げた。

　日に焼けた丸太が、ルルの小さな身体に食い込む。だが、丸太はやはり気の変わったようにその方向を変え、レイン達のすぐ側そばをすり抜けた。

　流れてゆく丸太を見送りながら、レインがジナに抱きつかれていることも忘れ、感心したように呟つぶやく。

「はぁ～。見事なもんだな。どうやってんだ、一体？」

「ぴぃ～ぎぃ～？」

　いつの間にかレインの頭に飛び乗っていたペムペムが、うらやましそうな声を上げる。ペムペムとルル。二匹ひきの違ちがいは一体何なのだろうか。朝から何度も丸太に吹き飛ばされてきたペムペムとレインが、揃そろって自分に足りないものを探し「う～ん」と眉まゆを寄せる。
















　そんな悩なやむレインに、ジナは興味深そうにレインの顔を覗き込んだ。

「知りたい？」

「正直」

「教えて、あげる」

「いいのか!?」

「ぴぎっ！」

　ジナの返答に、レインとペムペムが目を輝かがやかせる。頼たのんではみたものの、まさか教えてくれるとは思ってもいなかった。コクリと頷うなずくジナにレインが微かすかに戸と惑まどいながら訊たずねる。

「いや、本当に良いのか？　なんか、お前達の一族の固有技ぽいし。人に教えたらいけねぇんじゃねの？　だから、俺達自力でトレーニングしてたんだけど」

「教えたらダメなんて、言われてない。それに、強いスライムトレーナーが増えるのは、大だい歓かん迎げい。あと、あなたは私の婿様。教えない、わけがない」

「いや、うれしいけど。その冗談いつまで続けるんだよ？」

　ジナの親切に、レインは感謝しながらも溜息を漏らした。技のコツを教えてくれるのは嬉うれしいが、いつまでも婿と呼ばれるのはあまりいい心ここ地ちはしなかった。確かに、ジナは逆印のスライムの紋もん章しようを持つが、この容姿だ。昨日の男子生徒達の反応を見ていれば、ジナがいかに美少女かよく分かる。これならば、逆印のリスクを背負ってでも付き合いたいと思う者はいるだろう。実際に、レイン達の学年１位のファルドは、かなりジナにご熱心だった。容姿、家いえ柄がら、紋章全てレインより格上。ジナはスライムトレーナーを伴はん侶りよにしたいと言っていたが、おそらくすぐにファルドに傾くはずだ。

　何の取り柄えもないスライムトレーナーである自分に、本気の好意を寄せる女性はいない。レインはその一点においては自信があった。

　苦く笑しようするレインに、ジナがさらに不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるを尖とがらせる。だが、二人におかまいなく、スイッチを切る者のいない振り子丸太は決められた時間に従い、再び一本の丸太をせり上げ始めた。

　そんな丸太を恨うらめしそうに睨にらみ付けたジナは、ふぅっと小さく息を吐はくと、レインに少しでも本気が伝わるように、睦むつ言ごとを語るような熱っぽい声で説明を開始した。

「コツは、結構簡単。相手の攻撃に対して、軸じくをずらして受けること。それと、すぐに弾くんじゃなくて、一度完かん璧ぺきに受け止めること。それだけ。今、お手本見せる」

　ジナが微かに瞼まぶたを持ち上げ、最高地点まで引き上げられた丸太を見定める。カチャッという軽い音と共に戒いましめを解かれた丸太は無情に二人のスライムトレーナーへと滑かつ空くうし──

「【ブレススパイラル】」

　灼しやく熱ねつの業ごう火かに焼かれて、瞬またたく間に炭化した。

　紅べに色いろの炎ほのおが大気を焦こがす。螺ら旋せんを描えがく炎はレイン達の上空を右から左に流れ、設置された全すべての振り子丸太を焼き払はらった。

「あ～、あ～、あぁ～……」

　紅くれないの炎に身を焼かれながら倒とう壊かいするトレーニング器具に、レインが呆あきれた声を漏らす。

　レイン達を取り囲む、炭化したトレーニング器具。吹き抜ぬける風に誘さそわれ、炭の焼けるにおいを残しながら黒い煙けむりが空高く上ってゆく。その煙を割り、朱しゆ色いろの鱗うろこを纏まとったキールがその背にエルニアを乗せながら現れた。

「ジナ・レームライト！　抜け駆がけは許さ──あ……ああ……」

　キールの背中から飛び降りたエルニアが、その勢いをぴたりと止める。あまりにも唐とう突とつな動と静。少し間ま抜ぬけな、そして明らかに憤ふん慨がいしながら唇をパクパクと声なく動かすエルニアに、レインが不思議そうに首を傾かしげる。

　その傾けた首は、頰への強きよう烈れつな衝しよう撃げきによりレインの意思とは逆方向に猛もう烈れつな勢いで傾いた。頰に貫つらぬいた衝撃と首に走った鈍にぶい痛みに、レインが泡あわを吹きながら悶もだえ苦しむ。

「うごごごごご！　い……痛いっっってぇーな！　何しやがんだ！」

　怒いかりを露あらわにして怒ど鳴なるレインに、エルニアは真っ赤に腫はれた平手を振り抜きながら、まるで顔を今にも泣き出しそうに歪ゆがめながら震ふるえる声で怒鳴った。

「それはこっちのセリフだ！　この、不ふ埒らち者もの！」

「誰だれが不埒だ！」

「貴様以外に誰がいる！　トレーニング場で女を侍はべらせるなど、見み損そこなったぞ！」

「侍らせるって……ああ！」

　痛みと怒りに気を取られていたレインが、ようやく自分の状じよう況きようを思い出す。レインの首には、未いまだに背中から抱きついたジナの腕が、しっかりと巻き付いていた。

「忘れてた！　ちょっと、ジナ。離れろ」

「やだ」

　焦あせりながら頼むレインに、ジナは小さく首を横に振り、まるでエルニアに見せつけるようにギュッと腕に力を入れる。動どう揺ようするレインをよそにより一層レインに密着したジナは、その眠ねむたげな双そう眸ぼうをエルニアに向けると、威い嚇かくするようにその口元から小さな舌を「べぇ」と突つき出した。

「おい、こらやめ！」

　横目でそんなジナを見ていたレインが、声を上うわ擦ずらせる。

　ブチっと、決して切れてはならない〝何か〟が切れる音がした。

「ジナ・レームライトおおぉおお！　貴様あぁあああぁ！」

　はちきれんばかりの怒ど号ごうが、トレーニング場一帯に響き渡わたる。その声にとてつもない危機を察知した他の生徒とモンスター達が、一いつ斉せいに声の中心地から避ひ難なんする。

「ぴ、ぴぎ。ぴぎぎっ！　ぴぃ～っんぎぃ！」

「あ、こら！　ずるいぞペムペム！　待てっ！」

　ペムペムが申し訳なさそうに鳴きながら、これから爆ばく心しん地ちになるであろうレインの頭から避難する。ペムペムが次に飛び乗ったのは、荒あらぶる炎を蓄たくわえた口を大きく広げるキールの頭の上だった。どうやらペムペムの危機察知能力が、この場で一番安全な場所はそこだと感じ取ったらしい。できることなら代わってくれと、レインが心の中で泣き叫さけぶ。

「【ブレス……」

　エルニアが焦しよう点てんの定まらないどこか朦もう朧ろうとした双眸でレインを見み詰つめながら、ゆっくりと言葉を紡つむぐ。そんなエルニアに、ジナは相変わらず「べぇっ」と赤い舌を突き出していた。ちなみにさっきまでジナの肩かたに乗っかっていたルルは、昨日あんなに毛け嫌ぎらいしていたペムペムの隣となりにちゃっかりと避難している。と思ったら、キールの頭上からペムペムをレインの方へ落っことそうと、二匹で激しい陣じん取どり合戦をしていた。本当に、どこまでペムペムを嫌っているのだろうか。

（レインよ。残念だ……）

「おい、こら。残念だとか言うな！　ちょっとは抵てい抗こうとかしろよっ！」

　二匹のスライムを頭に乗せながら、キールが本当に残念そうな声こわ色いろで念話を飛ばす。その身体からだに刻まれたドラゴンの紋章が、業火のような紅色に輝いていた。【契けい約やくの絆きずな】の発動。もはや、キールの力ではどうにもならない。

「……【スパイ……」

　怒りが限界を超こえたのか、エルニアがどこか生気の感じられない表情を浮うかべながら、ゆっくりと言葉を吐き出す。ああ、終わった、とレインは思った。そして、何やらアリカと秘密の特訓をすると言ってこの場にいないガゼットを心から恨む。アイツがいたならば、その悪あく魔まの如ごとき話術できっとエルニアを丸めこんでいただろう。もしくは、アリカがエルニアの暴走を止めていただろう。

「……ラ……」

　レインの脳のう裏りをめまぐるしく思考が駆かけ廻めぐる。どうも本当に死に瀕ひんした時、人の思考というものはとんでもない速度で動くらしい。ただ、残念なのは、どんなにレインの思考が加速しても、エルニアを止める方法がまったく思いつかないというところだ。

　頰を撫ぜる灼熱に、レインが抵抗を諦あきらめて眼めを閉じる。

　だが、もはや誰も止めることのできないと思われた破は壊かい神エルニアを唯ゆい一いつ止めることのできる人物が、幸運にもレインの前に降臨した。

「何をしているのかしら、エルニア」

「あ、ああああ、姉上!?」

　トレーニング場に渦うず巻まいていた、煮にえ滾たぎるような殺気が突とつ如じよとしてその波を引く。

　レインがゆっくりと薄うす目めを開けると、そこには神こう々ごうしいまでの金きん髪ぱつを熱風に揺ゆらすエルニアの姉、その手に神の紋章を刻む、【ベギオム】の現生徒会長、アリエル・Ｆ・ミレーネブルクが、涼すずやかな笑えみを湛たたえて立っていた。

「姉上、な、なぜこちらに!?」

　纏まとっていた殺気を散らし、エルニアが目に見えて動揺する。同時に、キールの口こう腔こうに渦巻いていた炎が、その残ざん滓しすら残さず霧む散さんした。悪戯いたずらが見つかった生徒のように顔を強こわ張ばらせるエルニアに、さっきまでの鬼き気き迫せまる姿はもうない。

　あわあわとうろたえるエルニアに、アリエルは身み震ぶるいするような優やさしい声で囁ささやいた。

「私がここにいては、いけないのかしら？」

　社交場に立つ貴婦人のように完璧な微笑ほほえみを浮かべながら、アリエルが訊ねる。

「いえ、そ、そんなことはありません！」

「そう、それはよかった。それと、エルニア。年とし頃ごろの女の子が大声を張り上げたり、そんな大おお股またで構えたりするのは、どうなのかしら？　ねぇ」

「は、はい！　すみません、姉上！」

　微び笑しよう、いや、冷笑を浮かべるアリエルに、エルニアがビクッと身体を震わせながら慌あわてて居住まいを正す。以前、エルニアは怒りのままにアリエルのいる生徒会室へ怒鳴りこんだことがあったが、今日のアリエルにはその時にはない異様な迫はく力りよくがあった。

　直立不動となったエルニアに、アリエルが「よろしい」と満足そうに頷く。

　そして、アリエルはその金色の双眸を、今度は緊きん張ちようした面おも持もちで座り込んでいたレインとジナへ向けた。

「お二方も。そろそろよろしいのではないかしら？　年頃の男女が公衆の面前で抱だき合うのは、この学園の風紀を乱すと思うのだけど。ねぇ？」

「ごめん、なさい」

　振ふり向けられた冷笑に、あれほど頑かたくなにレインにしがみ付いていたジナがしおらしく謝りながら、慌ててその両りよう腕うでを解く。どうやら、本能でアリエルが歯向かってはいけない相手だと悟さとったらしい。エルニアと同じように、レインとジナが慌てて居住まいを正して立ち上がる。特に、レインはアリエルの登場に先ほどからずっと冷ひや汗あせをかいていた。レインは以前、アリエルに対して盛せい大だいにケンカを売っている。どう控ひかえめに考えても、彼女にいい印象を持たれているとは思えない。

　だが、そんなレインの胸の内をよそに、アリエルは「はい、よろしい」とまるで聞き分けの良い生徒を褒ほめるように微笑むと、再びエルニアに向き直りながら、ゆっくりと辺りを見み渡わたした。

「それで、エルニア。この惨さん状じようは、一体どういうことかしら？」

「こ、これは……」

　炭の塊かたまりとなったトレーニング施し設せつを指差すアリエルに、エルニアが顔を強張らせて口くち籠ごもる。言い訳のしようもない、一方的な破壊。トレーニングの最中に勢い余って器具を壊こわすことはままあるが、エルニアは壊すつもりで器具を破壊したのだ。お咎とがめは当然だろう。

　先ほどの勢いはどこへやら。エルニアが力なく肩を落とし、蛮ばん行こうを恥はじて項うな垂だれる。

「やはり、あの子の言った通りね……」

　そんなエルニアに、アリエルは周りには聞こえないように口の中で言葉を転がすと、レイン達の方を振り向いた。

「二人とも、ごめんなさい。ちょっと、エルニアを連れて行ってもいいかしら？」

「もち、ろん」

「どうぞお構いなく！　煮るなり焼くなり好きにしてください」

「あ、コラ。貴様ら！」

　迷いなく即そく座ざに自分を売った二人に、エルニアが慌てて声を上げる。だが、そんなエルニアを、アリエルは無言の頰笑みで一いつ瞬しゆんのうちに黙だまらせた。

「行きましょう、エルニア」

「……はい。姉上」

　[image: しか]しかられた犬のように大人しくなったエルニアが、ペムペム達を降ろしたキールに背中を押されながらアリエルの後を追い、歩き出す。

　だがその最中、アリエルは何かを思い出したかのように唐突にその足を止めると、不意にレイン達の方を振り返った。

「ああ、そうそう。スライムトレーナーさん」

「はい？」

「は、い？」

　同時に答えたレインとジナに、アリエルが「え？」と彼女にしては珍めずらしくキョトンとした表情を浮かべて聞き返す。だが、すぐにルルを抱きしめたジナに気が付くと、コホンと軽く咳せき払ばらいをしながら、改めてレインの方を指差して、言った。

「そちらの、殿との方がたのスライムトレーナーさん？」

「えっと、はい？　なんでしょう？」

「一つ言い忘れたのだけど、聞いてくれるかしら？」

「……どうぞ」

　ごくりと唾つばを飲みながら頷うなずくレインに、アリエルは朗ほがらかに微笑みながら、ただし眼だけは笑わずに言った。

「今日はエルニアの方が会いに来てしまったみたいだけれども、東の古い諺ことわざに『男女七しち歳さいにして席を同じうせず』というものがあります。今後、私のエルニアとあまりに慣れ合うようならば……」

　エルニアが、レインの頭上の空に向けて人差し指を掲かかげ、クイッと指先を落とす。その瞬間、目も眩くらむような光の帯がレインを取り囲むトレーニング器具の残ざん骸がいに降り注ぎ、その全すべてを跡あと形かたもなく消し飛ばした。

「あ……ああ…………」

　言葉を失くしたレインがゆっくりとその視線を上空へと持ち上げる。

　そこには、七つの光の柱を従えた戦神、戦いくさ乙女おとめのワルキューレが神々しい後光を背負いながらレイン達を見下ろしていた。

「勢い余って消してしまうかもしれないので、あしからず」

「き、肝きもに銘めいじます」

　震ふるえながら胸に飛び込んできたペムペムを抱きかかえたレインが、戦せん慄りつに背筋を冷やしながらしっかりと頷く。

「では、失礼します」

　そんなレインにアリエルが優ゆう雅がな仕草で微笑み、再びエルニアを引き連れて歩き出す。

　その最中、アリエルはレインと一いつ緒しよにいたスライムトレーナーと学園に送られた資料を思い出しながら、エルニアに聞こえないように口の中で言葉を転がした。

「あの子も要注意ね。カルナ・マルナークスと同じ逆印を持つ、あの子も」と。




　　　　＊




「あの、姉上。ここは……」

　てっきり学園の機材を壊したことで怒おこられると落ち込んでいたエルニアが、意外そうな声を漏もらす。アリエルに連れてこられた場所は、生徒会室の棟とうの裏手に作られた、生徒会役員専用のトレーニング場だった。学園の生徒会を担になう者は、いわば学園の顔。それ故ゆえに、強力なモンスターを保有する者が多く、他の学生の迷めい惑わくにならないために、彼らは特権としてこのトレーニング施設の利用が許可されている。

「あの、なぜ、自分はこんなところに？」

「あなたに、会いたいという人がいるのよ」

「私にですか？」

「ええ」

　戸と惑まどうエルニアに、アリエルは可愛かわいい妹を愛めでる姉の顔を浮かべると、トレーニング施設に作られた背高い特設闘とう技ぎ台の階段を上り始めた。どうやら、エルニアを呼んだ相手は闘技台の上にいるらしい。しかし、一体誰だれが、何のためにエルニアを呼んだのか。

「エルニア、どうしたの？　早く来なさい」

「は、はい。……ただいま」

　アリエルに呼ばれ、エルニアが重々しい溜ため息いきを吐つく。階段を上ろうにも、脚あしが鉛なまりのように重く思うように動いてくれないのだ。

　そんなエルニアの背中に、苦笑を漏らすように口の端はしを吊つり上げたキールがその深紅の角つのの根元を擦こすり寄せた。

（主あるじよ、そろそろ覚かく悟ごを決めるのだ。なに、安心しろ。我も一緒に[image: しか]られよう）

「約束だぞ。絶対だぞ。私を置いて逃にげたら許さないぞ」

　縋すがりつくような視線を向けてくるエルニアに、キールがますます苦笑する。手の掛かかる主だが、そんな主だからこそキールはエルニアを支えたいと思うのだろう。

　そんなキールの気持ちが伝わったのか、エルニアは大きく深呼吸をすると、キールと並びながら緊張した面持ちで階段を上り進めた。

　その時だ。階段の向こうから、アリエルと誰かが話す声が聞こえてきたのは。

「すみません。生徒会長にお手間を取らせてしまって」

「いいえ、いいのよ。気にしないで。──むしろ、私が呼びに行って良かったわ。いい牽けん制せいもできたことですし」

「牽制？」

「ふふふ、いいの。こっちの話だから」

　アリエルと談笑を交える声。どこか聞き覚えのある声に、エルニアが階段を上る足を速める。強固な大理石が敷しき詰つめられた闘技台には、アリエルと並ぶ一人の魔獣錬磨師モンスタートレーナーがエルニアを待っていた。

「お久しぶりですね。エルニアさん」

　アリエルの側近である極東の島国出身の魔獣錬磨師モンスタートレーナー、エルニアと同じドラゴンの紋もん章しようをその掌てのひらに刻んだサラが、漆うるしを塗ぬったかのような艶つややかな黒くろ髪かみを揺ゆらしながら、年下のエルニアに礼れい儀ぎ正ただしく腰こしを折る。

「こ、こちらこそお久しぶりです」

　エルニアが慌てて大きく頭を下げる。しかし、その心の中では大きく首を傾かしげていた。

　何な故ぜ彼女は、自分のことを呼んだのだろうか？

　エルニアの疑問が言葉になるよりも早く、サラはその回答を口にした。

「さて、エルニアさん。いきなりで申し訳ありませんが。──あなた、もっと強くなりたくありませんか？」

「……え、っと。あの、それはどういうことですか？　話が見えないのですが？」

　あまりにも唐とう突とつな申し出に、エルニアが僅わずかに警けい戒かいしながら訊たずね返す。だが、その反面、エルニアの身体からだは僅かにサラに傾かたむいていた。そんなエルニアの心の内を見み抜ぬいたのか、サラは極東の刀と呼ばれる剣けんのような鋭するどい眼まな差ざしを優やさしげに和やわらげる。その黒こく眸ぼうには一点の濁にごりもなく、桜色の唇くちびるから紡つむがれる言葉には一点の迷いもなかった。

「そうですね。いささか唐突すぎました。では、順を追って説明しましょう。ですが、その前に一つ謝らせてください。エルニアさん、私はあなたの力を見くびっていたようです。遅おそまきながら、風のドラゴンの討とう伐ばつならびに契けい約やく。改めておめでとうございます」

　年上の落ち着きと、年下に対する敬意を織り交ぜた笑えみを浮うかべながら、サラが真まっ直すぐな言葉でエルニアを賞賛する。

　だが、その賞賛に、エルニアは真っ向から反論した。

「それは違ちがいます！　確かに契約は私がしましたが、風のドラゴンを討伐したのはあの私と共にいたスライムトレーナーだと説明したはずです！」

　場の雰ふん囲い気きに吞のまれていたエルニアが、首を大きく横に振りながら訴うつたえるように大声で叫さけぶ。サラの言うとおり、エルニアは１ヶ月ほど前に成熟した風のドラゴンと契約を結んでいた。だが、エルニアが風のドラゴンと契約を結ぶことが出来たのは、レインが風のドラゴンと真っ向から戦い、そして打ち負かしたからだ。契約をすることが出来たのは、決してエルニアの力ではない。この件について、エルニアはアリエルとサラに何度も訴えたのだが、一向に納なつ得とくしてはもらえていなかった。

　だが、そんなエルニアの反論を予期していたのだろう。声を荒あらげたエルニアに、サラはあくまで落ち着いた態度で答えた。

「エルニアさん。申し訳ありませんが、私は自分の眼めで見たものしか信じません。見ていないものは、私の経験から判断するしかありません」

「ならば、今からあの馬ば鹿か者ものをここに連れてきます！　あの馬鹿者と戦ってください！」

　食い下がるエルニアに、サラは困ったように微び笑しようを漏らす。

「それも面おも白しろいのですが、今日はそのためにあなたを呼んだのではありません」

「では、何のために呼んだのですか!?」

「それは、先ほども言いました。あなたを強くするためです」

「私を、強く……？」

　エルニアが訝いぶかしむように眉み間けんに皺しわを寄せながら呟つぶやく。そんなエルニアに、サラは一瞬アリエルに目配せすると、彼女が頷くのを確かく認にんして更さらに続けた。

「前にも言ったように、生徒会長はあなたのことをとても大切に思われております。そして、生徒会が学外から受ける依い頼らいの中であなたに有益なものがあるならば、今後あなたをそのメンバーに推すい薦せんしたいとも考えているそうです」

「ほ、ほんとうですか！　姉上！」

「ええ。本当よ」

　声を弾はずませるエルニアに、アリエルが優しげに目め尻じりを下げて微笑む。だが、期待に胸を膨ふくらませるエルニアに対し、サラの言葉は慎しん重ちようだった。

「ただ、これも前に言いましたが。エルニアさんがメンバーに加わると、アリエル会長が本来の実力を発揮できないと、私は危き惧ぐしています。それは、エルニアさん。あなたがまだまだ未熟だからです」

　サラが顔を険しくしながら、静かに言い切る。その言葉には、エルニアの心に深く突つき刺さる棘とげがあった。

　それは明らかな挑ちよう発はつだ。

　だが、エルニアは喉のどまで出かかった言葉をグッと飲み込んだ。エルニアを見つめるサラの双そう眸ぼうは、邪じや険けんにした暗さではなく、若い燕つばめを愛めでるような温かさに満ちていた。

　耐たえるエルニアに、サラが微笑みを深くしながら言葉の刃やいばで斬きりかかる。

「エルニアさん、先に言っておきます。これは、私のわがままです。あなたが強くなれば、生徒会長が傷つくリスクが減る。私は、自分のエゴのために、あなたを鍛きたえます」

　ハッキリと言い切りながらサラがエルニアと真っ向から見つめ合う。そんな彼女の双眸を、自分を試ためすような双眸を、敢あえて憎にくまれ口を叩たたいて自分を挑発する双眸を、エルニアは真っ向から受け止め、そして大きく頭を下げた。

「願っても、願ってもありません！　こちらこそ、ご教授の程ほどよろしくお願い致いたします」

「はい。よろしくお願いします」

　サラが険しい顔の緊きん張ちようを解き、朗らかに眉まゆ尻じりを下げる。こちらの方が彼女の素す顔がおなのだろう。だが、その表情は次の瞬間、凜り々りしくも雄お々おしい魔獣錬磨師モンスタートレーナーのそれに変わった。

「では、そろそろ。私の相棒を紹しよう介かいしましょうか。──出てきなさい、ツキヨミ」

　サラがその腕うでをエルニアに突き出し、姿の見えないパートナーの名を呼ぶ。その声に、エルニアはにわかに緊張した。エルニアも、噂うわさに聞いたことがある。サラのパートナー。ドラゴン喰ぐいのドラゴン。その姿は、一体いかなるものだろうか？

　だが、エルニアの予想は大きく裏切られた。

「……え」

　エルニアが思わず間の抜ぬけた声を漏らす。サラの制服の裾すそがもぞもぞと動いたかと思うと、そこから飛び出してきたのは、エルニアの予想よりも遥はるかに小さなモンスターだった。

　蛇へびのような細長い身体に、金色の髭ひげと鬣たてがみ。長い胴どうから生える、鋭い爪つめを生やした三本指の四よつ脚あし。そして、その頭頂から生える、白銀の双そう角かく。キールとは似ても似つかないそのドラゴンは、サラの腕から腰に巻き付くだけでその身体が露あらわになるほど小さかった。どちらかと言えば可愛いとすらいえるその風ふう貌ぼうは、ドラゴン喰いのドラゴンという字あざなからは到とう底てい似つかわしくない。

「お初はつにお目に掛けます。今の私の契けい約やく竜りゆう。和の国のドラゴン。《黒こく竜りゆう》ツキヨミです」

　ツキヨミを巻き付けた腕をエルニアに向けて持ち上げながら、サラが凜りんとした微笑みを浮かべる。だが、エルニアはきょとんとした表情のまま固まった。噂に聞いていたドラゴンとはまるで違う彼女のパートナーに、エルニアがどう反応して良いのか困るように眉まゆを寄せる。

「えっと、そのドラゴンが、パートナーなんですか？　噂と、だいぶ違うような……」

「はい。今の私のパートナーです」

「今の……？　あ、まさか！」

　ハッとした表情を浮かべるエルニアに、サラは生徒を褒ほめる先生のように柔やわらかく微笑んで頷うなずいた。

「はい、お察しの通り。エルニアさんが噂に聞いていた私のパートナー、《黒竜》イザナギは学園から離はなれた縄なわ張ばりを治めています。が、それでは前回の風のドラゴンのような火急の際には、どうしても後おくれを取ります。なので、イザナギの子であるこのツキヨミを育てることにしたのです。先に言っておきますが、この子は強いですよ」

　挑発的な笑みを浮かべるサラに呼応するように、彼女の腕に巻き付いたツキヨミが「ギャー」っと甲かん高だかい咆ほう哮こうを上げる。とはいえ、エルニアの目にも分かるがツキヨミはまだまだ幼竜だ。念話もまだ出来ないらしく、威い圧あつ感は風のドラゴンはもとより、キールの比ではない。

　だが、そんなツキヨミを携たずさえたサラは、どこまでも挑発的な笑みを浮かべながら、エルニアへ鋭い闘とう志しを叩き込んだ。洗練された本物の闘志は威圧の風となり、エルニアの髪かみをかき乱す。

　サラはアリエルに少し自分から離れるように頼たのむと、ツキヨミが巻き付いた腕をエルニアに向けながら、思わず戦せん慄りつを覚えるような笑みで呟いた。

「では、エルニアさん。まずは腕うで試だめしをしましょう。私達に攻こう撃げきしてみてください」

「いいのですか？」

「はい。ああ、それと。【契約の絆きずな】の発動もお願いします。私も、【契約の絆】をもって相手をしますので」

「──わかりました」

　エルニアが小さく首しゆ肯こうし、ドラゴンの紋章が刻まれた掌に意識を集中させる。注がれた闘志に紋章が熱を帯び、キールに刻まれた紋章と共に目映まばゆい朱しゆ色いろの光を放ち始めた。燃え上がる炎ほのおのような輝かがやきに、エルニアのことを見守っていたアリエルが「あらあら」と楽しそうな声を漏もらす。エルニアの【契約の絆】、その力強さはもはや、アリエルの目から見ても頼もしいものだった。

　対して、サラの掌に刻まれた紋章の輝きは、仄ほのかなものだ。その黒髪の色を落としたかのような漆しつ黒こくの輝きは、ドラゴンの紋章を僅かに黒く染めた程度で収まっている。あれでは、ほとんど【契約の絆】が発動していないに等しい。

　だが、サラは余よ裕ゆうの笑みを崩くずすことなく、スッと残った手を持ち上げ、さぁ撃うってこい、と言わんばかりに躊躇ためらうエルニアを手招きした。

「では、──行きます」

　エルニアには幾いくばくかの迷いがあった。だが、すぐにその迷いは断たち切った。サラは、アリエルが側近としておく程ほどの実力者だ。全力で当たらなければ、それは彼女に対する侮ぶ辱じよくに当たる。

　エルニアは大きく息を吸い込むと、朱あかく輝く紋章を突き出し、声高らかに叫んだ。

「キール、【ブレススパイラル】！」

（うむ、ゆくぞ！）

　燃えさかるような意気を受け、キールがその口こう腔こうに蓄たくわえた螺ら旋せん状の炎をサラに向けて吐はき出す。大気を舐なめ、大理石を焦こがす紅ぐ蓮れんの炎を。ひとたび食らえば、並のモンスターなど一いつ瞬しゆんのうちに焼き尽つくす。

　だが、迫せまりくる熱気に、サラはその姿勢を崩すことなく、炎のある一点に狙ねらいを定めると、鈴すずが鳴るような凜とした声を漏らした。

「ツキヨミ。【黒竜の息い吹ぶき】」

「ギャー！」

　未成熟な声を張り上げ、ツキヨミがその小さな口を目め一いつ杯ぱいに開く。迸ほとばしるのは漆黒の息吹。だが、怒ど濤とうの如ごとく迫り来る螺旋の炎に、その息吹はなんとも心こころ許もとなかった。巨きよ大だいな岩がん壁ぺきに小石を投じるような行こう為いに、強力すぎる攻撃をしてしまったエルニアがにわかに焦あせる。

　だが、螺旋渦うず巻まく炎は漆黒の息吹と衝しよう突とつした途と端たん、まるでそこに綻ほころびがあったかのように漆黒の矢にその身を貫つらぬかれ轟ごうという音と共に爆はぜ割れた。

「な、なに!?」

　あまりにもあっさりと攻撃を相そう殺さいされ、エルニアが目を見開く。

　上じよう昇しよう気流となり天に昇のぼっていく熱気に髪を靡なびかせながら、サラは涼すずしい声で答えた。

「なかなかですが、まだまだですね」

「サ、サラさん。いま、何を!?」

「慌あわてないでエルニアさん。まだ、腕試しの途と中ちゆうです。今度は、私のツキヨミと、あなたのキールを交こう換かんしてもう一度攻撃してみてください」

「私のキールをですか!?」

　エルニアの闘志が大きく揺ゆらぎ、その顔に動どう揺ようが走る。

「はい、そうです。高等部一回生ならば、契けい約やく破は棄きの祝詞のりともすでに取得済みですよね」

「ですが、しかし……」

　サラの言葉に、エルニアは即そく答とうできなかった。キールとの契約を破棄するなど、今までに考えたこともなかった。一時的にとはいえ半身を失うに等しい申し出に、エルニアが助けを求めるようにキールに視線を走らせる。

　だが、キールは底深い眼まな差ざしで推おし量るようにサラを見つめると、エルニアを宥なだめるようにその身体からだにすり寄りながら念話を放った。

（主あるじよ、今は彼かの者に従おう）

「キール！」

（あんずるな、主よ。我が主は、主だけだ。易やす々やすと鞍くら替がえなどせぬ）

「キール……。──わかった」

　頼もしいキールの言葉に、エルニアが唇くちびるの端はしを嚙かみながらゆっくりと頷く。正直、エルニアにはまだ迷いがあったが、キールが覚かく悟ごを決めているのだ。主であるエルニアが弱音を吐くわけにはいかなかった。

　エルニアはそっとキールの額に掌てのひらをかざしながら、契約破棄の祝詞を口にした。

「暗き夜に安らぎを。翳かげる月に輝きを。引き去る波に静せい寂じやくを。巡めぐる季節に再会を。この世の全すべての理ことわりに敬意を込こめ、我がエルニア・Ｆ・ミレーネブルクの名の下もと、今汝なんじと契約を……破棄、する」

　祝詞を終えたエルニアの掌とキールの身体の紋もん章しようが同時に瞬またたく。だが、それは、寂せき寥りようの輝きだった。キールの身体に刻まれていた紋章が徐じよ々じよにその輝きを失くし、ついには紋章ごと消え失うせる。

　心にぽっかりと穴が空いたような孤こ独どく感がエルニアを包み込む。

　だが、寂さびしさを味わう時間は短かった。

「ひゃあ！」

　エルニアの口から、突とつ然ぜん艶つややかな悲鳴が漏れる。

　するりとその襟えり首くびから何かが服の下に潜もぐり込み、エルニアに断りもなく縦じゆう横おう無む尽じんに暴れ始めたのだ。

「な、ひゃっう。こら、や……やめて！」

　身体を蹂じゆう躙りんされ、エルニアがあられもない声を漏らす。思う存分エルニアの身体を這はい回ったその主は、ひょっこりと袖そで口ぐちから顔を出すと、エルニアの腕へと巻き付いた。

　はぁはぁと荒あらい息を吐くエルニアを見上げる、好こう奇き心しんに満ちた小さな目。ぐにゅっと身体を伸のばして二ふた股またに分かれた舌先でエルニアの首筋を舐めるツキヨミに、いつの間にかキールとの契約を終えたサラが「あらあら」と楽しげな笑い声を漏らす。
















「ずいぶん気に入られましたね。その子、好き嫌きらいが激しい上にかなり気分屋なんですよ」

「気に入られたって、ぃひゃん！　こら、やめろ！　舐めるのをやめ──ひゃうぅっ！　へ、変なとこを舐めるな！」

　エルニアが必死にツキヨミを摑つかまえようともがくが、ツキヨミはひらりと手を躱かわすと、隙すきを突つきながらエルニアのことを舐め続けた。サラの言うとおり、本当にエルニアのことを気に入ったらしい。様子を見守るアリエルが「羨うらやましいわね」と呟つぶやいたのは、どうか幻げん聴ちようであってほしいとエルニアは願いながら、すでに涙なみだ目めとなった双そう眸ぼうをサラに向けた。

「ど、どどどど、どうすれば？」

「契約です。そうすれば、少しは大人しくなるはずですよ」

「契約って。この状態で!?　あ、また。こら！　ええい、くっそ。いい加減にしないか、この馬ば鹿か者ものが！」

　大声で怒ど鳴なったエルニアに、ツキヨミがビクッと身体を震ふるわせ、その動きがにわかに停てい滞たいする。その隙を見み逃のがさず小さな頭を摑まえたエルニアは、口早に契約の祝詞を口にした。

「新しい朝に感謝を。灯ともる太陽に喜びを。香かおりを運ぶ風に祝福を。芽め吹ぶく大地に幸いを。この世の全ての生に敬意を込め、我がエルニア・Ｆ・ミレーネブルクの名の下、今汝と契約を結ばん。私に従え！　このやんちゃっ子が!!」

　エルニアの掌に刻まれた紋章が輝き、首を撓しならせるツキヨミの額にその紋章を刻み込む。契約の紋章を刻み込まれたツキヨミは「きゅぅ」と小さく鳴くと、それまでのやんちゃぶりが噓うそのように大人しくなり、しずしずとエルニアの腕うでに巻き付いた。

「ふぅ、まったく。暴あばれん坊ぼうだな、貴様は」

　エルニアが荒い息を整えて、肩かたを落とす。そんなエルニアの耳を、クスクスと楽しげな笑い声が撫なでた。

「本当に気に入られたみたいですね」

「笑い事じゃないです！」

「ふふ、これは失礼」

　キールを従え口元に手を当てるサラに、エルニアが顔を真っ赤にしながら足を踏ふみならす。そんなエルニアに、サラは更さらに笑えみを濃こくすると、ドラゴンの紋章を仄かに赤く輝かせながらエルニアに手招きをした。

「では、お互たがい無事契約が完かん了りようしたということで。エルニアさん。その子と一いつ緒しよに、もう一度私に攻撃してみてください。もちろん、【契約の絆】を使って、ね」

「あなたは、一体何がしたいのですか？」

　いいように振ふり回されているようなもどかしさを感じながら、エルニアがその意識を掌の紋章に集中する。先ほどまではキールに呼応して赤々と燃え上がるような輝きを放っていたドラゴンの紋章が、今度はツキヨミの力に呼応し、光を喰くらう漆黒に染め上がる。

　ツキヨミとの【契約の絆】を発動したエルニアは、にわかに驚おどろいた。

「これは……」

　身体を駆かけ上がってくる衝しよう動どう。それはまるで大量の水が流れ落ちる滝たきのような迫はく力りよくを孕はらんでいた。ツキヨミの潜せん在ざい能力の強大さに、エルニアが思わず身み震ぶるいする。

「ギャゥウ！」

　甲かん高だかい声で、ツキヨミが攻撃の狼煙のろしを上げる。エルニアは駆け巡る衝動のまま、その喉のどを震わせた。

「【黒こく竜りゆうの息吹】」

「ウゥゥオゥゥウ──ッギャウ！」

　エルニアの命を受け、大きく口を開いたツキヨミはその口腔から暗黒の息吹を迸らせた。

「デ、デカい!?」

　エルニアが思わず唸うなる。ツキヨミが放った息吹は、サラが命じたものとは桁けた違ちがいの威い力りよくだ。大理石を削けずり取る黒竜の咆ほう哮こう。漆黒の暴風がキールを携たずさえたサラに迫る。

　髪かみをかき乱す突とつ風ぷうに、サラは小さな驚きの表情を浮うかべながら、しかし焦らず、冷静にその指先で暴風の一角を指さした。

　その掌に、たき火の残り火のような微かすかな朱あかい光を瞬またたかせながら。

「キールさん。あそこを狙って【ブレススパイラル】」

（なるほど、そういうことか）

　キールが重々しく頷うなずき、その顎あご先さきを迫る息吹に向ける。そして、キールはその口を半開にすると、いつもエルニアが放つものの半分ほどの威力しかない【ブレススパイラル】を、【黒竜の息吹】に向かって解き放った。

　剛ごうの【黒竜の息吹】と弱の【ブレススパイラル】が激げき突とつする。だが、圧あつ倒とう的な威力の差があるにもかかわらず、二つのエネルギーは相殺し、目を焼くような閃せん光こうと共に爆ぜ割れた。

「なっ!?」

　絶大な力が遥はるかに小さな力に打ち負ける光景に、エルニアが呻うめく。

　一方、爆ばく発はつの衝しよう撃げきに艶つややかな黒くろ髪かみを靡かせるサラは、キールとの契約を破棄しながら、涼やかな表情で口を開いた。

「驚きましたか、エルニアさん？」

　サラの質問に、エルニアがコクコクと無言のまま首を縦に振る。サラはそんなエルニアに優やさしげに微笑ほほえむと、詳くわしい説明を始める前にキールと契約し直すように促うながした。

「は、はい。では──」

　サラに促され、エルニアがツキヨミとの契約を解除する。再び暴れ回るかと思われたツキヨミは、今度は大人しくサラのもとへと帰って行った。ホッと息を吐つくエルニアに、重じゆう厚こうな声が頭に響ひびく。

（主よ、頼たのむ）

「ああ、任せろ」

　迷いなく頭を差し出してきたキールに、エルニアは万ばん感かんの思いで掌をかざすと、一節一節に想おもいを込こめながら契約の祝詞を口ずさんだ。

「新しい朝に感謝を。灯る太陽に喜びを。香りを運ぶ風に祝福を。芽吹く大地に幸いを。この世の全ての生に敬意を込め、我がエルニア・Ｆ・ミレーネブルクの名の下、今汝と契約を結ばん」

　エルニアの掌が光り輝かがやき、キールとの契約が締てい結けつする。まるで欠けていた身体の一部が満たされたかのような充じゆう足そく感に、エルニアが思わず笑みを作る。やはり、エルニアのパートナーはキールでなければならない。

　ホッと息を吐くエルニアに、こちらもツキヨミとの契約を終えたサラが笑いかけた。

「どうですか？　一度契約を結び直すと、感じるでしょう？　モンスターがいかにかけがえのない存在かが」

「──はい！」

　サラの言葉に、エルニアは素す直なおに頷いた。思っている以上に、自分がキールに寄り添そっているのだと、エルニアは一度契約を破は棄きしたからこそ思い知らされた。

　慈いつくしむように、エルニアがキールの頰ほおを撫でる。

　だが、サラがエルニアに伝えるべき事は、まだ終わりではなかった。

「それでは、そろそろ本題に移りましょう。エルニアさん。なぜ、あなたの攻こう撃げきが遥かに弱い攻撃に相殺されたのか、理解していますか？」

「いえ。──恥はずかしながら」

　サラの言葉にエルニアが悔くやしそうに口元を歪ゆがめながら俯うつむく。キールの一撃も、ツキヨミの一撃も、エルニアは全ての力を【契約の絆】に込めていた。一いつ切さい手加減などしていない。

「では、キールさん。あなたは何な故ぜエルニアさんの攻撃を相殺できたか分かりますか？」

　悩なやむエルニアに、サラはその質問の対象をキールへと移した。

　エルニアが意外そうな表情を浮かべながら、視線をキールに走らせる。二人の視線を受け止めたキールは、一いつ瞬しゆん躊躇ためらうような素そ振ぶりを見せたが、エルニアを一いち瞥べつすると、その双眸を決意で固め、念話で応こたえた。

（主あるじの攻撃はけたたましすぎる。逆に、サラ嬢じようの攻撃は適確に練り込まれていた。その差だろう）

「その通り。さすが、あなたは理知に富んでいますね。正式に私のパートナーになっていただきたいくらいです」

（ありがたい話だが、それは断らざるを得んな。我が主は、一人しかいないのだからな）

　キールがその深紅の角をエルニアにすり寄せながら、口の端はしを吊つり上げる。サラは「それは残念」と笑ったが、エルニアには二人の話している意味がよく分からなかった。

「あの、すみません。私の攻撃がけたたましすぎるとは、どういうことでしょうか？」

　堪たまりかねたエルニアが、サラに対し素直に頭こうべを垂れる。その上達に対して真まっ直すぐな姿勢に、サラは微かに表情を柔やわらかくすると、その桜色の唇くちびるを動かした。

「そうですね。では、その説明をする前に、エルニアさん。あなたは。【契約の絆】をどのようなものだと思っていますか？」

「え？　モンスターの力を強化し、限界までその力を引き出すものではないのですか？」

「半分正解、といったところですね。確かに、【契約の絆】は魔獣錬磨師モンスタートレーナーの命とモンスターの命を結ぶことによりその力を強化します。ですが、限界まで力を引き出すものではありません。【契約の絆】の真の力は、魔獣錬磨師モンスタートレーナーがその裁量により、モンスターの力を制限することにあります」

「力の制限？」

　サラの説明にエルニアが小首を傾かしげる。力を引き出すのと制限するのでは、まるで真逆の作用だ。

　難しそうに表情を固めるエルニアに、サラは「見せた方が早いですね」と呟くと、黒こく眸ぼうをエルニアから腕を組んで修しゆ業ぎようを見守るアリエルに向けた。

「アリエル会長。【シャイニング・ベール】をお願いしてもよろしいでしょうか？」

「ええ、もちろんよ。サラ。──降臨せよ、天上を切り裂さく戦いくさ乙女おとめ。シャルネラ！」

　アリエルが天に向けて神の紋もん章しようを突き上げ、声高らかに叫さけぶ。すると、天上から目映まばゆい光が降り注ぎ、神こう々ごうしい圧倒的な存在感を放つ戦せん姫き神じん。アリエルと契約せし神、ワルキューレのシャルネラが、白銀の剣けんを引っ提げて静かに降臨した。

　隣となりに並び立つシャルネラに、アリエルが微笑みながら静かに告げる。

「シャルネラ。悪いのだけど、少し付き合ってもらうわね。【シャイニング・ベール】」

　アリエルの指示に、シャルネラは無言のまま微かに頷くと、白銀の剣を鞘さやから引き抜ぬき、ゆっくりとその切っ先で空をなぞった。それはまさに、神の御み技わざ。その切っ先に導かれるように、遥か離はなれた上空にオーロラのように揺ゆらぐ白銀の帯が姿を現した。

「ありがとうございます。では──」

　アリエルに頭を下げたサラが、ツキヨミが巻き付いた腕を天に伸のびる光の帯へと差し向ける。サラはその掌てのひらを【契約の絆】により黒々と輝かせると、靡なびく光帯をしっかりと見つめながら叫んだ。

「ツキヨミ。【黒竜の息い吹ぶき】」

「ギャウ！」

　ツキヨミが甲高く鳴き、口こう腔こうから漆しつ黒こくの息吹を迸ほとばしらせる。それは、エルニアがツキヨミを操って撃うたせた【黒竜の息吹】よりはやや威力が劣おとるものの、それでも並のモンスターなど一瞬で粉ふん砕さいする威力だった。漆黒の息吹が、蒼あおい空を突つき抜け、光の帯に突き刺ささる。天を引き裂くような轟ごう音おんが辺りに轟とどろいた。あまりの衝撃に高熱が生まれ、上空で激しい水蒸気が渦うずを巻く。一瞬にして冷やされた水蒸気はすぐさま雲と成り代わり、風に誘さそわれてゆっくりとその巨きよ体たいを動かした。

　天候を変えるほどの恐ろしい攻撃。だが、光の帯はその攻撃がまるでなかったかのように、依い然ぜんとして上空ではためいていた。

　エルニアが、息を吞む。自覚してはいるつもりだったが、サラも、アリエルも、もちろんそのパートナーも含ふくめて遥か格上だった。

　そんなエルニアに、サラは楽しげに一度目配せをすると、今度は【契約の絆】の輝きを幾いく分ぶん抑おさえながら、再び上空ではためく光の帯を見つめて叫んだ。

「ツキヨミ。もう一度、【黒竜の息吹】」

「ンャギャウ！」

　ツキヨミが再びその口腔から漆黒の息吹を吐き出す。だが、その闇やみの息吹は、一撃目の咆哮よりもやや細く、その変わり一撃目よりも遥かに速い速度で大気を突き抜け、天上で揺らぐ光の帯に突き刺さり、轟音と共に貫つらぬいた。

「な……！」

　目の前で繰くり広げられる驚きの光景の連続に、エルニアが言葉をなくす。二発目の攻撃は明らかに一発目よりも劣っていた。だが、結果としては、二発目に放った攻撃は光の帯を貫いた。天上で幻まぼろしのように消える光の帯から視線を切り、エルニアが興奮に声を上うわ擦ずらせながらサラに訊たずねる。

「い、今。今のはいったい何をしたのですか？」

「ふふ、若いですね。エルニアさんは」

「はぐらかさないでください！」

　抑えきれない興奮から拳こぶしを握にぎり込むエルニアに、サラは【契約の絆】を解きながら、説明を開始した。

「エルニアさん。あなたも薄うす々うす気づいているかもしれませんが、【契約の絆】はただの威い力りよくをいたずらに上げるためのものではありません。その真価は、モンスターの力をトレーナーが必要な分だけ、必要な形に錬れん成せいするためのものなのです」

「必要な分だけ、必要な形に？」

「そう。一度目の攻撃はただ最大の力で攻撃しました。ですが、それではその力を上回る力の前には歯が立ちません。なので、二度目は貫かん通つうできるように、わざとその範はん囲いを狭せばめて貫通力を高めました。このような微び細さいな力のコントロールは、トレーナーの方が上手です。また、トレーナーがしっかりと相手の弱所を見み極きわめれば、小さな力で大きな力を崩くずすことも容易になります」

　サラの言葉に、エルニアがキールとツキヨミの攻撃をぶつけ合ったことを思い出す。なるほど。明らかに弱い攻撃でサラがエルニアの攻撃を相そう殺さいできたのは、この技量の差によるものだったのだ。

「では、どうすればその力が身につくのですか？」

「そんなもの、決まっています。昔からよく言うでしょう。習うより、慣れろ、ですよ」

　サラが口の端をにこやかに吊り上げる。その瞬間、エルニアの身体からだに、かつてない警報が鳴り響いた。サラが【契約の絆】を発動する。その姿に、一いつ切さいの隙すきはない。

「あの、サラさん？　慣れろ、とは？」

「たしか、週明けはランキング戦でしたね。大だい丈じよう夫ぶ。それだけの時間があれば、きっと【契約の絆】の調整ができるようになります。もしくは──死ぬか」

「ちょっと待ってください！　今、とてつもなく不ふ吉きつな言葉が聞こえたのですが!?」

「大丈夫です。自信を持ってください、エルニアさん。あなたの才能は、よくわかりましたから」

「私の、才能？」

　身に迫せまる危機を上回る好こう奇き心しんに、エルニアが思わず聞き返す。サラはともすれば嫉しつ妬とするような笑えみを浮うかべながら、ハッキリとした口調で応えた。

「ええ。エルニアさん。あなたには、天性の才能があります。モンスターに好かれる、というすばらしい才能が。先にも言いましたが、私のツキヨミは非常に気分屋です。正直に言って、私ですらこの子に全力を出してもらうのは難しい。それを、エルニアさん。あなたは容易たやすくやってのけた」

　溢あふれる闘とう志しに黒くろ髪かみを揺らしながら、サラがその黒眸を燃え上がらせる。

「覚えておいてください。エルニアさん。魔獣錬磨師モンスタートレーナーがモンスターの力を全て引き出せるなどというのは、魔獣錬磨師モンスタートレーナーの驕おごりです。モンスターの力を全すべて引き出すのではなく、モンスターが全力以上の力で応えてくれる。それが、真の魔獣錬磨師モンスタートレーナーです」

　サラがその手に刻んだドラゴンの紋章を輝かがやかせる。それは、エルニアに教えるために今まで制限していた輝きとは、まるで別物だった。

「さぁ、行きますよ。エルニアさん。でも、怖こわいのならば、逃にげても良いんですよ」

　サラがその双そう眸ぼうに闘志を燃やしながら、挑ちよう発はつ的に微笑ほほえむ。その眼めに、その言葉に、その意気に、エルニアはその身を包み込んでいた恐きよう怖ふを吹ふき飛ばして叫んだ。

「望むところです。ゆくぞ、キール！」

（うむ！）

　黒こく竜りゆうと火竜が、同時に戦いの咆ほう哮こうを上げる。

　後に生徒会の間で語かたり継つがれるその修業は、ランキング戦前夜の深夜遅おそくまで続けられたのだった。







　　　第四章




　ランキング戦の朝。

　予選のバトルロイヤルの会場、オウズの森へ向かう大馬車を待つ校門前で、熱気立つ生徒達の人ひと混ごみの中、エルニアはイラ立たし気に足を踏ふみ鳴らした。

「あの馬ば鹿かは、まだ来ないのか！」

　エルニアが放った怒いかりの剣けん幕まくに、近くにいた生徒の一人が小さな悲鳴を上げてパートナーと共に逃げ去る。そんなエルニアに、アリカは不安そうに口元に手を当てながら、助けを求めるような眼でガゼットを見た。

「ガっちゃん。レイン君は？」

「ごめん、アリカ。僕も分からないんだ。昨日『仕上げのトレーニングに行ってくる』て出て行っちゃったきり、夜も寮りように戻もどってないし」

「トレーニング？　ペムちゃんと二人で？」

「いや、誰だれかに付き合ってもらうって言ってたんだけど。にしても、遅いな」

　ガゼットがポケットから取り出した懐かい中ちゆう時計に視線を落としながら、難しそうに口元を歪ゆがめる。レインはいい加減なように見えて、律りち儀ぎに時間は守る。だが、懐中時計の針はもうじき大馬車の到とう着ちやくの時間になっていた。差し迫る出発の時間に、ジナが腕うでに抱かかえたルルに顎あごを乗せながら、落ち着かないように視線を辺りへ走らせる。

「婿むこ様、遅い」

　ぽつりと、ジナが呟つぶやく。

　その零こぼした言葉に、イライラが募つのっていたエルニアが過か敏びんに反応した。

「その婿様と呼ぶのは止めろ！」

「じゃあ、旦だん那な様」

「くっ。き、貴様。ランキング戦の前に退場したいようだな」

「望む、ところ」

　眠ねむたげに瞼まぶたを半分とじていたジナが、エルニアの挑発に微かすかに瞼を広げる。ジナも見た目こそ分かりにくいが、レインがいないことにもどかしさを感じて苛いら立だっていた。

「ちょ、ちょっと。エルちゃん落ち着いて」

　闘気を露あらわに睨にらみ合う二人の間に、二人のルームメイトであるアリカが慌あわてて飛び込む。デバン先生の嫌いやがらせのおかげでジナがエルニアとアリカの同室になってからというもの、アリカは気の休まる暇ひまがなかった。

「ジナちゃんも。あの、レイン君を婿様とか、旦那様とかって呼ぶのはちょっと……」

「じゃあ、ダーリン？」

「絶対にダメ！」

　アリカが悲鳴のような声を上げて、髪かみが乱れるのも構わず激しく首を横に振ふる。

　そんなアリカの悲鳴を吹き飛ばす、大気を震ふるわすような馬の嘶いななきが辺りに轟いた。生徒達が歓かん声せいを上げる。校門前に現れたのは、もはや馬という概がい念ねんを完全に超こえた巨馬《ギガンテスホース》。超ちよう重量のゴーレム種や巨きよ大だいなギガンテス種などをも軽々と運ぶこのモンスターは、生徒達の間で人気が高い。大人数で移動するランキング戦などでしかお目見えできないモンスターの登場に、生徒達は戦いへの興奮も合わさり、我先にとパートナーのモンスターと共に乗り口へと殺さつ到とうする。

　移動し始めた人の波。一向に現れないレインとペムペム。

「これは、本当にヤバいかな」

　ガゼット達がいよいよ焦あせり出す。

　初めにその音に気が付いたのはレオンだった。

「どうしたの、レオン？」

　ピクピクと耳を忙せわしなく動かしながら、レオンがその鼻頭を唐とう突とつに空に向ける。アリカ達がつられて首を視線を上空へ流すと、獣けものの遠とお吠ぼえのような風音と共に、突つき抜ぬけるような青空から、その青空よりも青い〝何か〟が暴風を纏まとって落ちてきた。

「危ない！　みんな、避よけて！」

　ガゼットが鋭するどく叫さけび、その場にいた４人がパートナーと共に一いつ斉せいに飛び退のく。次の瞬間、今の今まで彼らがいた場所に青い何かが勢いよく落下し──

　暴風が弾はじけ、その何かは落下の勢いを見事に殺して、そっと地面に着地した。

　ぶよんと大きく撓たわみ、その身体に人一人を包み込んだそれは、

「ぴぎ？」

　膨ぼう張ちようにより巨大化したペムペムだった。

「ペムペム！」

　ガゼット達が慌ててペムペムに駆かけ寄り、その身体の中に眼を向ける。ペムペムがその身体に包みこんでいたのは、もちろん主あるじであるレインだったが、その制服はまるでモンスターの襲しゆう撃げきにあったかのようにズタボロになっていた。

「婿様っ」

「レイン君！　大丈夫!?」

「ペムペム。レイン・エルハルトを早く出すのだ！　急げ！」

　焦りながら身体を揺ゆすってくるエルニア達に、ペムペムが慌ててその身を縮めて、レインの身体を体外に吐はき出す。エルニア達が心配そうに見守る中、ペムペムから吐き出されたレインはしっかりと自分の足で立ち上がった。

「よぉ、お待たせ！」

　力強い笑みを浮かべ、レインが軽く手を上げる。

「お待たせ、ではないわ！　この馬鹿……者……がぁ、あ、あ……」

　その屈くつ託たくのない笑みに、怒りに顔を真っ赤にしていたエルニアは思わず言葉を失った、アリカも、そしてジナも、言葉を失くしその笑みに見み惚とれていた。それは、極限まで自分を追い込む覚かく悟ごのある者だけが浮かべることのできる、強い笑み。今のレインの姿は、正直カッコいいと呼ぶには程ほど遠とおい。ズタボロになった制服はもとより、破けた制服から覗のぞくレインの肌はだは裂れつ傷しようや青あざまみれ。頰ほおには土がつき、頭もトレーニングの過か酷こくさを物語るようにぼさぼさである。

　だが、それでもなお、エルニア達はレインから目を離はなすことが出来なかった。

　言葉を失くし、遅ち刻こくの怒りを忘れて頰を桜色に染める乙女おとめ達。そんな彼女達に苦く笑しようしながら、ガゼットが代表してレインに訊たずねた。

「まったく。時間ぎりぎりまで、君は一体どこで何をしてたんだ！」

「悪い。ちょっと試ためしたいことがあって、ギリギリになった」

「ギリギリどころじゃないよ。たく……」

　素す直なおに頭を下げるレインに、ガゼットがやれやれと肩かたを竦すくめる。

「それで、準備は万ばん端たんかい？」

　ガゼットがその眼鏡めがねの奥の双眸を、すでに馬車に乗り必死にエルニア達に向けて手を振るファルドに流す。レインは同じく視線をファルドへと流しながら、その頰に不敵な笑みを刻み込んだ。

「やれるだけのことはやったさ。傷の借りはキッチリ返してやるよ。なぁ、ペムペム」

「ぴぎぃー！」

　レインの漏もらした覇は気きに、ペムペムが「任せろ」と言わんばかりに元気よく飛び跳はねる。そんな彼らに、ガゼットはうんうんと満足げに頷うなずくと、キラリと眼鏡のレンズを光らせた。

「それで、ファルドに借りを返すのはイイとして。どうやって予選のバトルロイヤルを突とつ破ぱする気なんだい？　組み合わせじゃ、予選はファルドと別のブロックだよ。君」

「……え…………？」

「…………ぴ、ぴぎ……？」

　溢あふれる闘とう志しに意気込んでいたレインとペムペムが、ぽかんとした表情でガゼットに目を向ける。ぎこちない動きで首を傾かたむけてくるレインとペムペムに、ガゼットは笑いを堪こらえるようにして予選の組み合わせ表が記されたプリントを揺らしていた。

「う、うっそ！」

　レインが思わず呻うめく。レインの計画では、予選でファルドと戦うつもりだったが、今この時点をもってその計画は瓦が解かいした。いや、よくよく考えればファルドと同じ組になる可能性は四分の一しかないのだが、舞まい上がったレインはその事を完全に忘れていた。

「は、ははははは。ど、どうすりゃいいんだよ……」

　先ほどの力強さはどこへやら。ショックのあまり引き攣つった笑みを浮うかべるレインが、ガゼットの手からプリントをふんだくり、がっくりと肩を落とす。ファルドならば軽々と予選を通過するだろうが、単発で強力な攻こう撃げきを持たず、乱戦を苦手とするレインとペムペムにとって、この予選の形式は分ぶが悪い。予選で学年１位と戦わなくて良いという事実よりも、予選で学年１位と戦えなかったことに、レインが激しく項うな垂だれる。

　そんなレインを見るエルニアは、まさにこの瞬しゆん間かんを待ちわびたかのように、自分の胸をドンと叩たたいた。

「ふっふふふふふ。その事なら案ずるな。レイン・エルハルト。貴様は、私が──」

　ヒヒィーッンブルオッロロロォオオ

　喜びに震える声を、早くしろとばかりに興奮した《ギガンテスホース》の嘶きが遮さえぎった。

「おーい。遅刻者とその仲間達ー。早くしないと、置いてくぞー！」

　乗車口から顔を出したデバン先生が、レイン達に声を掛かける。ニヤニヤと笑うデバン先生に、レインは焦った声を張り上げた。

「んげ！　やっべ、急げ。デバン先生なら、本当に俺達置いて行きかねねぇぞ！」

「な、ちょ、ちょっと待てっ。レイン・エルハルト。私の話を最後まで聞いて行けっ！」

「お前の話聞いてたら乗り遅おくれちまうだろうが！　ほら、お前も速く走れ！」

「こ、この！　馬ば鹿か者ものが！」

　レインを怒ど鳴なりつけたエルニアが、怒りに頰を赤く染めながらキールと共にすでにゆっくりと走り出した馬車へ走り出す。

　飛び乗るレイン達を乗せた巨大な馬車は、ランキング戦の舞ぶ台たいとなるオウズの森へ向け、颯さつ爽そうと陸路を駆け抜けた。




　　　　＊




　勝負とは弱者の淘とう汰たである。

　その昔、とある魔獣錬磨師モンスタートレーナーが語った言葉を思い出しながら、レインが激しく舌を打った。背中を押し留とどめる太い幹。後退の手を止められたレインが、慌ててその身を横に投げ出す。転げるレインの太ももを掠かすめた蔦つたはその背後の大木に絡からみつくと、断だん末まつ魔まの悲鳴を上げる幹を力任せに握にぎり潰つぶした。

　顔に降りかかる木片を払はらいのけ、レインが叫ぶ。

「くっそ。ペムペム、【体当たり】」

「ぴぎぃ！」

「させるか！　ザイン。【ハードウィップ】」

　力を溜ためるペムペムへ狙ねらいを定め、植物系のモンスターを操あやつる魔獣錬磨師モンスタートレーナーが吼ほえる。その声に、魔ま木ぼくのモンスター、《ベロムウッド》が太い二本の蔦を撓しならせた。唸うなる蔦が鞭むちのような風切り音を上げ、舞い散る落ち葉を引き裂さきながらペムペムに迫せまる。

　ペムペムは咄とつ嗟さに飛び出す方向を変え、その身を近くにあった木の幹へ打ち出した。鞭の猛もう襲しゆうを避けたペムペムは、そのまま狙った大木を踏ふみ台に、攻撃に集中して無防備になったベロムウッドへ標的を定める。

　ペムペムを受け止めた大木の幹が、突とつ然ぜん断末魔の悲鳴を張り上げた。大木の根元を挟はさみ、一呼吸のうちに断たち切る大おお鋏ばさみ。土の中から這はい出てきた鋼鉄の蟹かに、《アイアンクラブ》がペムペムの身体からだを受け止めた木を切り倒たおす。

　傾く足場にペムペムが必死にバランスを取る。その青い頰にひんやりとした冷気が走った。頭上の木の葉が次々に凍こおり付き、木の幹を伝って絶対零れい度どの冷気がペムペムに迫る。

「ペムペム、戻もどれ！」

「ぴぎ!?」

　ペムペムは木に強きよう烈れつな冷気を吐きつける《アイスモンキー》を睨にらみ付けながら、レインの傍かたわらへと飛び降りた。

「無事か、ペムペム！」

「ぴ、ぴぎぎ。ぴぎっ！」

　身体に張り付いた霜しも柱ばしらを払い落としながら、ペムペムが大きく返事をする。心強いその声にレインは頼たのもしそうに鼻を鳴らしたが、その顔にはいささか余よ裕ゆうがなかった。

「レイン！　地じ獄ごくに落ちろおぉおお！」

「てめぇら、いい加減にしろよな！」

　振り下ろされる緑の腕うで、亜人族《トロール》の巨腕を避けながらレインが苦い表情を浮かべて悪態をつく。目の前で爆はぜる地面。大地に片腕を突っ込んだトロールは、そのまま反対の腕を振ふり上げると、バランスを崩くずしたレイン目掛けて振り下ろした。

「ぴぎぃいいいっ！」

　ペムペムの身体とトロールの拳こぶしが交こう錯さくする。レインに拳が届く前に、ペムペムの体当たりがトロールの顔面に直ちよく撃げきした。バランスを崩し、トロールの拳の軌き道どうが僅わずかにずれる。

　だが、トロールは構わず腕を振り抜いた。

　無骨な腕がレインのすぐ脇わきを通り抜け、背後にあった大木をいとも容易たやすく粉ふん砕さいする。

「サンキュー、ペムペム！」

　冷ひや汗あせをかきながら醜しゆう悪あくなトロールから飛び退くレインは、自分に攻撃を仕し掛かける魔獣錬磨師モンスタートレーナー達を一いち瞥べつし、げんなりと口元を歪ゆがめた。姿が確認できるだけでも４人の魔獣錬磨師モンスタートレーナーが、レインのことを取り囲んでいる。戦場において弱者から狙うのは正しい。だが、彼らがレインを狙うのはもっと別の私し怨えんだった。

「てめぇばっかり可愛かわいい子とイチャイチャしやがって、許さねぇえ！」

　絶ぜつ叫きようを上げながら、アイスモンキーを操る魔獣錬磨師モンスタートレーナーが腕を振るう。同時に、大量の氷柱つららが頭上から降り注いできた。

「アリカさんから手料理の弁当を作ってもらってるって噂うわさは本当かぁあああ！」

　続けてベロムウッドを従える魔獣錬磨師モンスタートレーナーが、その腕を掬すくい上げる。地面を割って現れた三本の細い根が絡み合い、太い一本の鞭となって氷柱共々レインとペムペムへ牙きばをむく。

　男達の恐おそろしい嫉しつ妬との標的にされたレインはペムペムを抱だきかかえると、素早く地を蹴けり、背後にあった岩の陰に逃にげ込んだ。降り注いだ氷柱が表面を削けずり、振り落とされた根の鞭が岩の三分の一を打ち砕くだく。

　レインがぎりぎり残った石の壁かべに背中を預け、軽く息を吐く。

「ぴぎぎぎぎ！」

　その耳を、切せつ羽ぱ詰つまったペムペムの警告が貫つらぬいた。

　レインが咄嗟に膝ひざを折り、背中を石いし壁かべに滑すべらせる。ズドンっという凶きよう悪あくな音が頭上で響ひびき、落ちてきた岩の破は片へんが肩を叩く。

「ちっ。外したか」

　悔くやしそうに舌を打ったのは、レインに向けて毒針を飛ばした甲こう殻かく虫《シルバースコーピオン》と契けい約やくした魔獣錬磨師モンスタートレーナーだった。シルバースコーピオンが毒針の次じ弾だんを装そう塡てんし、その尾おを再びレインに向ける。その僅かな間に、レインは射線から木を盾たて代わりにして逃のがれると、木こ陰かげに身を隠かくしながら自分自身を罵ののしった。

　今の攻撃はヤバかった。ペムペムの警告がなければ完全に終わっていた。

　レインはまだ【契けい約やくの絆きずな】を発動させていない。よって、ペムペムから還かん元げんされる柔じゆう軟なんな筋肉、危機察知能力、そして逃げ足の速さの恩おん恵けいを受けてはいなかった。予選はバトルロイヤル。【契約の絆】を発動すればすぐに疲ひ弊へいして戦えなくなる。レインを取り囲む五人の魔獣錬磨師モンスタートレーナー達も、誰だれ一人ひとりとして【契約の絆】を発動させてはいなかった。

　なにより、【契約の絆】を発動したからといって、ペムペムと敵のモンスターの根本的な力の差は易やす々やすとは埋うまらない。先ほどペムペムがトロールの顔面を弾はじき飛ばした時も、トロールは微び々びたるダメージしか受けていなかった。

　いや、どちらにしろこの頭数の差だ。【契約の絆】を発動したとしても、相手が【契約の絆】を発動させれば同じこと。

「ぴぎ……」

　レインの腕の中でペムペムが悔しげな鳴き声を漏らす。一対一ならばもう少しまともな戦い方もできるだろう。もしくは、ペムペムにもう少し力があれば……

　そんなペムペムの心の内を察したレインは、溜息を零こぼすように微笑ほほえむと、その小さな頭にポンと手を乗せた。

「こぉ～ら。なにしょぼくれてんだ！」

「ぴぎ？」

「いいんだよ。お前はそれで！　落ち込んでないで、さっさとこの包ほう囲い網もうを突とつ破ぱするぞ。【契約の絆】は使わねぇ。お前の力だけが頼たよりだ。いいな」

「ぴぎっ！」

　落ち込んでいたペムペムが、その顔を太陽のように輝かがやかせる。

　ペムペムのやる気が復活したことに、レインが「よしっ！」と力強く頷うなずきながら、木の幹から敵の位置を確かく認にんする。姿が見える敵は三組。トロール、スコーピオン、そしてベロムウッド。アイアンクラブとアイスモンキーが見当たらない。どうやら隠れているらしい。

「ペムペム、残りの二組。わかるか？」

「……ぴぎっ。……ぴぎ！」

　ペムペムが草むらの一角と一本の大木を睨み付けて小さく鳴き声を上げる。弱者故ゆえの本能。どんなに上う手まく隠れても、ペムペムの危機察知能力は小さな敵意でさえも感知する。

　レインは今一度全員の位置を確認し、静かに息を吐はいた。正直言って、全員を打だ倒とうするのは難しい。妥だ当とうな手段は、レインも誰だれかと合流して手を組むこと。正直なところこれだけ毛け嫌ぎらいされているのを目まの当たりにすると味方になってくれるクラスメイトがいるか自信はないが、あたってみる価値はある。

　どちらにしろ、まずはこの包囲網から逃げ出すことだ。せめて水辺にたどり着けば、ペムペムがだいぶ有利に戦える。オウズの森の地理を思い出し、レインが進むべき道を見定める。それは、鶴かく翼よくの陣じん形けいを取った敵の右翼側。

　チャンスは、一度きりだ。

「ペムペム。──」

「ぴぎ」

　レインが震ふるえるペムペムを腕から離す。そして、緊きん張ちようを飲み込むように浅く目を閉じ、

「すぅ──、よし。……行くぞ！」

「ぴぎっ！」

　ペムペム達と共に木の陰かげから飛び出した。

「出てきたぞ、やれー！」

　リーダー格なのかトロールを操あやつる魔獣錬磨師モンスタートレーナーの号令で、レインを狙っていた生徒が一いつ斉せいに攻こう撃げきを開始した。毒針が飛び、蔦が唸り、トロールが肉にく薄はくする。

「ぴぎぃ！」

「よしっ！」

　ペムペムの声に合わせて、レインは前方へ向けて転げるように飛び出した。足先を掠める蔦の先。背後を振り向かず、レインがその身体をはね起こし大地を蹴る。襲おそい掛かる巨きよ大だいな拳と毒の針。トロールが目の前のレインとペムペムにその拳を振り下ろす。

「ペムペム、【体当たり】」

「なに!?」

　トロールの魔獣錬磨師モンスタートレーナーが驚おどろき呻うめく。目の前で走るレインとペムペムとはまるで別の方角から、青い砲ほう弾だんは発射された。巨大な拳を支える身体がわき腹に受けた衝しよう撃げきに大きくぐらつき、すぐ隣となりを飛んでいた毒針へと倒れこんだ。分厚い筋肉の壁に、猛もう毒どくの針が食い込む。

　トロールを突き倒したのは、ペムペムが木陰で生み出した分ぶん裂れつ体だった。

　レインとペムペムから一いつ瞬しゆん遅おくれて飛び出した分裂体の〝ペムペム〟は、トロールの身体から今度は氷の矢を構えるアイスモンキーへとその身体を打ち出した。接近に気が付いたアイスモンキーがその尾っぽで摑つかんでいた氷の矢を〝ペムペム〟に向けて投とう擲てきする。氷の矢をまともに受けた〝ペムペム〟は氷の彫ちよう像ぞうと化し、落下と共に砕け散った。

「ぴっぎ！」

「ここかっ！」

　氷の砕ける音を聞きながら、ペムペムの警告にレインが大きく跳ちよう躍やくする。その瞬間、レインの足下の草や周りの木々が、同じ背せ丈たけに切り揃そろえられた。森の植物を均一にしたのは、目を見張るほどに巨大化した鋏を閉じたアイアンクラブだった。再びその鋏が開かれる前に、レインがその攻撃圏から離り脱だつする。

　抜ぬけた！

　と、レインが気を緩ゆるめた、まさにその時。

「ぴぎぃいいいいっ！」

「んがっ！」

　今までにないほど警告の声を張り上げたペムペムが突とつ如じよその進路を変え、レインのことを突つき飛ばした。熱気がレインの肌はだをあぶり、その頰ほおを青く染める。青白い高温の炎ほのおが森を駆かけ抜け、一人の魔獣錬磨師モンスタートレーナーがそのパートナーを引き連れて現れた。

「まったく、言っただろ～。こいつら、逃げ足だけは速いってよ」

　髪かみをかき上げながら気け怠だるそうに現れた男の制服の袖そでには、【ベギオム】のエンブレムが縫ぬい付けられていた。

「よりによって、ここでかよ」

　レインが背後を気にしながら唸うなる。炎の精せい霊れいの亜あ種しゆ、青白い炎に身を包んだ魔ま精せい《ブルーバルバール》を従えて現れたのは、炎の《精せい霊れい紋もん》を宿した学年６位の魔獣錬磨師モンスタートレーナー、サグラム・デンブローグだった。

　レインが嫌いやな汗を流しながら、いつでも走り出せるように身構える。炎そのものであるブルーバルバールにペムペムの体当たりは通じない。レイン達には分ぶが悪すぎる。

　だが、レイン達に退路はなかった。ブルーバルバールが片腕を持ち上げる。迸ほとばしる青白い炎はレイン達が飛び出す間もなく、一瞬のうちにサグラムとその仲間だった５人の魔獣錬磨師モンスタートレーナーを包んだ大きな円えん陣じんを生み出した。

「まぁ、レイン。今回のバトルロイヤルは諦あきらめてくれよ。優勝したいんだ、俺」

「優勝はどうでもいいけど、俺だって負けらんねぇよ。ぶっ飛ばしたい奴やつがいるからな」

　上じよう昇しようする気温に大おお粒つぶの汗を流しながら、レインが不敵に微笑む。もう、レインは覚かく悟ごを決めていた。【契約の絆】が発動する寸前で闘とう志しを押し留とどめ、静かに目の前の敵を見定める。ブルーバルバールに体当たりは効かなくても、体当たりが生み出す風圧は別だ。条件はすこぶる悪いが、レインとペムペムが編み出した新しん技わざならば、多少の勝機が窺うかがえる。

「そうか、残念だな」

　むしろ嗜し虐ぎやく的な笑みを浮うかべながら、サグラムが腕うでを振り上げる。

　だが、振り上げられた腕が勝利を導くことはなかった。

　突如走り抜けた朱あかい炎線が大気を切り裂さき、青い円陣ごとブルーバルバールを焼き切ったのだ。炎そのものであるブルーバルバールの身体からだが斜ななめにずれ、ゆっくりと倒たおれこむ。

「う、うそだろ」

　じたばたと必死に身体を繫つなげようとするブルーバルバールの隣で、サグラムが呆ぼう然ぜんとした表情を浮かべて膝をつく。

「炎そのものの魔精ならば、そのくらいでは死ぬまい」

　誰もが声を失う中、割れた円陣の間からキールを引き連れたエルニアが、その掌てのひらに刻まれたドラゴンの紋もん章しようを仄ほのかに瞬またたかせながら悠ゆう然ぜんとした足取りで現れた。

「エ、エルニア!?」

　傍かたわらに並んできたエルニアに、レインが思わず叫さけぶ。

　エルニアは白い歯を見せて鼻を鳴らすと、レインも思わずドキッとするような笑みを浮かべて、悪戯いたずらっぽく答えた。

「よぉ、呼んだか？」

　なぜか男っぽい口調で答えたエルニアに、一瞬きょとんとしたレインがハッと顔を歪ゆがめる。エルニアが放った言葉は、以前レインが風のドラゴンからエルニアを助けた時に掛かけた言葉とまったく同じだ。

（一本、取られたな）

「う、うるせぇ！」

　楽しげに口の端はしを吊り上げるキールに、レインが恥はずかしさを隠すように声を荒あらげる。

　そんなレインに、エルニアは身体を何とか復元したブルーバルバールを睨にらみ付けながら、誇ほこらしげに叫んだ。

「レイン・エルハルト。私と組め！　貴様の道は、私が切り開いてやる！」

「ど、どうしたんだよ。いきなり。つーか、さっきお前達、何をしたんだ？」

　レインがようやく落ち着きを取り戻もどしながら、キールに目をやり訊たずねる。先ほどキールが放った攻撃は、何度も手を合わせたレイン達が知らないものだった。

　だが、エルニアはまるで自分に酔よっているかのように恍こう惚こつとした表情を浮かべると、まるで囚とらわれの姫ひめを救い出した騎き士しのように声高らかに叫んだ。

「細かいことは、どうでもいい。とにかく、私と共に来い。貴様は私の──」

　エルニアが怒いかりに目を細めながら、自分に向かって放たれた青白い炎の渦うずを睨み付けた。

「邪じや魔まをするな。キール、【ブレススパイラル】」

（野や暮ぼな者達には退場願おう）

　キールがその双そう眸ぼうを燃やしながら、その顎あごを大きく広げる。そこから迸ったのは、レインが知るものとは遥はるかに細い炎の渦だったが、その炎の渦は迫せまりくる青白い炎を突き抜けると、敵の炎を吸収して巨大な炎となってサグラムに牙きばをむいた。ブルーバルバールが身を挺ていして主あるじを庇かばったが、あの威い力りよくではもう立ち上がれまい。

　ブルーバルバールを圧あつ倒とうした炎が、今度は無防備な森の木々をその炎の腕で包み込む。だが、森の木々が焼き払はらわれる、その瞬間。キールがクイッとその首を捻ひねり、ブルーバルバールを炙あぶった炎を操ると、灼しやく熱ねつの業ごう火かを天空へと導いた。

（無む駄だに、森を破は壊かいするわけにはいかぬからな）

　キールが再びニヤリとその口の端を吊り上げる。

　そんなキールの隣でエルニアはレインに向けて手を差し出した。

「さぁ、行くぞ。レイン・エルハルト」

「相変わらず強ごう引いんだな」

　レインは思わず苦く笑しようしながら、差し出されたその手をしっかりと摑んだ。

「ああ、悪いけど甘えさせてもらうぞ」

　正直、レインとペムペムだけでバトルロイヤルを勝ち進むのは難しい。エルニアの申し出を断る理由はなかった。

「むふふふ。そうだ、それでいいのだ」

　レインに手を摑まれたエルニアが、嬉うれしそうに身み悶もだえする。その燃え上がる双眸を止められる者など、もはやレインとエルニアのいるブロックにはいなかった。

　そして、エルニアとレインは破竹の勢いでバトルロイヤルを通過した。

　エルニア・Ｆ・ミレーネブルク＆キール

　レイン・エルハルト＆ペムペム

　Ａブロック勝ち抜け決定




　　　　＊




　エルニアが逃にげ惑まどう生徒達を笑って追い詰つめている頃ころ、他のブロックではそれぞれの参加者が決勝戦の切きつ符ぷを目指して戦っていた。だが、その中でＣブロックに選ばれた者は不運と言うほかはない。

　彼らのブロックには、学年最強の男、エンジェルトレーナーのファルドがいた。

「あーっははははは。諸君、その程度か！」

　ファルドの哄こう笑しようが空へ大地へ響ひびき渡わたる。ファルドの後ろでは、浅く目を閉じたエルデミオールが胸の前に剣けんを掲かかげ、その上空に球体の陣形を取った九枚の天輪を展開していた。

　まさに強者の貫かん禄ろく。ファルド達は隠かくれるような姑こ息そくなことはせず、堂々と草原の真ん中に構えていた。まさに狙ねらってくれと言わんばかりだが、彼らを狙った生徒達は、その攻撃が届く前に、どんなに遠く、どんなに上う手まく隠れていようとも撃げき沈ちんされた。

　まさに、守護天使とも呼ぶべき絶対的防ぼう御ぎよ力を誇る天騎士、エルデミオールによって。

　また一人、ファルドに挑いどむ女子生徒が、林の中から彼に狙いを定める。彼女が契けい約やくを結ぶ、目ま深ぶかにつばの広い帽ぼう子しを被かぶり、不可視のベールを身に纏まとった青年のエルフ《タリスマン》が、弓を引き絞しぼり、しびれ薬を塗ぬり込んだ矢をファルドに定める。だが、タリスマンの指先が弓の弦つるを離はなした刹せつ那な、二筋の閃せん光こうが燦きらめき、彼の矢と、その右みぎ肩かたの布を貫つらぬいた。それは、エルデミオールの天輪から放たれた光のダガー。勢いよく後方へ吹ふき飛ばされたタリスマンが、太い木の幹にその身体を打ち据すえられる。

「殺気を殺せ！　気配を断たて！　まだまだ甘いぞ、諸君！」

　ファルドがそのオレンジ色の髪をかき上げ、次の挑ちよう戦せん者を求めるように哄笑する。

　その隣で座るジナは、抱かかえた膝ひざの上にルルを乗せながら、つまらなさそうに呟つぶやいた。

「私も、戦いたい」

　ルルに顎を乗せながら口を尖とがらせるジナに、ファルドは「何を言うんだ」と切せつ羽ぱ詰つまったような声を張り上げた。

「僕の女め神がみよ。君は、そのままで良いんだ。もし戦場に赴おもむいて、その雪のような白い肌に毛の先ほどの傷でも負ったらどうするんだ？　その可か憐れんな銀ぎん髪ぱつの一本でも抜けてしまったらどうするんだ！　もし、そんな事が起こってしまったら、僕は僕を許せない！　そうだろ、エルデミオール！」

　主の問いかけに、エルデミオールが仕方なさそうに首しゆ肯こうする。エルデミオールが目を閉じているのは、他の生徒達を軽かろんじる訳ではなく、小うるさい主を無視するためだった。

　だが、そのどうしようもない主の力は本物だった。その、未いまだ底の見えないファルドの実力に、エルデミオールは思わず身み震ぶるいすることすらある。麦の芽ひとつばかりの気配を感知し、天輪が再び光を放つ。また一組、生徒達が地に伏ふした。その正確無比な攻こう撃げきを可能にしているのは、無意識のうちに弱い【契約の絆】を展開するファルドの力が大きい。

　だから、エルデミオールはファルドを認め、契約した。

「君はそのままで良いんだよ、子こ猫ねこちゃん」

　性格が多少残念なのには目を瞑つぶってでも、だ。

「……もういい、寝ねてる」

　女神から子猫ちゃんになったジナが、飽あき飽あきという感じで瞼まぶたを閉じる。もちろん、その膝に乗っかるルルは、ファルドが変な気を起こせばすぐに嚙かみ付けるように、一瞬の油断もなくファルドを睨んでいた。

　ルルに威い嚇かくされるファルドの頭上で、再び天輪の一つが瞬またたく。

　そして、最後のモンスターが岸がん壁ぺきに縫い付けられた。

　ファルド・グランサンダー＆エルデミオール

　ジナ・レームライト＆ルル

　Ｃブロック勝ち抜ぬけ決定
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　エルデミオールの天輪が最後の光を放った頃、その強力な一いち撃げきを背高い岩山の上から見ていたガゼットは呆あきれ気味に呟いた。

「ほんと、反則まがいの強さだね。アレは卑ひ怯きようだ」

「ガっちゃん。私達も人のこと、言えないと思うよ」

　平らな石の上にちょこんと座ったアリカが、自分達の周りで痺しびれて動けない生徒達を見ながら申し訳なさそうに呟く。そんなアリカに、ガゼットは心外だと言わんばかりにわざとらしく眉まゆを顰ひそめながら、口元に楽しげな弧こを描えがいて眼鏡めがねのブリッジを押し上げた。

「バトルロイヤルはチーム戦が前提だ。僕達は何も反則なんてしていないよ、アリカ」

「そ、そうだけど。でも……」

　アリカがなんとかこの意地悪眼鏡を改心させようと無む謀ぼうにも反論を試みる。だが、アリカがすぐに論破されるであろう妙みよう案あんを思いつく前に、学年ランキング13位に名を連ねる一組の魔獣錬磨師モンスタートレーナーが岩いわ陰かげから飛び出した。

「グリン。引き裂さけ。【クロスクロウ】」

　主の命に従い、《グリフォン》がその双そう翼よくを大きく羽ばたかせて舞まい上がる。鳥ちよう獣じゆう類るいの中でトップクラスの破壊力を誇るその前脚の一撃はまさに必殺だ。まともに食らえば肉はえぐれ、骨が砕くだける。

　だが、そんな強敵を前にガゼットはどこまでも飄ひよう々ひようとした笑えみを浮うかべると、気乗りしなさそうなアリカにその眼鏡を傾かたむけた。

「はい、アリカ。頼たのんだよ」

「う～ん、もうやだぁ～」

　申し訳なさそうに眉を下げたアリカが攻撃を躊ちゆう躇ちよする。

　そんなアリカに、隣となりにいたガゼットが声を潜ひそめながら必殺の一撃を放つ。

「ほらほら、早く。優勝してレインに告白するんだろ」

「～～っ！　ガっちゃん！」

　ガゼットの禁断の一言を受けたアリカが、声にならない悲鳴を上げ、意地悪眼鏡を睨み付ける。その双眸には、もはや正常な思考は残っていない。

　そんな二人めがけて、グリフォンが強きよう靭じんな爪つめを宿した双そう脚きやくを振ふり下ろす。

「アリカ、ほら敵がきたよ。レインのために、がつんと一発やっちゃおう！」

「う……ぅ……ガっちゃんの……ぶぅあかぁあああぁあ。もう、知らない！　レオンっ！　【フリーズストライク】！」

　目め尻じりに涙なみだを溜ためながら叫さけんだアリカに、その隣に控ひかえていたレオンが周囲の水分を氷結させ二つの巨きよ大だいな氷ひよう牙がを生み出した。

　レオンの遠とお吠ぼえが辺りに木こ霊だまし、一本の氷牙がグリフォン目め掛がけて解き放たれる。

「砕け。グリン」

「グゥオン！」

　グリフォンの魔獣錬磨師モンスタートレーナーが、パートナーに向けて指示を飛ばす。彼らにとって、レオンの放った氷牙は驚きよう異いでも何でもな──

「レオン、もう一回！」

「なに!?」

　アリカの叫びに、魔獣錬磨師モンスタートレーナーがにわかに動どう揺ようする。山に木霊する氷ひよう狼ろうの遠吠え。その遠吠えに導かれ、一本目の氷牙に二本目の氷牙が衝しよう突とつした。グリフォンの目の前で、巨大な氷牙が轟ごう音おんと共に砕け散る。

「まさか、指示を違たがえたのか？」

　レオンの奇き行こうにグリフォンの魔獣錬磨師モンスタートレーナーが眉を寄せる。だが、彼の予想は外れていた。そして、すぐに逃げるべきだった。

　アリカの隣にいた眼鏡の悪あく魔まから。

「ピック。【ライトライトニング】」

「ふぅ……。了りよう解かいだ、マスター」

　やれやれと溜息を吐ついたピックが、ガゼットの肩かたに座りながら弱い電でん撃げきを頭上のグリフォンに向けて解き放つ。命中しようともグリフォンの体毛をほんの少し逆立てるに終わるであろうその電撃は、あと少しでグリフォンに届くというところで、突とつ然ぜん大気を引き裂くような轟音を打ち鳴らし、一撃でグリフォンの自由を奪うばう強力な雷かみなりへとその姿を変えた。

「なんだと!?」

　グリフォンの魔獣錬磨師モンスタートレーナーが驚おどろき、思わず後ずさる。学年ランキングでは34位に身を置くガゼットは、ランキング１９３位に身を置くアリカの頭を軽く撫なでながら、運良く電撃の余波を免まぬかれた彼に優やさしげに微笑ほほえんで教えてあげた。

「自然の雷は雲の中の氷の粒りゆう子しがぶつかり合うエネルギーが源だ。だったら、同じ事を起こしてやれば良い。覚えておくんだね。チーム戦ていうのは、こういうのを言うんだよ」

　負けを認めて膝をつく魔獣錬磨師モンスタートレーナーを見ながら、ガゼットがそっと眼鏡のブリッジを押し上げる。その隣では、「またやっちゃった」とひどく落ち込んだアリカが、レオンの体毛に顔を埋うずめながら、恥はずかしさのあまり泣いていた。

　ガゼット・ガールバレス＆ピック

　アリカ・セクスレン＆レオン

　Ｄブロック勝ち抜け決定




　　　　＊




　ガゼットが拗すねるアリカをからかいながら慰なぐさめていた、ちょうどその頃。主あるじの指示もないまま、単独で暴れ回り他のモンスターを圧あつ倒とうする悪魔に、Ｂブロックの参加者は恐おそれ戦おののいていた。

　気高い双そう角かくを携たずさえ突とつ進しんした大おお鹿じかの《ビッグディア》が、無造作に振り払はらわれた鎖くさりの巻き付く腕うでに撥はね除のけられる。その後に続いた炎ほのおを吐はくネズミ《炎えん鼠そ》は、噴き出した炎ごと、無骨な足に蹴けり飛ばされた。吹き飛ぶ二体のモンスターの間から、烈れつ風ぷうを纏った巨きよ体たいが飛び出す。だが、ランキング８位に名を連ねる双そう頭とうの虎とら《クルォールタイガー》は口外まで伸のびた凶きよう悪あくな牙きばをへし折られながら大地に頭を叩たたきつけられると、一いつ矢し報むくいることなく昏こん倒とうした。

　森が静けさを取り戻もどす。

　瞬またたく間に目に映る全すべての敵をねじ伏せたジャンブルウは、興奮も感かん慨がいもなくその場から飛び退のくと、太い木の幹に頭を乗せるミストリアのことを心配そうに覗のぞき込んだ。

「ロードよ、芳かんばしくないようだな」

「そう、みたいね。ごめんなさい」

「良い。無茶をするな」

　地じ響ひびきのような声を放つジャンブルウが、その声こわ色いろを和やわらげる。だが、その血のようなクリムゾンの双そう眸ぼうは、ともすれば噴き出しそうな怒いかりが燻くすぶっていた。鼻面に深々と皺しわを寄せながら、ジャンブルウがその鋭するどい爪を慎しん重ちように動かし、ミストリアの首筋をそっと撫でる。熱で赤くなった首筋には、親指の先ほどの黒いしこりが出来ていた。その場所はちょうど、あの赤黒い虫に刺さされた場所だった。

「やはり、毒を盛られたか。吾わが輩はいが付いていながら」

　ジャンブルウが手近にあった木の幹を握にぎり潰つぶす。大人の胴どう回まわりより太い木の幹が、まるで粘ねん土どでも毟むしるように引き千ち切ぎられた。

　ジャンブルウが見下ろすミストリアは、高熱に頰ほおを赤らめながら、虚うつろな視線を空中に漂ただよわせていた。一目で体調が悪いことが分かる。しかも、ミストリアを苦しめている病びよう原げん菌きんか毒は未知のものだ。下手をすれば命にかかわるかもしれない。

　手の中の木き屑くずを握りつぶしながら、ジャンブルウがゆっくりと口を開く。

「棄き権けんならば、いつでも言え。吾輩はロードに従──」

　ジャリッと、ジャンブルウの口に巻き付いていた鎖が音を立てて締しまった。鎖の端はしを握ってなんとか身を起こしたミストリアが、その双眸に激情を浮かべながらそっと微笑む。

「悪魔のあなたらしくないわね。人間を、モンスターを追い詰つめるのが生きがい。恐きよう怖ふで相手を束そく縛ばくし、己おのれの本能を解放するのがあなた、なのでしょう？」

「……ふ。やはりお主は、吾輩のロードだ」

　ジャンブルウが優しくミストリアの手を鎖から引き剝はがしながら、そっと主の身体からだを太い根と根の間に出来たくぼみに横たえる。

　熱に顔を赤らめつらそうな息を吐くミストリアに向け、その暗い双翼を大きく広げたジャンブルウは、微かすかに口を広げ、鋭い牙を覗のぞかせながら頼もしい笑みを浮かべた。

「少し寝ていろ。ロードを束縛する障害は、一いつ切さい合がつ切さい吾輩が蹴け散ちらしてくれる！」

　凶悪な笑みと言葉を残し、ジャンブルウがミストリアを取り囲む魔獣錬磨師モンスタートレーナーの群れの中へと躍おどり出る。ミストリアが次に目を開けたとき、立っていたのは返り血を面めん倒どうくさそうに振り払うジャンブルウだけだった。

　ミストリア・クラウリス＆ジャンブルウ

　Ｂブロック勝ち抜け決定（ジャンブルウにより他のモンスターは全て戦せん闘とう不能）
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　７人の魔獣錬磨師モンスタートレーナーと７体のモンスター

　決勝トーナメントに集つどう７組の英えい傑けつが決定した頃ころ、オウズの森の一いつ郭かく、生徒会により立ち入り禁止区域に指定されたその場所では大岩すら吹ふき飛ばす暴風が吹き荒あれていた。

　竜たつ巻まきの腕かいなが散らばった岩を摑つかみ取り、螺ら旋せんを描く倒とう木ぼくの縄なわ張ばりから吹き飛ばす。地響きと共に森のあちこちに落下する岩を見送りながら、全身をエメラルド色の鱗うろこで覆おおったモンスター界の王者、周りの木々を悠ゆう々ゆうと見下ろせる巨体を誇ほこる風のドラゴンはその双眸を明け方にレイン達を吹き飛ばした学園の方へと傾けた。

（彼奴きやつめ。好き放題にして帰りおって。我が咎とがめられたではないか）

　不満を露あらわにした念話を独り言のように発しながら、風のドラゴンがその強靭な尾おを振るい、足あし下もとにあった大岩を怒りに任せて砕き割る。細かくなった砕さい石せきを再び竜巻で森の方へと吹き飛ばしていると、突然、風のドラゴンの背後の山に口を広げた洞ほら穴あなから天空を震ふるわせるようなドラゴンの咆ほう哮こうが轟とどろいた。

　怒りを露わにしたその雄お叫たけびに、風のドラゴンが震え上がる。雄叫びの主は、風のドラゴンのつがいだった。どうやら、石を砕く音がうるさいらしい。

（ぐぬぬぬぬ。竜りゆう源げんの実一つでは割に合わぬのではないか？　彼奴らめ、恨うらむぞ）

　心底恨めしそうな皺を鼻はな面づらに寄せながら、背中を丸めたドラゴンが静かに足下にあった岩を拾い上げる。

　その時、微かな痛みがドラゴンの胸に走った。

（うぬ……）

　筋肉の下に走る鈍痛に、風のドラゴンが顔を顰しかめる。だが、その痛みはすぐに風のドラゴンの口元に楽しげな笑みを刻み込んだ。

（ふふふふふ。まさか、あのような手を考えるとは。彼奴らは本当に面おも白しろい）

　その口元に凶悪な笑みを刻む風のドラゴンが、爪つま先さきで胸を擦さすり、ポロポロと焦こげた鱗をそぎ落とす。傷だらけの弱者達が見せた以前とは全く別の戦術。それは、生まれながらの強者である風のドラゴンにとって、ここ百余年の退たい屈くつを吹き飛ばすに余りあった。

　楽しげに鼻を鳴らしたドラゴンが、音を立てないように石を縄張りの外へと運び出す。

　だが、次にレイン達が訪おとずれることを待ち侘わびるかのように微笑んでいた風のドラゴンは、振り返るやいなや一転してひどい仏頂面を浮かべて肩を落とした。

（しかし、コレではいつまでかかるのだ？）

　風のドラゴンが疲つかれたような溜息を漏もらす。

　その深い哀あい愁しゆうを湛たたえた双眸には、そこかしこに岩が散乱した彼の縄張りが映っていた。
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「どうしたんだい、レイン。ぼーっとして」

「ん、ああ──」

　ガゼットの質問に、レインが生返事で答える。それも無理はないだろう。

　強大な風のドラゴンにすら真っ向から勝負を挑いどむレインだが、今自分が立たされているその場の雰ふん囲い気きは、今まで体験したことのないものだった。

　今レインがいる場所、そこは《ウィルの丘おか》と呼ばれる他の学園との対たい抗こう戦やランキング戦の決勝戦などで使用する特設闘とう技ぎ場だった。凹おう凸とつ一つない大理石の闘技台。生徒達が見守る観戦席。さらには国こく賓ひんを招く来賓席まである。

　強力なモンスター同士が雌し雄ゆうを決するため血肉を削けずる至高の舞ぶ台たい。そのすぐ脇わきにある選手控ひかえ席で、レインは生徒達の熱気に圧倒されていた。

　もちろん、それはレインの頭に乗っているペムペムも一いつ緒しよだ。ぽかんとした表情で観戦席を見回すペムペムは隙すきだらけで、今ならどんな攻こう撃げきも当てられるだろう。

　主従揃そろってまぬけ面を晒さらす単たん細さい胞ぼうコンビに、同じく選手席に腰こし掛かけるガゼットは実に可お笑かしげな笑みを浮うかべた。

「全く君達は、いつもの度胸はどこいったんだい？　せっかく、上級生達も見に来てるんだ。スライムの汚お名めい返上の大チャンスじゃないか」

　ガゼットの言うとおり、観戦席には予選落ちの同級生以外にも上級生の姿があった。しかも、一番戦いがよく見える特別席には生徒会長アリエルの姿もある。確かにガゼットの言うとおり、スライムの実力を示すには最高の舞台だろう。

　だが、レインはガゼットの言葉に、難しそうに眉まゆを顰ひそめた。

「そういう言葉は、ジナの奴やつに言ってやれよ。俺とペムペムは、別に名声がほしいわけじゃない。それに、なんかこういうのはむずかゆいんだよ。なぁ、ペムペム」

「ぴぎぴぎ」

　落ち着きなさそうに身体を揺ゆらすレインとペムペムに、ガゼットが笑いを抑おさえきれないように身体を震わせる。

「本当に、君達は変わってるよね。じゃあ、君達は何のために戦っているんだい？」

「ん？　何のためって。別に何のためでもないぞ。ただ、戦うのが楽しいから戦ってるだけだからな」

「ふ～ん。でも、そういうのって──」

　レインの返答に、ガゼットが少し意地悪げに笑い言葉を続けようとした、その時。

「おいおいおいおいおい。決勝戦にスライムが二匹ひきもいるなんて、何の冗じよう談だんだよ？」

　観戦席からあからさまな嘲ちよう笑しようが、レイン達に降り注いだ。

　レインとガゼット、そしてその隣となりにいたアリカが、一いつ斉せいに顔を顰めながら声の方へ目を向ける。レインへ嘲あざけりの笑えみを浮かべているのは、数週間前にもレインとペムペムの事を馬ば鹿かにしていたゴブリントレーナーだった。

　レイン達の視線に気がついたゴブリントレーナーは更さらに笑みを濃こくする。すると、隣にいた生徒までもが、ゴブリントレーナーに同意するように笑い始めた。

「さぁな。聞いた話じゃ、レインはエルニアさんに、ジナはファルドの奴に匿かくまってもらってたらしいぞ」

「なんだ、強い奴の腰こし巾ぎん着ちやくだったのかよ。ダッセーな。魔獣錬磨師モンスタートレーナーなら、自分の腕うでっ節ぷしで勝負しろってーの。ぎゃはははは」

　態度悪く足を組みながら、ゴブリントレーナーが哄こう笑しようする。

「レイン……君」

　響ひびく嘲笑に、アリカが心配そうにレインへ目を向ける。

　だが、レインは特に気にした様子もなかった。

「大だい丈じよう夫ぶだ、アリカ。気にすんな、いつものことだろ」

　レインが鼻を鳴らして肩かたの力を抜ぬく。口の端はしに浮かんだ笑みは、むしろ先ほどよりも活いき活いきしていた。レインはそのままつまらなさそうにゴブリントレーナーから眼めを外すと、その視線を今にも冷気と電でん撃げきを放ちそうなレオンとピックへ向けた。

「お前ら、決勝戦の前に余計な体力使うなよ」

「不快だ」

「ぐるぅ！」

　ピックとレオンが、苛いら立だちを露わに目の端を吊つり上げる。主あるじの指示があれば、二人は喜んでその攻撃をゴブリントレーナーへと放つだろう。

　仲間が馬鹿にされて腹を立てるのは、魔獣錬磨師モンスタートレーナーもモンスターも一緒だ。

　そんな彼らに、レインは小さく微笑ほほえみながら、まるで気にしないようにその手をひらひらと振ふってみせた。

「言わせとけ、言わせとけ。むしろ、緊きん張ちようが取れた。スライムトレーナーに期待なんか似合わねぇ。こっちの方がいつも通りだ。なぁ、ペムペム」

「ぴーぎ」

　頭の上で軽く鳴いたペムペムを抱だきかかえ、レインが不敵に微笑む。そんなレインとペムペムに、ガゼットもピックも、アリカもレオンも、小さく息を吐はいて苛立ちを振り払はらった。このコンビにとって嘲笑は、むしろ普ふ段だんの調子を取り戻もどすものらしい。馬鹿にされて気が楽になるなど、レインとペムペムぐらいだろう。

　そして、なにより、他人を蔑さげすむ者は相応に罰ばつせられるのが自然の摂せつ理りだ。

　目映まばゆい光が会場を包み込み、レインの後方で響いていた笑い声が唐とう突とつに止やむ。不思議に思って振り返ってみると、顔を引き攣つらせるゴブリントレーナーとそのパートナーの間に、金色の剣けんが深々と突つき刺ささっていた。

「僕の女め神がみを笑ったのは、君かい？」

　体調が悪いミストリアを医務室へ送って行ったはずのファルドが、普段のおちゃらけた雰囲気を消し去り、精せい悍かんな顔つきに壮そう絶ぜつな怒いかりを湛えながらゴブリントレーナーに微笑む。その隣では、エルデミオールが浮ふ遊ゆうする天輪から、新たな剣を引き出していた。

「ちょっちょちょちょ。わ、わるかった。俺が悪かった。だ、だから勘かん弁べんしてくれぇ～」

　ファルドの殺気を叩たたき付けられたゴブリントレーナーが蒼そう白はくとなり、体面も気にせず涙なみだで顔を汚よごしながら、もげんばかりに首を横に振る。ファルドは相手にする価値もなしと判断したのか、すぐに殺気を消すと、一段高いところにあった観戦席から飛び降り、またいつものおちゃらけた態度で選手席へ駆かけ寄ってきた。

「みんぬぁー、寂さびしかったか～ーい？　ご～めんね～、ミーアが離はなれたくないって泣きじゃくってさぁあ！　それよりなによりどこより、アリカちゃんの隣が空いてるのは、もちろん僕のた──あばびゃびゃばびゃびゃびゃ！」

　今度こそピックの電撃とレオンの冷気を喰くらったファルドが、全身を痙けい攣れんさせながら倒たおれ込む。さすがにそのままでは可哀かわい想そうなのでレインが自分の隣を勧すすめてやると、ファルドは「男の隣は……」と面おも白しろくなさそうにしてはいたが、素す直なおにその席に腰こしを下ろした。

　そんなファルドに、レインが待ちかねたとばかりに訊たずねる。

「それで、ミストリアの具合はどうなんだ？」

「僕が女性の敵に情報を教えると思うかい？」

　不敵に笑うファルドに、レインが「まぁ、そうだよな」と納なつ得とくしたように身を引く。ミストリアはレインの一回戦の対戦相手だが、どうも体調が悪いらしい。

　だが、情報がもらえないことよりも、レインはファルドの言い方の方が気になった。

「その言い方、なんか勘かん違ちがいされそうだからやめてくれ。俺が女の敵みたいじゃないかよ」

「ん？　違うのか？　エルニア嬢じようの交際を散々断り続け、転校生の女神ジナをいきなり泣かせたらしいじゃないか？　しかも、二人にはつれない態度を取りながら、アリカちゃんから手製の弁当を受け取っているらしいじゃないか??　だが、アリカちゃんとも付き合っているわけじゃないんだろう。ああ、なんだか自分で語って苛立ってきたなぁ。とりあえず、一発殴なぐっていいかい。レイン？」

「いいわけあるか！」

「だがなぁ、君と当たるには決勝戦しかないんだ？　君とそのスライムでは、とてもじゃないが勝ち上がってはこれまい」

「へぇ～、言ってくれるじゃねぇかよ。その言葉、後こう悔かいさせてやるから覚かく悟ごしとけよ！」

「ぴぎぃっ！」

　烈れつ風ぷうの気合いをファルドに叩き付けるレインに、腕うでの中のペムペムが気合いの籠こもった声を張り上げる。

　その時、レインの気合いを上回る割れんばかりの歓かん声せいが、会場に響き渡わたった。

「二人とも、話しているところ悪いけど。一回戦の主役が出てきたみたいだよ」

　ガゼットの言葉に、レインとファルドが揃そろってその視線を闘技台に向ける。

　そこには灼しやく熱ねつの朱あか髪がみと幻げん惑わくの銀ぎん髪ぱつを揺らす、二人の魔獣錬磨師モンスタートレーナーが睨にらみ合っていた。
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　エルニアは目の前に立つジナを真まっ直すぐに見定めると、その双そう眸ぼうを強い自尊心で固めながら、強い口調で口を開いた。

「逃にげなかったことは素直に褒ほめよう。ジナ・レームライト」

「逃げるわけ、ない」

　エルニアの声に、戦せん闘とう衣い装しように着き替がえていたジナが小さく顎あごを引く。その栗くり色いろの瞳ひとみはどこまでも落ち着いていたが、そこに込こめられた闘とう志しをエルニアはもちろん感じ取っていた。

　エルニアが不敵な笑みを浮かべながら、運命の神に感謝する。今回のランキング戦の目的はもちろん優勝することだが、それと同じくらいジナに引導を渡すという大きな目的があった。バトルロイヤルでは別の組になってしまったが、今は完全な一対一。これ以上の好機は他にない。

　溢あふれる闘志に唇くちびるを舐なめながら、エルニアが確かく認にんするようにジナに問いかける。

「時間が経たってしまったが、もちろん勝負のことは忘れていまいな」

　烈風を纏まとったその言葉に、ジナはムスッと頰ほおを膨ふくらませながら、双眸に感情を乗せて大きく頷うなずいた。

「もちろ、ん」

　その言葉がまるで合図であったかのように、エルニアとジナは同時にその視線を他の決勝選手が控ひかえる選手席へと流した。事情を知らない観戦席の生徒達は二人がファルド、もしくはガゼットを取り合っているのだと推測したが、その予想は大外れだ。

　二人の少女の視線の先には、楽しそうに二人の勝負を見守る、ペムペムを抱きかかえたレインがいた。

　普ふ通つうに、常識的に、社会的に考えればスライムトレーナーに惚ほれるなど考えられない話だ。正直、エルニア自身も何な故ぜレインに惹ひかれてしまったのか分からないところは多かった。いや、むしろ。これだけ好意を示しているのに無視されている状じよう況きようを考えると、もどかしすぎて怒りすら沸わいてくる。

　だが、分からないからといって他人にレインを盗とられることだけは我が慢まんできなかった。

　レインから視線を引き剝はがし、エルニアが誰だれにも聞こえないように呟つぶやく。

「レインは、私のだ」

　それは焼けるような言葉だった。

　そんな熱い言葉を、もちろん炎ほのおを操あやつるキールが聞き逃のがすはずがなかった。

（ふむ、そのようにまじめに語りかけてやれば、奴も少しは本気にするのではないか？）

「私はいつでも大まじめだ！」

　キールの放った念話に、エルニアが語気を強くして答える。

　そんな主に、キールはさも可お笑かしげに口の端を吊り上げると、これから自分が相手をする敵、桃もも色いろの身体からだを弾はずませるルルへと向けた。

（ならば、このようなところでもたついている場合ではないな）

「もちろんだ。ゆくぞ、キール！」

（うむ）

　エルニアの意気に重々しく頷き、キールが悠ゆう然ぜんと闘とう技ぎ台へ歩を進める。

　そんなエルニアとキールを前に、ジナが一歩も引かない意志を込め、ルルの名を呼ぶ。

「ルル。勝つよ。絶対、に」

「きゅぴ！」

　ジナの声を受け、淡あわい桃色に太陽の光を反射させるルルが闘技台に躍おどり出る。その愛らしさに観戦席からドッと笑い声が漏もれたが、エルニアは一いつ切さい油断しなかった。

　スライムトレーナーが弱者ではないことを、エルニアは知っている。

　そんなスライムトレーナーを認めるきっかけになったレインをジナは倒している。

　ジナを甘く見る理由はどこにもない。

　軽く息を吸い、エルニアは浅く瞼まぶたを閉じた。昂たかぶりうねる感情の渦うず。だが、エルニアが身を委ゆだねるべきは、そこではない。

　エルニアが身を委ねるべきは、彼女が信しん頼らいしたキールだけだ。

　信頼は安心となり、エルニアの身体を包み込む。

　もはや会場の喧けん噪そうすら、エルニアの耳には届かない。

　そして、再び目を開けたとき──

　もう、何者にも負ける気がしなかった。

「ドラゴントレーナー、エルニア・Ｆ・ミレーネブルク。そのパートナー、キール」

　エルニアが開戦の名乗りを上げる。

「スライムトレーナー、ジナ・レームライト。そのパートナー、ルル」

　ジナがエルニアに応こたえる。

「「己おのが紋もん章しようと、パートナーの名に懸かけて──」」

　両者の掌てのひらに刻まれた紋章は、すでに【契約の絆】の前兆の光が燻くすぶり、

「「勝負！」」

　開戦と同時に、目映い光を放って弾はじけた。

「ルル。【分ぶん裂れつ】」

「きゅぴぴ！」

　ジナが三体に分裂した相棒と共に、エルニアへ向けて戦場を駆け抜けた。

「キール。【メガフレア】！　奴やつらを近づけさせるな！」

（任せろ！）

　エルニアが紋章を刻んだ腕を振るい、キールが口こう腔こうに溜ためていた炎を吐き出す。ジナの強みは、その体術とルルとの連れん携けいを使った接近戦だ。近づけさせない。それが、対ジナ戦を想定していたエルニアの結論だった。

　キールの口から莫ばく大だいな熱量を持った炎が溢れ出る、大理石を朱あかく染め上げながら、炎の津つ波なみは熱風を巻き上げ、ジナへと迫せまる。闘技台の端はしから端を吞み込む大津波。普通ならば到とう底てい避けられない。

「ルー。加速」

　だが、ジナは視界を埋うめ尽つくす大津波に怯ひるむどころか、足あし下もとに滑すべり込んできたルルの分裂体を踏ふみつけ、その反動を利用して一気に炎の津波に向けて加速した。炎へ飛び込む銀髪の後ろ姿に、観戦席から悲鳴が上がる。

　その悲鳴の中、肩かたにルルを乗せたジナは、その視線を津波のある一点に定めた。

「ルルル。跳とぶよ。お願い」

　ジナの足下に、再びルルの分裂体が滑り込む。ジナは桃色の発射台を踏みつけ、あり得ない跳ちよう躍やくを観客に見せつけながら大津波の上へと飛び上がった。ジナが跳んだのは、大津波の幅はばが一番短いところだった。【契約の絆】によるスライムの危機察知の能力。ルルの危機察知能力が進むべき安全地帯をかぎ分ける。

　一度の跳躍ではまだ炎の波は飛び越こえられない。クルリと回転したジナの足に、一度目にジナを加速させた分裂体が飛び込んできた。一体の分裂体が炎の津波に吞のまれる中、もう一体の分裂体が身を挺ていしてジナの身体を対岸へと吹ふき飛ばす。役目を終え自らも炎の津波に沈しずむ分裂体を目の端に捕とらえながら、無事に着地したジナは小さく叫さけんだ。

「ルル。【分裂】」

「きゅぴぴ！」

　ジナの肩に乗るルルの身体が震ふるえ、再び二体の分裂体が姿を現す。エルニアとの距きよ離りは、炎の津波を飛び越える大ジャンプですでに半分以上に縮まっていた。

　再びジナが地を蹴けり、エルニアへと肉にく薄はくする。迫るジナに、エルニアは自らの【契約の絆】の輝かがやきを抑え込むと、その双眸を爛らん々らんと輝かせて叫んだ。

「キール。【ブレススパイラル】！」

（ふ、早さつ速そく使うのか！）

　エルニアの声を受け、キールが興奮気味にその口先を窄すぼめる。

「みんな！　分かれて!!」

　鋭えい敏びんに危険を感じ取ったジナは、即そく座ざに回かい避ひを選せん択たくした。肩に乗っていたルルを合わせて、ジナと分裂体達が即座にその場から飛び退のく。すると、今の今まで彼女達がいた場所を紅ぐ蓮れんの炎線が駆かけ抜ぬけ、大理石ごと空間を焼き切った。

「今の、なに？」

　ジナが緊きん張ちようした声で、白はく煙えんを上げる大理石に振ふり向く。そこに刻まれた生々しい傷きず跡あとに、ジナの頰に汗あせが伝う。今キールが放った一いち撃げき、ブレススパイラルは攻こう撃げきの形状も、その破は壊かい力も、以前ジナがトレーニング場で見たものとは別物だ。

「攪かく乱らん？　噓うその別の攻撃を叫ん、だ？」

　疑問をぶつけるジナに、エルニアは吹き荒あれる熱風に髪かみを靡なびかせながら、小さく首を横に振った。

「そんな姑こ息そくな真ま似ねを、私がするわけないだろう。今のは、正しよう真しん正しよう銘めい【ブレススパイラル】だ。ただ、ちょっとその力を集中させてもらったがな」

　エルニアが会心の笑えみを浮うかべながら、ドラゴンの紋章をジナに突つきつける。メガフレアを指示したときは燃えさかる大火の如ごとき輝きを放っていた紋章は、今は焼け残り燻くすぶる火のような静かな輝きに包まれていた。

　サラに教わった【契約の絆】の力加減を、エルニアは見事にモノにしていた。だが、それはもちろんエルニアだけの力ではない。一つの技わざを新たな技の領域に引き上げられたのは、エルニアに十二分の力で応えるキールがいたからだ。

「さぁ、畳たたみ掛かけるぞ。キール！　【ブレススパイラル】」

　その瞳に自信を、口元に笑みを湛たたえ、エルニアが今度は燃えさからんばかりに輝く契約の紋章を天高く掲かかげて攻撃を宣言する。その声を受けて、キールの顎あぎとが天地に開く。迸ほとばしる炎は、紅蓮の螺ら旋せんを描えがきながらジナへ突とつ撃げきした。

　だが、ジナも負けてはいなかった。

「ルルル。【分散】」

「ぎゅっぴぃ！」

　ジナの声を受け、ルルの分裂体が十数匹ひきの細かい分裂体に分散する。鼠ねずみほどの大きさに姿を変えた彼らでは、到とう底てい敵にダメージなど与あたえられない。

　彼らの役割は、ジナをより早く敵のもとへ運ぶことだ。

　紅蓮の螺旋が迫る中、ジナの身体が加速した。足下に散らばる分裂体を踏みしめ、残像を炎に喰くわせたジナがエルニアに肉薄する。キールの火力と持久力を相手に長期戦は不利。強敵から勝利を摑つかみ取るため、ジナは序じよ盤ばんから勝負に出た。

　エルニアの視界の中で、ジナが一歩踏み出す度たびにその速度を加速させる。銀ぎん髪ぱつの残像を置き去りに、泉の如き青色の戦闘衣装を身に纏ったジナがエルニアへと迫る。
















「キール【フレアアロー】」

　迫り来るジナに、キールがその緋ひ色いろの鱗うろこから生み出した炎の矢を放つ。だが、炎の矢が勢いに乗る前に、ジナの身体はキールの脇わきを駆け抜けた。キールが咄とつ嗟さに、敵の進しん攻こうを阻そ止しするため、その強きよう靭じんな尾おを振り払はらう。

「ルル。弾はじいて」

　だが、ジナ目め掛がけて振り払われた尾は、彼女の肩から飛び出したルルによって軌き道どうを逸そらされ空を切った。

　エルニアは、もう目の前だ。

「ちっ。キール、【エクスプ……」

「遅おそい」

　エルニアの声を、分裂体の体当たりを肘ひじに受けて加速したジナの指先が刈かり取る。咄嗟に身を反らしたエルニアの鼻先を、ジナの手てつ甲こうが掠かすめた。鼻はな頭がしらを摩ま擦さつで朱あかくしながらしゃがみ込んだエルニアが、怒いかりの双そう眸ぼうでジナを睨にらみ付ける。

　エルニアの怒りを受け止めたジナは、前のめりになりながらもその足を蹴り上げた。エルニアの顔面を襲おそう青い脚きやつ甲こう。だが、バランスを崩くずしたその蹴りは全く力が乗っていない。

「ルル、弾いて」

　蹴りに足りない力を、今度はルル本体が補った。ジナの脚甲がルルの体当たりを受け止め、その反動で蹴りの威い力りよくを一気に増大させる。交差したエルニアの腕うでを蹴りつけたその一撃は、エルニアの身体を後方へ吹き飛ばした。

　吹き飛ばされたエルニアが、体勢を立て直す。その頰ほおを伝う、細い汗。位置が悪い。ジナとルル達はエルニアとキールの間に滑り込んでいた。これではキールの攻撃がエルニアにも直ちよく撃げきする。

「もらっ、た」

　エルニアを蹴りつけて僅わずかに浮いていたジナが、着地と同時に小さなルルの分裂体を踏みしめ再び加速する。攻こう防ぼう一体となる位置取り。生み出した絶対的な有利。それを見み逃のがすジナではない。

　魔獣錬磨師モンスタートレーナーに張り付けば紋章の優ゆう劣れつは関係ない。それが、ジナの一族が強敵と戦う中で得た結論であり、敗北の歴史だった。

　眼前に捕らえた勝利の光に、ジナの口元に僅かな笑みが浮かぶ。

「ルル、弾いて」

　立ち竦すくむエルニアに、ジナが再び腕を突き出す。

　その瞬しゆん間かんを、エルニアは待っていた。

　再び【契約の絆】の輝きを弱めたエルニアが、会心の笑みを浮かべながら叫ぶ。

「今だ！　キール！　【ブレススパイラル】」

「え？」

　すでにルルの体当たりを肘ひじ当あてに受けていたジナが、困こん惑わくした声を漏らす。背後に感じる圧あつ迫ぱく感。迫る攻撃の気配は、間ま違ちがいなくエルニアをもその攻撃の射線に捕らえていた。

　牽けん制せいか、それとも本当の攻撃か。

　攻撃を続けるべきか、それとも回避すべきか。

　ジナの意志に迷いが生じる。

　その一いつ瞬しゆんが、明暗を分けた。

　キールの放った炎ほのおを伴ともなわない熱風の渦うずが、ジナとエルニアを吞み込んだ。

「熱っ！」

「きゅぴぃっ！」

　肌はだを焼く熱風に、ジナとルルが悲鳴を上げながら身を竦める。致ち命めい傷しようには至らない。が、熱風の螺旋に晒さらされたジナとルルは、完全にその動きを止めてしまった。

　この熱風の中で動けるのは炎神の加護を受けた緋色の鱗を宿すキール、そして──

「捕つかまえたぞ」

【契約の絆】によりキールの耐たい火かの力をその身に還かん元げんしたエルニアだけだ。エルニアの取った戦法はレインのそれを模も倣ほうしたものだった。己おのれの身を挺してモンスターの囮おとりとなる。敗北を糧かてに学んでいるのは、レインだけではなかった。

　その双眸を炎の如く滾たぎらせながら、エルニアが熱風の中を駆け抜け、ジナを押し倒たおす。

　エルニアがジナに馬乗りになったのを確かく認にんしたキールは、即座にその口を閉じると、大理石を砕くだき割らん勢いで駆け出した。近く動きを止めた分裂体を無視して、キールがその前脚で、熱風に晒されてぐったりとしたルルの本体を捕らえる。

　魔獣錬磨師モンスタートレーナーおよびモンスターの完全無力化。

「そこまで、勝者。エルニア・Ｆ・ミレーネブルク及および《ホースドラゴン》キール」

　司会進行を務めていた生徒のアナウンスが、会場に響ひびき渡わたる。

　圧あつ倒とう的な技量、そして自分に向けて熱風を吹き付けるその強靭な胆たん力りよくを見せた若きドラゴントレーナーに、会場は割れんばかりの拍はく手しゆに包まれた。

　会場を包み込む、終わらない大だい歓かん声せい。

　その中心にいたエルニアは、今までにない充じゆう足そく感を感じながら震える足で立ち上がった。

「か、勝ったぞ。勝ったぞ。見たか、レイン・エルハルト。私の大勝利だ！」

　まるで子供のようにはしゃぎながら、エルニアが勝ち鬨どきを上げ、選手席の方を振り向く。思えば、レインに敗北してからというもの、エルニアは本当の意味で満ち足りるような勝利を手にしてはいなかった。

　それは、敗北の苦さを知ればこそ分かる勝利の快感。

　今までならば、エルニアが何かを成し遂とげたときに初めに報告するのはアリエルだった。だが、今、エルニアは誰だれよりも、レインにこの勝利を見ていてほしかった。

「さぁ、褒ほめろ。称たたえろ、レイン・エルハルト。私の、私とキールの勝利だ！」

　すぐにレインの声が飛んでくるものと信じ、エルニアが自信たっぷりに胸を張る。だが、待てど暮らせどレインの声は聞こえてこなかった。待ちかねたエルニアが、少し苛いら立だった視線を選手席へ飛ばす。

　そこに、レインの姿はなかった。

「な！　あの馬ば鹿かはどこへ行った!?」

　驚おどろきを隠かくしきれないエルニアに、おずおずと手を上げたのは選手席に座るアリカだった。

「エ、エルちゃん。あの、言いにくいんだけど。レイン君、次の選手だから、控ひかえ室に行っちゃって……」

「なんだと！　では、私達の試合を見ていなかったのか」

「う、ううん。ちゃんと試合は最後まで見てたんだよ！　でも、エルちゃんが勝つのを見たら、『俺達も負けらんねぇ！』って走って行っちゃって。もちろん、みんなで止めたんだ……よ」

　アリカが怯おびえたように、その声こわ尻じりを萎しぼませる。アリカの必死の弁解も空むなしく、エルニアの手は怒りにワナワナと震えていた。

　レインに褒められなくては、エルニアは何のために頑がん張ばったのか分からない。

「あの馬鹿者がぁああああ！」

　エルニアの怒りに満ちた叫さけびが、会場の歓かん声せいを吹ふき飛ばした。

「あやつめ。私達が一体誰のために戦っていると思っているのだ。もう、許さん。今日という今日は引導を渡してくれる。ついでだ、貴様も来い。ジナ・レームライト！」

　エルニアが同じ男を賭かけて戦ったジナに声を掛ける。

　だが、エルニアの誘さそいに、ジナは真まっ直すぐにエルニアに向かい合うと、とんでもない返事で応えた。

「朱あか髪がみ、もう一回」

「な、何を言っているのだ、ジナ・レームライ……」

「もう一回、勝負。ねぇ、もう一回」

　指をピンと立てて再戦を申し込んできたジナに、エルニアは一瞬きょとんとした表情を浮かべると、慌あわてて首を横に振ふった。

「だ、ダメに決まっているだろう。何を言っているのだ、貴様は。これは、トーナメント戦だぞ」

「もう一回、もう一回、もう一回」

「ダメだ。ダメだ。ダメだ！　こら、離はなれろ。ジナ・レームライト」

「もう一回！」

　腕に絡からみつくジナを、エルニアが必死に引き剝はがす。だが、その手を撥はね除のけ、ジナは再びエルニアに絡みついた。

　そして、エルニアはイヤというほど理解させられるのだった。

　スライムトレーナーの粘ねん着ちやく体質というものを。

　いつまで経たっても、どれだけ断っても腕を放そうとしないジナに、エルニアがうんざりしたように顔を顰しかめながら天を仰あおぐ。

「も、もう。離れてくれ……。頼たのむから……」

　エルニアの悲痛な叫びが、朗ほがらかな笑いの溢あふれる会場に木こ霊だました。
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　特別席でアリエルの隣となりに腰こし掛かけるサラは、対戦相手のスライムトレーナーと親しげに会話するエルニアを見下ろしながら、微かすかに緊きん張ちようした面おも持もちで口を開いた。

「なんとも、末すえ恐おそろしい妹さんですね」

「あらあら、サラ。今いま頃ごろ気づいたの？　当然でしょ、あの子は私の妹なのだから」

　やわらかく微笑ほほえみながら愛妹を自じ慢まんするアリエルに、サラが「そうですね」と合わせて微笑む。しかし、その心中はエルニアの有り余るほどの才能に震ふるえていた。

　サラは確かに【契約の絆】の加減をエルニアに教えたが、ランキング戦まではあまりに時間がなかった。生徒会用の闘とう技ぎ台に呼び出した時も、少しでも感覚が摑つかめれば御おんの字じ程度に思っていた。だが、結果はどうだ。感覚を摑むどころか、エルニアは完全に【契約の絆】の制せい御ぎよを自分のものにしていた。

　特に目を見張るのは、最後に見せた自分への攻こう撃げきだ。攻撃の瞬間は確かに【契約の絆】を弱めてキールの攻撃を変化させていたが、あのままでは【契約の絆】によるモンスターの能力還元も弱体化してしまう。その状態でキールの攻撃を浴びれば、エルニア自身も酷ひどいダメージを被こうむっていただろう。だが、エルニアは自分に攻撃が届く刹せつ那な【契約の絆】を再び高めて、ダメージを受け流した。

　サラがあの技量に到とう達たつするまでに、一体幾いく度たびの夜を過ごしただろうか。

　まだ、完全に開花していないとは言え、いや、完全に開花していないからこそ、サラはエルニアの才能に戦せん慄りつした。

　エルニアは紛まぎれもない天才だった。

　サラが自分が育てた才能の大きさに興奮するように、小さく息を吞のむ。そんなサラの耳を。不意にアリエルの美声が撫なぜた。

「それで、例の件は大だい丈じよう夫ぶなのかしら」

「え、ええ。もちろんです」

　自然体で世間話でもするように語りかけるアリエルとは対照的に、サラは若じやつ干かん緊張した声こわ色いろで答える。

　小さく頷うなずいたサラは、頭の中にある地図で配置した警備員の場所を思い出しながら、手元の資料に視線を落とした。皺しわ一つない制服の膝ひざの上には、一通の報告書が乗せられていた。報告者の名前は、ミストリア・クラウリス。決勝トーナメント第二試合に出場するデビルトレーナーだ。彼女が提出したその報告書には、学園の寮りようで何者かの襲しゆう撃げきを受けて、血を奪うばわれたという事件の詳しよう細さいが書かれていた。

　サラは厳しく眼めを細めながら、その指先で報告書の角を撫で、頭の中の情報を整理した。

　世界には高血崇すう拝はいという歪ゆがんだ思想を持つ者達がいる。高位の紋もん章しようの血族だけが、世界を支配できるという思考のもと、下位の紋章を淘とう汰たし、高位紋章の者を誘ゆう拐かいする者達だ。過去には彼らによる高位紋章を持つ者へと吸血事件が起きており、サラ達は先日の襲撃もその一派であると判断した。

　サラがエルニアを鍛きたえようと思ったのも、彼らに直面した時にエルニアが自分で対処できる実力をつけるためだった。もし万が一、エルニアの血が抜ぬかれるなどということがあれば、アリエルは学園を飛び出して敵を壊かい滅めつさせるまで帰ってこないだろう。そんなことは、何としても避さけなければならない。

「ご安心を。アリの這はい出る隙すき間まもないですよ」

　自身に満ちた声こわ色いろで、サラはしっかりと頷いた。見た目には分からないが、厳重な包ほう囲い網もうを何重にも敷しいてある。何なん人ぴとたりともこの闘技台には近づけさせない。アリエルのため、そしてもちろん、この日の為ためにモンスターの錬れん磨まを怠おこたらなかった若き魔獣錬磨師モンスタートレーナーのため、だれにも邪じや魔まなどさせるわけにはいかない。

　だが、そんなサラの警けい戒かいを嘲あざ笑わらうかのように、悪意は彼女達のすぐ足下に迫せまっていた。
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　選手控え室でブーツのヒモを縛しばり直すレインは、湧わき上がる興奮に、白い歯が覗のぞくほど激しい闘とう志しの宿った笑えみを浮うかべていた。

「いや～、エルニアのやつ。凄すごかったな、ペムペム」

「ぴぎぴぎ」

　レインの掛かけ値なしの称しよう賛さんに、ペムペムが与あたえられたおやつの食べかすを口の端はしに付けながら頷く。そんなどうしようもなく愛くるしいパートナーの口元を指先で拭ぬぐってやりながら、レインは改めてジナとエルニアの一戦を思い出した。

　遠えん距きよ離り戦で圧あつ倒とうすればエルニアが勝つ。ジナが間合いを詰つめれば、そのままジナが押し切る。二人の試合を、レインはそう予測していた。だが、結果はどうだ。ジナはエルニアとキールの遠距離攻こう撃げきを見事に突とつ破ぱした。そしてエルニアは、ジナに間合いを詰められたにもかかわらず見事に逆転してみせた。しかも、ただ強力な技わざを放つわけではない。レインの脳のう裏りを、様々な変化を遂げたブレススパイラルの姿が駆かけ巡めぐる。一体どうやって、あの多た彩さいなブレススパイラルを会え得とくしたのか。

「ペムペム。今のエルニアとキールに勝てるか？」

「ぴぎ～ぃ……」

　レインの意地悪な質問にペムペムが困ったような鳴き声を上げる。そんなパートナーに、レインはさらに意地悪く微笑んだ。

「んじゃ、諦あきらめるか？」

「ぴぎぃーっ！」

　困っていた一秒前とは打って変わって、ペムペムが怒おこったような声を張り上げる。そんなどこまでも負けず嫌ぎらいなパートナーに、レインは口を大きく広げて笑った。

「あははははは。悪い悪い。冗じよう談だんだよ。──だよな、諦めるわけにはいかねぇよな」

　一度口を閉じたレインが、熱せられた鉄のように熱い笑みをその相貌に刻む。少し目を離せばあっという間に強くなる好敵手に、レインが興奮しないはずがない。正直、ジナにリベンジしたいところはあったが、それでもレインは心からエルニアの勝ちを喜んだ。

　そして、心底負けていられないと思った。

　たとえ、次の自分の相手が学年２位の悪あく魔まであろうとも。

「さぁ、行くぞ。ペムペム」

「ぴぎっ！」

　闘志を身に纏まとい立ち上がるレインに、ペムペムが可愛かわいらしい雄お叫たけびを上げ、その肩かたへ飛び乗る。レインの頰ほおに身を摺すり寄せるペムペムは、相手が自分よりも遥はるかに強力な悪魔だというのに、まったく怯えた様子を見せなかった。

　頼もしい相棒に、レインは小さく微笑みながら、熱気が渦うず巻まく会場へと躍おどり出た。ジナとルルに続く最弱と名高いスライムトレーナーの登場に、客席からドッと笑いが漏もれる。中にはあれだけファルドが牽けん制せいしたにもかかわらず、あからさまにレイン達を馬鹿にした声も混じっていた。

　だが、レインは身を叩たたく嘲ちよう笑しようなど、まったく意に介さなかった。レイン達の対戦相手は、すでに闘技台に立っていた。夕ゆう闇やみのような紫し紺こんの髪かみと双眸。ファルドに次ぐ学年２位の女じよ傑けつミストリア。そして、向かい合うだけで身を削けずるような恐きよう怖ふを放つ悪魔ジャンブルウ。

　レインはそんな格上の相手に対して不ふ遜そんなまでに好戦的な笑みを浮かべながら、どこかバツが悪そうに頭を搔かいた。

「悪いな、待たせて。前の試合、どうしてもギリギリまで見たくてよ」

「いいわ、気にしてないから。それより、早く試合を始めましょう」

　謝るレインに、ミストリアは胸の前で肘ひじを抱だくように腕うでを組むと、彼女には珍めずらしく口早に試合の開始を誘った。

　らしくないミストリアの態度に、違い和わ感を受けたレインが「ん？」と眉まゆを顰ひそめる。

「あ、ああ。それはいいんだけどよ。そういや、体調悪かったんだろ。大丈夫なのか」

　レインがおせっかいと分かっていながら、ミストリアに訊たずねる。よくよく見ればその頰は朱あかく、呼吸も定まらない。体調が良くないのは明らかだった。

「あなたに関係ないでしょ」

　気き遣づかうレインの言葉を、ミストリアは有う無むを言わさない口調で叩き切った。これも普ふ段だんの彼女らしくない。違和感をますます強めたレインが、「本当に大丈夫なのか？」と、一歩ミストリアの方へ歩み出る。

　だが、そんなレインを阻はばむかのように、ミストリアの傍かたわらに控ひかえていたジャンブルウがその巨きよ体たいを主あるじの前に動かした。ジャンブルウがその双眸を手負いの猛もう獣じゆうの如ごとく滾たぎらせ、レインを睨にらみ付ける。

「吾わが輩はいのロードに余計な詮せん索さくは無用だ」

　業ごう火かのような声が鼓こ膜まくを打ち、嵐あらしのような強きよう烈れつなプレッシャーがレインを襲おそった。ジャンブルウの真っ赤な双眸がレインとペムペムを射い貫ぬく。文字通り悪魔的な覇は気きにレインの全身の毛が逆立ち、ペムペムが小さな悲鳴を上げる。

　その昔、世界を駆け巡った一人の魔獣錬磨師モンスタートレーナーは、その半生を綴つづった本にこう記した。




　──ドラゴンは私に畏い怖ふを与え、悪魔は私に恐怖を植え付けた──




　レインが思わず身み震ぶるいする。背中に汗あせが滲にじむ。それは、生物が感じる純じゆん粋すいな恐怖。

　全身を叩きつけた殺気に近い闘気に、レインは思わずその場から跳とび退のいた。

「無む駄だ話ばなしはよい。さっさと吾輩と勝負し、そして敗れろ！」

　ジャンブルウが鎖くさりを巻きつけられた顎あごを僅わずかに開き、怨えん嗟さの籠こもった声をレインに叩きつける。その声に、観戦席の至る所から悲鳴が上がり、数人の生徒がバタバタと倒たおれ始めた。

　それはまさに悪魔の所業。

　ただ喋しやべるだけで恐怖が弱い心を挫くじき、敗北を叩きつける。

　そんな強敵を前に、レインの口元に鮮せん烈れつな三日月が浮かんだ。レインが悪魔から跳び退いた己おのれを奮い立たせる。歯が剝むき出しになるほど奥歯を嚙かみしめ、指が痛くなるほど拳こぶしを握にぎり込み、怯ひるんだ心のケツを爆ばく発はつ的な闘志で蹴けりつける。

　その溢あふれんばかりの自分への怒いかりと強敵と対たい峙じする喜びに、開戦の合図を待たず、レインの掌てのひらに刻まれたスライムの紋章から激流の如き激しい光が迸ほとばしった。

　激情を言葉に変え、レインが【契約の絆】を滾らせる。

「そう、だな。そうだよな。分かった、さっさと勝負しようぜ。でも、一つだけ訂てい正せいさせてもらうぞ」

　レインは自分と同じく怒りに双眸を燃やすペムペムと頷き合いながら、声の限り叫さけんだ。

「勝負に敗れるのは、テメェらの方だ！」

「ぴぎぃ！」

　レインの意気に応えたペムペムが、その肩から飛び降りる。頼たのもしいパートナーの背に興奮に昂たかぶった笑みを浮かべながら、レインは【契約の絆】を発動するそぶりも見せないミストリアに向けて、声の限り叫んだ。

「スライムトレーナー、レイン・エルハルト。そのパートナー、ペムペム！」

「デビルトレーナーミストリア・クラウリス。そのパートナー、ジャンブルウ」

　声を張り上げるレインに、ミストリアはどこか苛いら立だちを織り交ぜながら、熱に疼うずく声とは裏腹に冷えた口調で応える。

　そして、

「「己おのが紋章と、パートナーの名に懸かけて。勝負！」」

　決戦の言葉と同時に、ジャンブルウが鎖を巻き付けていた剛ごう腕わんを振ふり上げた。

「蹴け散ちらしなさい、ジャンブルウ。【バロンチェーン】」

「終わりだ！」

　ジャンブルウの右みぎ腕うでを束そく縛ばくしていた鎖が解け、大気を引き裂さきながらペムペムに迫る。波打つ鎖は大理石を削り取り、耳を裂くような鋼はがね同士が激しく擦こすれる異音に会場から悲鳴が上がる。

「単純過ぎっぞ！　ペムペム、行け！」

「ぴぎぃっ！」

　闇やみより暗い漆しつ黒こくの鎖の鞭むちに、ペムペムは自ら進み出た。大きく波打つ鎖に向け、ペムペムが地面を滑すべるように飛び跳はねる。交こう錯さくする漆黒の鎖と青の砲ほう弾だん。ペムペムは空中で身を捩ねじると、波打つ鎖の脇わきをすり抜けた。初撃を躱かわしたペムペムにジャンブルウが口の端を歪ゆがめながら、手首を捻ひねる。ジャキッと凶きよう悪あくな鳴き声が響ひびき、まるで意思を持つかのように鎖が大きく撓たわめいた。鎖の先せん端たんが重力を無視するかのように空中を疾しつ駆くし、背後からペムペムを猛もう追ついする。

「ペムペム！」

「ぴぎぎ！」

　後ろを振り向きもせず、レインの声にペムペムは跳んだ。鎖の先端が、ペムペムの残像に巻きつく。踏鞴たたらを踏ふむように地面を殴なぐる鎖を尻しり目めに、ペムペムは身体からだを撓めかせると、着地の反動を余すことなく受け止めた。

「ペムペム。【体当たり】」

「ぴっぎぃーっ！」

　レインの声を合図に、ペムペムの身体が青い砲弾と化す。弾はじき返してくれと言わんばかりの真っ向勝負。あまりにも露ろ骨こつな攻こう撃げきに、ミストリアが唇くちびるを歪める。

「馬ば鹿かにしているの？　ジャンブルウ。【グラムチェーン】」

「む、ロード？」

　苛立ちを込めた指示にジャンブルウが一いつ瞬しゆん攻撃を躊躇ためらい、ミストリアに眼めを向ける。

「ロードよ。天使堕おとしに、手の内を隠かくすのではないのか？」

「いいのよ。力の違ちがいを思い知らせてあげなさい」

　普段のミストリアならば決して口走るはずのない他人を見下すセリフに、ジャンブルウがその鼻はな頭がしらに皺しわを寄せる。体調が幾いく分ぶん安定したとは言え、明らかにミストリアの様子は変だった。だが、歴戦の悪魔の決断は早い。目前に迫せまったペムペムに、ジャンブルウが左ひだり腕うでを掬すくい上げる。剛腕を縛しばる鎖がまた一つ解け、ペムペムを迎むかえ撃うつ。鎖の先端には、漆黒の輝かがやきを放つ尖せん剣けんがついていた。まともにぶつかれば、ペムペムなど容易たやすく貫つらぬき通す。

　悪魔の迎げい撃げきに、レインは拳を握り、すぐさまその指先を弾いた。

「ペムペム。【分ぶん裂れつ】！」

「ぴぎぎぎぎ！」

　ペムペムが身体を震ふるわせ、体当たりの勢いを乗せた大量の小さな分裂体をジャンブルウに向けて解き放つ。体当たりが砲弾ならば、無数の分裂体の特とつ攻こうは散さん弾だん銃じゆうだ。勢いを預け落下する本体の代わりに、分裂体が尖剣と衝しよう突とつする。尖剣は容易く数体の小さなペムペムを引き裂いたが、分裂体の多くはジャンブルウへ肉にく薄はくした。

「小こ賢ざかしい！」

　恐怖を撒まき散らす咆ほう哮こうを上げ、ジャンブルウが大岩をも引き裂きそうな凶きよう爪そうを振り払はらう。漆黒の爪つめは、空間にその爪つめ痕あとを刻んでいた。ジャンブルウの目の前の空間が引き裂かれ、無数の分裂体が吞み込まれる。

　その分裂体の陰かげから攻撃を仕し掛かけようとしていたペムペムを、悪魔の双眸は見み逃のがさなかった。ジャンブルウがその指先をくねらせ、漆黒の鎖に意思を与あたえる。またも重力を無視するかのように波打った二本の鎖が、飛び出しかけていたペムペムに襲いかかった。

「ペムペム、退ひけえぇぇえっ！」

「ぴぎーっぎぅ！」

　ジャンブルウへ向けるはずだった体当たりを後方へ放ち、ペムペムが牙きばを剝むく鎖の先端を回かい避ひする。ペムペムが今までいた場所の大理石が弾はじけ、深々と十字に削り取られた。鎖の猛もう攻こうはまだ終わらない。尖剣の切っ先が空を穿うがち、速度が増した右腕の鎖がペムペムを捕とらえるためとぐろを巻く。

　束縛と解放の悪魔ジャンブルウ。その鎖は、如い何かなる魔ま獣じゆうをも捕らえる。

　だが、スライムの逃にげ足はモンスター界随ずい一いちだ。

「なめんなぁ！」

「ぴぎぎぃっ！」

　レインが吼ほえ、ペムペムが応こたえる。

　ペムペムが着地の直前にその身を激しく捩じり、着地と同時に緊きん張ちようを解く。捩じれが元に戻もどる瞬間の反発力は、着地したペムペムの身体を一気に弾き飛ばした。とぐろを巻いた鎖が虚こ空くうを握り締しめ、尖剣がペムペムの残像を切り裂く。

「ぴ～っぎ！」

　無事に悪あく魔まの攻撃からレインのもとへ離り脱だつしたペムペムに、観客がどよめく。

　そのどよめきは、大理石を断たち切る音と、闘とう技ぎ場の四方に建てられた飾り柱のへし折れる音に搔き消された。切り取った大理石と砕くだいた飾り柱の一部を鎖で摑つかみ上げるジャンブルウの視線が、悪魔の猛攻に食い下がる脆ぜい弱じやくな人間とスライムを射貫く。

　だが、レインが覗のぞいた悪魔の双そう眸ぼうには、深い疑念が渦うず巻まいていた。その直感を裏付けるかのように、ジャンブルウが攻撃の手を止め、ミストリアに視線を流す。

「ふむ。ロードよ、やり過ぎではないか？」

「いいから、早く彼らを倒すのよ！　私達の相手は、彼らじゃないでしょ！」

　ジャンブルウの言葉に耳を貸さず、ミストリアが棘とげのある声で叫ぶ。その声に、レインとジャンブルウが微かすかに眉まゆを持ち上げる。

「まぁ、……それも然しかり、か」

　一瞬の逡しゆん巡じゆんを織り交ぜ、ジャンブルウが首しゆ肯こうする。疑念は深まるばかりだが、その疑念を晴らすにはレイン達は邪じや魔まだと結論付けたのだろう。再びレイン達に向けられた双眸には、攻撃の迷いなど微み塵じんもなかった。

　ジャンブルウは大きく指先を躍おどらせる。

　暴力という名の鎖が波打ち、破は壊かいという名の岩が飛ぶ。

　投石というには荒あら々あらしい凶きよう器き。ひとたび喰くらえば全身の骨が砕かれる。

「ペムペム、見せてやれ。お前の修しゆ業ぎようの成果を！」

　そんな災害に等しい攻撃を前に、レインはここぞとばかりにその拳を突つき上げた。

「ぴぎぃぃぃぃっ！」

　ペムペムが飛来する岩に向かって飛び上がる。観客が一いつ斉せいに悲鳴を上げる中、先に切り取られた大理石がペムペムに衝突し──

「ぷぃぅ～～っぎ」

　ペムペムの闘とう志しが宿った気合いと共に、その軌き道どうをズラされた。レインから大きく外れて落下した大理石が、轟ごう音おんと共にいまだ健在だった大理石と共に爆はぜ割れる。その轟音に、レインを挟はさんで反対側に飛ばされた飾り柱の砕ける音が重なった。

　砕け飛ぶ石の欠片かけらを屈かがんで躱しながら、レインが修業の成果を十二分に発揮して戻ってきたペムペムの頭に手を乗せる。

「ぴ～ぎ、ぴぎぴぎ」

「まぁ。暴風に乗ってくる岩に比べりゃ、楽でしょうがないよな」

　胸を張るペムペムに、レインが不敵な笑えみを浮うかべる。その相そう貌ぼうには、凶悪な攻撃の的にされた恐きよう怖ふは微塵も感じられない。

　それもそうだろう。

　レインとペムペムは、一昼夜、岩が唸うなりを上げて飛び交かう竜たつ巻まきの中にいたのだから。

　ペムペムがルルの技わざを会え得とくするためにレインが考えたトレーニングは、それこそ狂きよう気きの沙さ汰たといえるものだった。方法は至って単純だが、単純だからこそ恐おそろしい。

　一体、誰だれが考えつくだろうか。風のドラゴンが生み出す暴風の中で、自分達目がけて飛んでくる岩を弾き続けるなどという、自殺に等しいトレーニング方法を。

　自ら危険に踏み込んだからこそ、ペムペムは見事にルルの技を会得した。そして、狂気に身を追い込んだ末に手に入れた武器は一つではない。レインとペムペムは、狂気のトレーニングと引き換かえに、もう一つの大きな武器を手に入れた。

　風のドラゴンすら一撃で吹ふき飛ばす、強力な武器を。

「さぁ～て。あとは、あの空間を歪める攻撃をどうするかだな」

　肩かたにペムペムを乗せたレインが、劣れつ勢せいを楽しむかのように鼻を鳴らす。ジャンブルウの空間渡わたりはレインとペムペムの狙ねらいからすれば大きな壁かべだった。いかにしてジャンブルウの特性を封ふうじ込こめるか、レインが頭をフルに回転させる。

　異変が起こったのは、その時だった。

「いい加減に、しなさい」

　ミストリアの冷えた声が辺りに響く。その声が孕はらんだ凶きよう兆ちようは、レインの危機察知の琴きん線せんを激しく揺ゆさぶった。

「ペムペム。気をつけろ。何か来るぞ！」

「ぴ、ぴぎ」

　レインの緊張した警告に、ペムペムがいつでも飛び出せるように青い身体を撓めかせる。

　そんなレインとペムペムの視界で、ミストリアはゆっくりと組んだ腕うでを解くと、悪魔の紋もん章しようが刻まれた掌てのひらを空に向けた。

　悪魔の紋章は、漆黒の闇に吞のまれていた。

「ロード!?」

【契約の絆】の発動を感じたジャンブルウが、流れ込む仄ほの暗ぐらい感情の波に声を荒あらげる。怒いかりに嫉しつ妬と、そして力への絶対的な渇かつ望ぼう。普ふ段だんの聡そう明めいで落ち着いたミストリアからかけ離はなれた感情のうねりは瞬またたく間に膨ぼう張ちようし、

「【ミルベ・チェーン・ワールド】」

　あらゆる負の感情を注ぎ込んだ叫さけびと共に、闘技台の中心で落らく雷らいの如ごとく弾けた。

「く、何をする気だ。ロード！　どうしたのだ!?」

【契約の絆】の強制力が、ミストリアを止めようとしたジャンブルウから無理やり技を引きずり出す。

　ジャンブルウの意思を無視して技が発動する。異常なまでに注ぎ込まれたミストリアの生命力に、ジャンブルウの身体に巻き付いていた鎖くさりが逃げるように空中へと解き放たれる。胸を斜ななめ十字に縛る鎖を残し闘技台のジャンブルウの頭上へ収束した鎖は、ミストリアの生命力を喰らって膨張し、四方へ弾けた。鎖の先端が次々と観戦席の縁へりに突き刺ささる。

　警備に従事していた生徒達が浮き足立つ。明らかに異常な光景だが、それがミストリアの意思なのか、はたまた別の悪意なのか、彼らには判断が出来なかった。

　そして、その迷いが明暗を分けた。

　蜘く蛛もの巣のように闘技台の頭上を覆おおった鎖が、その侵しん略りやくを拡大する。注がれる生命力の多さにミストリアの爪がバキッと割れ、指先から血が滴したたる。その滴った血に、鎖の一いつ端たんが飛びついた。鮮せん血けつを吸い取った鎖がドクンと脈動する。脈動は激しい鼓こ動どうとなり、鎖が一斉に震え始めた。耳を劈つんざくような金属音を伴ともない、漆しつ黒こくの鎖が一気に増ぞう殖しよくする。

　複雑に幾いく重えにも絡からみついた鎖は、悲鳴を上げる観客から完全に闘技台を覆い隠した。

　太陽の光が遮さえぎられた闘技台に残った三つの飾り柱が瞬き、その先せん端たんに光を灯ともす。夜間の戦せん闘とうも行えるようにと施ほどこされた設備だが、レインはその光を憎にく々にくしげに睨にらみ付けた。

「はは、どうせなら見えない方が良かったかもな」

「ぴ……ぎ」

　レインが乾かわいた笑いを漏もらし、ペムペムが思わずたじろぐ。筋が浮き上がり膨張した筋肉。頭部から伸のびる禍まが々まがしい双そう角かく。耳まで裂さけた凶きよう悪あくな口。暗くら闇やみをすら喰らう漆黒の翼つばさ。

　まさに悪魔。

　恐怖の権ごん化げがレイン達の前で絶望の翼を広げていた。

「はは、そっか。そうだよな。鎖ってやつは、暴れるものを縛るための道具だもんな」

　レインが乾いた笑いを漏らしながら、一筋の汗あせを流し、理解する。

　ジャンブルウの鎖が縛しばっていたものは、ジャンブルウ自身なのだ。

　闇に血を零こぼしたかのようなクリムゾンレッドの双眸が、レインとペムペムを睨み付ける。

　だが、その双眸はまるで興味もないと言わんばかりにレインとペムペムから視線を外すと、その先を指先から血を流す主あるじへと向けた。

　その眼めには、まだ理知の光が残っていた。

「どうしたのだロードよ！　何をしているのだ!?」

「おしゃべりはいいのよ、ジャンブルウ」

　ミストリアが漆黒の輝かがやきを放つ紋章に血の筋を刻みながら、レインとペムペムを指さす。

「さっさと邪じや魔ま者ものを──」

「やめろ！　ロー……」

「消しなさい」

　それは、明確な殺意だった。

　悪魔の紋章が更さらに禍々しい漆黒、いや暗黒の輝きに吞み込まれる。注ぎ込まれる命。下される命令。ジャンブルウが何とか抗あらがおうと口の端はしから血が出るほど奥歯を嚙かみしめる。

　ミストリアの凶きよう行こうに、それまで我が慢まんして戦いを見守っていたエルニアがついに声を張り上げた。

「レイン・エルハルト。下がれ！　様子がおかしすぎるぞ！」

「そうだよ、レイン君！　ペムちゃん！　下がって、お願いだから！」

　エルニアに続き、ジャンブルウの放つ威い圧あつ感に震ふるえるアリカが声を張り上げる。

　そんな二人を置き去りに、ジナとルルは闘技場に向かって走り出していた。

「婿むこ様！」

「あ、コラ待て。抜け駆がけは許さんぞ。ジナ・レームライト！」

　ジナに続き、エルニアがキールを引き連れてその後を追う。

「待って。ジナちゃん、エルちゃん！」

「こ、こら。アリカ。どこ行くんだ」

　飛び出すアリカに、ガゼットが慌あわててその後を追いかける。

「待て待て待て待て待て。諸君。僕を置いていくんじゃない！」

　そして、最後に選手席に残されたファルドまでもが闘技台に向けて走り出した。

　真っ先に駆け出したジナが、闘技台に飛び乗ろうと足に力を込こめる。

「来るんじゃねぇー！」

　その足をレインの放った声が地面に縫ぬい付けた。

　大気を震ふるわせるほどの迫はく力りよくに、走り出していた面々が一様にその足を止める。

　ミストリアの指示に抗あらがおうと身体からだを震わせるジャンブルウを見つめながら、レインは迷いのない声で言い切った。

「これは、俺の試合だ。ゼッテーに邪魔すんな！」

「ぴぎぃ！」

　レインの声に、ペムペムの力強い鳴き声が続く。

　その声に、エルニアは「馬ば鹿かな！」と唸った。

「何を強がっているのだ、レイン・エルハルト！」

「強がってるとか、そんなんじゃねぇよ！　ここでお前達の手を借りたら、試合が俺の負けになっちまうだろうが！」

「試合だと!?　何を言っている!?　今は、意地を張るときじゃないんだぞ！」

「今、意地を張らなくて、いつ意地を張るんだよ!?　それにな、エルニア。俺はなっ！」

　レインが無む謀ぼうにもジャンブルウから目を逸そらし、その興奮に彩いろどられた相貌をエルニアへ突き付けた。

「俺は、お前とも戦いたいんだよ！　胸を張って、おんなじ土俵でな！」

「んな!?」

　レインの言葉に、エルニアが顔を赤らめる。

「まさか、レイン・エルハルト。貴様、私のために──」

「もちろん、エルニアと戦った後はお前だ！　ファルド！　その首洗って待っとけよ！」

　レインがエルニアから視線を切り、闘とう志しに狂くるった双そう眸ぼうをファルドに向ける。

「え、レイン!?　ここで僕かい!?　僕なのかい!?」

　あまりにも意外なタイミングで名前を呼ばれたファルドが、目を見開く。その隣となりにいたガゼットは心底残念そうに溜息を吐つき、アリカが安心したような気き遣づかうような微び妙みような表情を浮かべて困こん惑わくする。そして、あれほど敵てき愾がい心しんを剝むき出しにしていたジナに哀あわれそうな視線を向けられたエルニアは、その顔を羞しゆう恥ちと怒りに染め上げ、涙なみだ目めになりながら声を張り上げた。

「レイン・エルハルト。貴様、どこまで私をおちょくればっ！」

「ぴぎぃいいいい！」

　エルニアの怒ど号ごうを、今度はペムペムの悲鳴が遮った。

　レインが慌ててその双眸を前方へ走らせる。その視線の先では、狂ったような奇き声せいを上げるジャンブルウが、血管が浮き出るほど引き攣つらせた五指をレインとペムペム目め掛がけて振り下ろしていた。

「貴様ら逃にげろ！」

　漆黒の鎖くさり天てん井じようから尖せん剣けんを携たずさえた五本の鎖が、レインとペムペム目掛けて降り注ぐ。

　そんな悪あく魔まの警告を、レインとペムペムは気き迫はくに満ちた笑えみで迎むかえ撃うった。

「そらきたぞっ！」

　襲おそいかかる凶きよう剣けんに、レインとペムペムは同時に地を蹴ける。飛び退のいたレインの左ひだり腕うでを掠かすめた尖剣は、地面にぶつかるや否いなやすぐさま切り返した。顎あごを狙うその一撃は囮おとり。本命の二本目は大きくレインの頭上で輪を描えがくと、顎の一撃を回かい避ひしたレイン目め掛がけて、弛ゆるんだ鎖を一気に締しめ上げた。重なった部分を始点に鎖が引き締しめられ、摩ま擦さつで漆黒の表面を赤く染めた輪が、その顎の中にレインを捕とらえる。

「ペムペム。【分ぶん裂れつ】」

「ぴぎぃっ！」

　レインの叫び、三本の鎖の猛もう攻こうを躱かわすペムペムが声を張り上げる。ペムペムが鎖と鎖が波打つ一いつ瞬しゆんの隙すきを突ついて小さな分裂体をレインへ飛ばす。

　鎖の輪が閉じる刹せつ那な、レインは踵かかとに滑すべり込んできた分裂体を踏ふみしめた。

　潰つぶれた分裂体が、レインの身体を跳はね上げる。足先を掠める灼しやく熱ねつの鎖。それは捕らえるなんて生やさしいものじゃない。まともに食らっていたらレインの身体は焼き切られていただろう。

　だが、気を緩ゆるめる暇ひまはない。掬すくい上がっていた一本目の尖剣が、着地したレインに牙きばを剝く。首筋に感じる悪お寒かんに、レインが慌てて身体を捩ねじる。レインが生身で攻こう撃げきを躱せるのは、【契約の絆】によりペムペムの危機察知能力と逃げ足の速さの恩おん恵けいがあるからだ。

　だが、パートナーの恩恵を受けているのは、レインだけではなかった。

「なんだ？」

　レインが身体に起きた異変に目を見開く。迫せまる尖剣を避けようとした右足が、まるで恐きよう怖ふに竦すくんだかのように唐とう突とつにその自由を失った。

　ミストリアの紫し紺こん色の双眸が、レインの右足を捕らえる。ジャンブルウとの【契約の絆】を発動したミストリアもまた、悪魔の恩恵を受けていた。ミストリアが受けた恩恵は、見つめるだけで呪のろいをかける【邪じや眼がん】の一種だ。その眼が見つめた部分は恐怖を増ぞう幅ふくさせられ、足でも腕うででもその動きを束そく縛ばくされる。

「こなくそ！」

　言うことを聞かなくなった右足に悪態をつきながら、レインは強ごう引いんに左足を蹴り、その反動で自ら体勢を崩くずす。

「ぴぎぃいい！」

　そこへ、主の危機を察知したペムペムの体当たりが加わった。ペムペムがレインの右足を弾はじき、その身体を僅わずかに浮うかせる。重力に引っ張られたレインはそのまま肩かたから地面に着地すると、首筋を駆ける悪寒を頼たよりに地面を転がった。レインの後を追うように、次々と尖剣が大理石に突き刺ささる。

「馬ば鹿か者もの。なぜ逃げぬ！」

　尖剣よりももっと恐おそろしいものが、怒号と共にレインのすぐ側そばに迫っていた。ジャンブルウの雄お叫たけびがレインの耳じ朶だを打ち、豪ごう腕わんが容よう赦しやなく振り下ろされる。

　だが、大理石も容易たやすく殴なぐり砕くだくであろうその一いち撃げきに、レインは微かすかな安あん堵どの表情を浮かべた。

「そういう打だ撃げきなら大だい歓かん迎げいだ。ペムペム、弾け」

「ぴぎぃ！」

　レインの声にペムペムが飛び上がり、ジャンブルウの豪腕を受け止める。城じよう壁へきすら打ち砕きそうな拳こぶしを、ペムペムは受け止め、捩じり、レインのすぐ脇わきにはじき飛ばした。大理石が砕ける反動を利用し、レインがペムペムを引ひっ摑つかみながら飛び退く。

「あっぶねぇ。お前の主様は一体どうしたんだ。なんか変なもんでも喰くったのか？」

　地面を滑るように体勢を整えながらレインはジャンブルウへ、溜たまり溜まった疑問を投げつけた。ミストリアの攻撃は異常だ。鬼き気き迫せまるその攻撃は本気でレインの命を狙ねらっている。

　レインの疑問に、ジャンブルウは掬い上げた五指で大理石をえぐり取りながら、憤ふん激げきに顔を歪ゆがめて叫さけんだ。

「吾わが輩はいの主を犬のように言うでない！」

「じゃあ、何だってんだよ！　っ、ペムペム【膨ぼう張ちよう】！」

「ぴぎゅぃいいう」

　弾き上げられた大理石の破は片へんを、身体を一気に膨張させたペムペムが受け止める。

「吾輩にも分からぬ。先日、フードに仮面をつけた輩やからが現れ、虫を使ってロードの血を奪うばいおった」

「虫だぁ!?」

「そうだ。そして、それからだ。ロードの体調が悪くな──んむぐっ!?」

　ガチッという歯と歯が打ち合う鋭するどい音を漏もらし、ジャンブルウの顎が強制的に閉じられる。

「おしゃべりはいいと言ったはずよ、ジャンブルウ」

「おい、こら！　ミストリア！　てめぇ、自分のパートナーに何して──」

　怒ど鳴なりつけたレインが、唐突にその声を止める。レインはその双眸の先に、ミストリアの首筋でうごめく〝何か〟を捉とらえた。

　それは、何かの蛹さなぎのようだった。

「ミストリア。てめぇ、首筋になんかついてっぞ！　引っぺがせ！」

「何をおかしなことを言ってるの？　私のことを気遣う余よ裕ゆうがあるの？　ここで朽くちる、あなたが？」

　ミストリアが悪意に満ちた言葉を吐はき出す。その声に呼応するように、契けい約やくの紋もん章しようが更さらに毒々しい輝かがやきを放ち、首筋の蛹が震え始めた。まるでそれが悪意を助長するかのように、ミストリアの口元に残ざん虐ぎやくな三日月が浮かぶ。

「いいから、俺の話を聞──」

「ぴぎぃいいいいい！」

　レインの声を遮さえぎり、膨張していたペムペムがレインの身体を飲み込む。ミストリアに気を取られていたレインに、ジャンブルウの豪腕が迫っていた。ペムペムの青い身体に、鋼はがねのような拳が食い込む。その拳は打撃に対して強力な耐たい性せいを持つペムペムにすらダメージを叩たたき込んだ。ペムペムに守られたレインが、苦しげにその口の端はしから血の混じった気き泡ほうを吐き出す。【契約の絆】のデメリット。信しん頼らいが深ければ深いほど、モンスターが受けたダメージまでもが魔獣錬磨師モンスタートレーナーに還かん元げんされる。

　ゴム鞠まりのように吹ふき飛ぶペムペムを見定めながら、ジャンブルウは空に向けて開いた拳を握にぎり込んだ。漆しつ黒こくの鎖くさりがジャンブルウの拳に導かれるように絡からみ合い、巨きよ大だいな鉄球を生み出す。

　漆黒の空に生まれた漆黒の鎖の玉。ジャキッと荒あら々あらしい金属音が辺りに響ひびく、鉄球を吊つっている鎖が、そのあまりの重量に悲鳴を上げているのだ。

　そのあまりに凄せい惨さんな光景に、飛び出そうとしたアリカがガゼットに押しとどめられながら悲鳴を上げる。

「ペムちゃんっ、レイン君っ！　逃げてぇえええ！」

　だが、アリカの必死の懇こん願がん空むなしく、鉄球はレインを包むペムペム目掛けて落下した。

　超ちよう重量の鎖に、レインとペムペムは声を上げる間もなく押し潰され──

　そして、沈ちん黙もくした。




　　　　＊




「レイン君！　ペムちゃん！　い、いやああああああああ!!」

　あまりに凄惨な一撃に、アリカが悲鳴を上げ、両手で顔を覆おおいながら崩れ落ちる。

　一方ミストリアは、死に値あたいする攻撃を受けたレイン達に満足げに微笑ほほえむと、恍こう惚こつとした表情を浮かべながらその両手を天へと掲かかげた。

　聡そう明めいな双眸は、自らを焼き尽つくすような狂きよう気きに染まっていた。

「ふふ、あはははは。あははははははははは。力って。暴力ってこんなにも素す晴ばらしいものだったのね。なんで、いままで我が慢まんしてたのかしら。本当に、馬ば鹿かみたい。これだけの力があれば、全部思うがまま。ファルド、あなたの天使でさえも」

　謳うたうように鎖で漆黒に塗ぬりつぶされた天を拝むミストリアが、病的な熱を帯びた視線をファルドへ投げかける。その時、ミストリアの首筋でうごめく蛹の背中が割れ、漆黒の蝶ちようが現れた。

　その蝶は僅かに羽ばたくとミストリアの頰ほおにピタリと止まり、

　その蝶に禍まが々まがしい爪つま先さきを突き出していたジャンブルウが金かな縛しばりに遭あったかのようにピタリとその動きを止められた。

「何をしているのかしら、ジャンブルウ？」

「貴様は、吾輩のロードではない！　貴様を八つ裂ざきにし、吾輩のロードを解放する」

「解放？　ふふ、笑わせるわね。今の私こそ解放された姿でしょう」

　漆黒の蝶の数コンマ手前で動きを止めたジャンブルウの頰を、ミストリアが優やさしい手つきで撫なでる。その普ふ段だんのミストリアと変わらない振ふる舞まいに、ジャンブルウの怒いかりは頂点に達した。

「きぃいいいさぁぁぁああああまぁああああああああ！」

　枷かせが外れたように、ジャンブルウが咆ほう哮こうを上げる。その咆哮に、天てん井じようを作っていた鎖が激しく震ふるえた。だが、いくら吼ほえようとも、ジャンブルウの身体からだはピクリとも動かない。ジャンブルウの身体を縛しばる【契約の絆】の強制力は、今までに感じたことのないほど強力だった。

　荒あれ狂くるう悪魔に、ミストリアがふと思い出したように微笑む。

「そういえば、最後の鎖が残っていたわね」

　ミストリアが血に濡ぬれた指先でジャンブルウの胸を斜ななめ十字に縛る鎖をなぞる。

　ジャンブルウがこれまでにないほど荒あらぶる声を張り上げた。

「ば、馬鹿者。やめるのだ、ロードよ。この鎖を解き放てば、どうなるか──」

「もちろん、知ってるわよ。この鎖はあなたの本能を縛るもの。一度解けば、あなたの全すべての力が解放される。ああでも、空間は渡わたれなくなるのよね。別にいいわよ。もう、空間を渡る必要なんてない。ほしいものは全部、私の手の届くところに」

　子供のように無む垢くで、娼しよう婦ふのように熱い微び笑しようを漏らし、

　ミストリアは禁断の鎖に手を掛けた。

「【チェーンリバイスト】」

　バキンという音と共に、ジャンブルウの身体を縛っていた最後の鎖が解き放たれる。

「お、お、おおぉおおオアァァアオォォｏａＯＧＡＡＡＡＧＡＡ！」

　悲しみに沈しずむ悪あく魔まの咆哮が天を貫つらぬく。鎖から解き放たれたジャンブルウの身体が脈打ち、膨張した血管が禍々しい紋もん様ようを肌はだに浮き上がらせる。筋肉は倍に膨ふくれあがり、牙きばがせり出し、その双そう眸ぼうから理性が消え失うせた。

　その光景に、ジャンブルウから迸ほとばしる命を蝕むしばむ狂気に、ただでさえ心を乱していたアリカが目め眩まいを起こし崩れ落ちる。エルニアとガゼット、そしてレオンが慌あわてて倒たおれるアリカに駆かけ寄り、その身体を支えるが、支えられてなお、その身体は恐怖に震えていた。

「エルちゃん……、ガっちゃん……」

「アリカ、しっかりしろ。気をしっかり持て」

　うわ言のように力の無い声を絞しぼり出すアリカが、その目め尻じりから涙なみだを零こぼす。一いつ瞬しゆんジャンブルウと視線が合った彼女が眼めにしたのは、打ち砕かれるレオンと、身を引き裂かれる自分の姿だった。暴走した悪魔の瞳は、ただそれだけで人に死を叩きつける。

　だが、そんな悪魔でさえも、契約の紋章には抗あらがえなかった。

「さぁ、天の使いを堕おとしに行きましょう。邪じや魔まする者は、全て力でねじ伏ふせなさい」

　ミストリアの指示に、ジャンブルウは無言のまま頷うなずいた。

　そして、ミストリアは歩き出した。ファルド達がいる方向へ。

「さぁ、ファルド。上がりなさい。今日こそ。あなたと、天てん騎き士しを、堕おとしてあげる」

　ファルド達が駆け付けていた闘とう技ぎ台の縁へりで足を止めたミストリアが、蠱こ惑わく的な笑みを浮うかべる。頰に止まる漆黒の蝶がミストリアの堕だ落らくを喜ぶように、妖あやしい羽根を大きく羽ばたかせた。

　そんなミストリアに、ファルドはどこか悲しげに眼を細めると、小さく首を横に振った。

「本当に、どうしたんだ。ミーア。君らしくもない」

「その名で呼ぶなと言っているでしょう！」

「ああ、それもそうだな。君はミーアじゃない。勝負の最中に油断するなんて、ミーアでは考えられないからね」

　ファルドの言葉に、ミストリアが胡う乱ろん気げに眉まゆを持ち上げる。

「勝負？　勝負なら、もう決着はついているでしょう？」

「さぁーて、それはどうかな？」

　ジャンブルウが死を予感させる覇は気きを撒まき散らす中、ファルドは涼すずしげに微笑んだ。余裕に包まれた笑みに、ミストリアの頰に張り付いた黒蝶が、炎ほのおに焼かれるように荒々しく羽ばたく。

　ミストリアの相そう貌ぼうはかつてない憤激に染まっていた。

「そうやって、あなたはいつもいつも私を──」

　怒りのあまりに言葉を続けられなくなったミストリアが、暗黒の輝きに染まり、血の滴したたる腕うでを振り上げる。その動きに怒いかれる暴君と化したジャンブルウが、その豪ごう腕わんを振り上げた。同時に振り下ろされる、狂気に染まった二つの腕。その腕の軌き道どうを追って、血に飢うえた鎖が闇やみの天井から降り注ぐ。

「やる気がないのならば、そうしていなさい。私は、無理やりにでもあなたのやる気を引き出してみせる！」

　声を震わせるミストリアが睨にらんだのは、ファルドでなくエルニア達の方だった。大気を貫き、身構える間もなく悪魔の鎖がエルニア達に牙を剝むく。

　だが、その鎖が届くことは永遠になかった。

「エルデミオール！」

　ファルドの鋭い声が光を呼び、降り注いだ鎖が天輪から飛び出した聖なる楯たてに弾はじかれる。

　漆黒の鎖が再び波打ち、四方からエルニア達に襲おそいかかるが、その一本たりとも、鎖の一ひと欠片かけらたりとも、エルニア達に届くことはなかった。

　ファルドが浅く発動した【契約の絆】のもと、エルデミオールが導いた光の楯は襲いかかる鎖を尽ことごとくはじき返した。

　しかし、ファルドはエルデミオールと共に攻こう撃げきを弾きはしたが、一いつ切さい攻撃する素そ振ぶりを見せなかった。

「なぜ、攻撃しないの？」

　苛いら立だちを押し殺すように、眉を吊つり上げながら、ミストリアがファルドに問いかける。

　そんなミストリアに、ファルドは悲しげに眼を細めながら首を横に振った。

「僕の声が届かないなんて、悲しいな。ミーア。僕は言ったはずだよ。まだ、勝負はついていないってね」

「何を言っているの？」

　ファルドの言葉に、ミストリアが理解できないとばかりに、眉を顰ひそめる。

　そんなミストリアの背後で。

「いっっっってぇええええなぁああああ！」

「きゅぅ～～～～～～～～～～～っぴぃいいい！」

　痛快で、爽そう快かいで、なによりも豪ごう快かいな声が木こ霊だまし、緊きん迫ぱくとした空気を吹き飛ばした。

　驚おどろきに目を大きく開いたミストリアが、慌てて声の方を振り返る。その視線の先で、地面に空あいた大穴から、全身に鎖の痕あとを刻んだペムペムと、同じく鎖に制服をぼろぼろに引き裂かれたレインが飛び出した。

「アレを喰くらって、まだ生きてたの？」

「はっ。おあいにくさま。打たれ強さには自信があってねぇ」

　ミストリアが驚きとも、呆あきれとも言えない表情を浮かべる。予想以上にレインとペムペムは頑がん丈じようだった。二人が健在ならファルドの言葉は正しい。確かに、まだ勝負は終わっていない。

　終わっていないが、その勝敗は明らかだった。生きていたとは言え、レインとペムペムは全身傷だらけの満まん身しん創そう痍いだ。とてもじゃないが、ジャンブルウと戦うことは出来ないだろう。眼を細めたミストリアは、石ころでも見るような視線をレインとペムペムに投げかけた。もはや、ミストリアは完全にレイン達から興味を失っていた。

「いい子だから、寝ねてなさい。もう、あなた達に用はないから」

　ホコリでも払はらうように、ミストリアがひらひらと掌てのひらを振る。

　だが、そんな命の切きつ符ぷを、

「何言ってんだよ？　まだ、勝負は途と中ちゆうだろうが！」

　レインはジャンブルウに負けないほどの獰どう猛もうな笑みと共に破り捨てた。

「あなたこそ、何を言っているの？　力の差、見たでしょ。あなたのスライムと、私の悪魔の絶対的な力の差を」

　声を張り上げるレインに、ミストリアがもはや侮ぶ蔑べつを含ふくんだ視線を投げかける。

　そんなミストリアに、レインは鼻を鳴らして応こたえた。

「あ～、見た見た見た見た見た。そんなもん、見み飽あきたよ」

「だったら……」

「だったらどうしたっ！」

　不敵に微笑ほほえむレインに、ミストリアの眉が僅わずかに跳はねる。不快そうに口元を歪ゆがめるミストリアに構わず、レインは更さらに声を張り上げた。

「強い奴やつが勝って、弱い奴が負ける？　そうじゃないだろ、勝負ってやつは！　強い奴が負けて、弱い奴が勝っちまう。それが勝負ってやつだろう！　何が起こるか分からない。だから、楽しいんだよ。勝負ってやつは！」

　レインが、最弱の紋もん章しようが刻まれた腕を振り払う。溢あふれる闘とう志しに極限まで増した【契約の絆】の輝かがやきは、闘技台を覆おおっていた薄うす闇やみを搔かき消した。

「大切なのは、力の強さなんかじゃねぇ！　大切なのは、強い奴が相手だろうが、たとえ相手が悪魔だろうが、勝つことを諦あきらめねぇことじゃねぇのかよ！」

　心の限り、魂たましいの限り、飾かざりっ気けのない言葉でレインが叫さけぶ。

　その純じゆん粋すいな闘志を受け、ミストリアが苛立ちを露あらわに唇くちびるを嚙かんだ。

「勝負が、楽しい？　諦めなければ、勝てる？　馬ば鹿か馬ば鹿かしいわね。じゃあ、あなたには何が出来るの？　この、荒れ狂う暴力の前に。しかも、そんなぼろぼろの状態で。今度こそ、死ぬわよ」

　ミストリアが冷れい徹てつな眼まな差ざしをレインへ向ける。そう、ミストリアの言うことはもっともだった。ただでさえ凶きよう悪あく強力なジャンブルウの力は増大し、レインとペムペムは至る所に傷を負っている。

　だが、それでもレインとペムペムの眼は勝利を諦めてはいなかった。

　そしてレインは笑った。これからが勝負だと言わんばかりに。

　その笑みに込こめられた気き迫はくが、闘気が、執しゆう念ねんが、ミストリアには理解できなかった。

「なんで、諦めないの？　あなたは？」

　それは単純な、純粋な疑問だった。

　その疑問に、レインはどこまでも不敵な笑みを浮かべて片かた膝ひざを折ると、スライムの紋章が輝く掌をボロボロになったペムペムへ乗せ、声の限り叫んだ。

「俺が諦めねぇ理由か？　んなもん、決まってる。こいつが、世界最弱って笑われてたスライムのペムペムこいつが諦めてねぇのに、俺が諦められるわけねぇだろうがっ！」

「ぴぎぃ────っ！」

　それはこっちのセリフだと言わんばかりに、レインの言葉を聞いたペムペムが、その甲かん高だかい声を張り上げる。

　そして、その声は、悪魔の恐きよう怖ふに捉とらえられた心を勇気づけた。ガゼットとエルニアに支えられていたアリカが、闘気に身を焦こがすレインの姿に力を取り戻もどす。

「レイン君。ペムちゃん。──っ、っがんばれー！」

　アリカが両手を口元に当て、声の限りレインを応おう援えんする。そんなアリカに一安心しながら、ガゼットとエルニアはやれやれといった表情でレインとペムペムに眼を向けた。

「あ～あ。変なスイッチが入っちゃったよ。あれは」

「ああ、馬鹿のスイッチが入ったな。もう、奴は止まらんぞ。だが、どうする気だ。闘技台は大理石だ。大量の水分が必要な【無む尽じん膨ぼう張ちよう】は使えんぞ」

「まぁ、そこは何とかするんじゃない？　なんたってレインだし」

「そうだな、何とかするだろうな。あの馬鹿だからな。──ん、どうした？　ジナ・レームライト」

　いつの間にか眼の前に立っていたジナに、エルニアが小首を傾かしげる。

　するとジナは、なぜかむすっと頰を膨ふくらませながら、ガゼット、アリカ、エルニアを順々に指差した。

「なんか、三人だけ婿むこ様と繫つながって、る。ずるい」

「ず、ずるいとは何だ！　忘れたのか、レインを賭かけた勝負は私が勝ったのだぞ」

「だから、もう一回」

「ダメだ！」

「勝ち逃にげずる、い。卑ひ怯きよう」

「ひ、卑怯だと!?　き、貴様ぁ～。わかった、そこまで言うならもう一度完かん膚ぷなきまでに叩たたき潰つぶしてくれる。ジナ・レームライト」

「……ちょろい？」

　あまりにも簡単に挑ちよう発はつに乗ってきたエルニアに、ジナがむしろ驚いた声を漏もらす。

　そして今にも再戦を始めようとした二人に、とてつもなく面おも白しろくなさそうな顔を浮かべたファルドが、パンパンとその手を打ち鳴らした。

「は～い、そこの僕の女め神がみズ。どうせ争うなら、僕のことで争ってほしいんだけど。それと、そろそろあっちも動くみたいだよ～ん。見てあげようよ。あのスライム君が、どれだけミストリア相手に何をするかを、さ」

　ファルドの提案に、エルニアとジナは渋しぶ々しぶながらも身を引いた。ファルドの女神であることは断じて否定するが、確かに二人には目の前の敵よりも注目するべき戦いがあった。

　そして、

　レインとミストリア、スライムと悪あく魔まの最後の打ち合いが始まった。




　　　　＊




「さぁ～って、ペムペム。分かってるな。やることは、一つだぞ」

「ぴーっぎ」

　時が経たつにつれ筋肉を肥大化させるジャンブルウを見み詰つめながら、レインとペムペムがその気持ちを合わせる。

　ジャンブルウの強さを、直接手合わせしたレインとペムペムはよく理解していた。しかも、今はその真の暴力を解放している。生半可な攻撃はまずその筋肉の前に止められる。おそらく、レインとペムペムの切り札、【昇しよう華か】ですら単発ではダメージを与あたえられないだろう。

　目の前の悪魔を倒たおすには、強力な一いち撃げきがいる。それこそ、ドラゴンをもねじ伏ふせるほどの一撃が。

　状じよう況きようは絶望的。だが、レインとペムペムの瞳ひとみには、一筋の光明が輝いていた。

　その光明を貫つらぬくべく、レインとペムペムは動き出した。

「行くぜ、ペムペム。【体当たり】！」

「ぴぎぃーっ！」

　そして、最弱のコンビが放ったのは、やはり何の変へん哲てつもない体当たりだった。

「この……。人を馬鹿にするのもいい加減にしなさい。ジャンブルウ！」

　ミストリアが激げつ昂こうし、ジャンブルウが狂くるったように腕うでを横よこ薙なぎに振ふり払う。赤黒い血管の浮うかぶ剛ごう腕わんは、愚ぐ直ちよくに正面から体当たりしてきたペムペムの身体からだを、ハエでも払うように撃うち払った。ジャンブルウに殴なぐられたペムペムが、体当たりの勢いをさらに加速させ、吹ふき飛ばされる。

　いともあっさり撃ち返されたペムペムに、ミストリアが苛立ちを露あらわに舌を打つ。

「まったく、どんな凄すごい技わざをするのかと思──」

「ペムペム。もういっちょ、【体当たり】！」

「ぴぃいいぅ、っぎぃー！」

　耳を打つレインとペムペムの気合いに、ミストリアが苛立ちを通り越こして呆れ気味に、その視線をペムペムを弾はじき飛ばした方向へ向ける。

　だが、その視線の先にペムペムはいなかった。

「どこへっ!?」

　ミストリアが微かすかに焦あせった声を上げる。

　ペムペムを見失った主あるじの代わりに、本能を解放したジャンブルウがその剛腕を振り払った。ミストリアの視界の外で、剛腕がペムペムを殴りつけ、耳の痛い音を響ひびかせる。

「なに？」

　ミストリアが僅かに眉まゆを持ち上げて振り向く。

　その双そう眸ぼうに飛び込んできたのは、腕を振り払ったジャンブルウでもなく、大理石の床ゆかに打ちつけられるペムペムでもなく、

「ペムペム。たいあた～～……」

　見詰めるだけで死をまき散らすジャンブルウを前に、満面の笑みを浮かべたレインがその腕を後ろに引く姿だった。

　ぎりぎりと、軋きしむ音が聞こえてきそうなほど、レインが全身の筋肉を絞しぼり上げる。

　そして、レインはまるで弓の弦つるのように引き絞った全身の筋肉を気合いと共に解放した。青白く光り輝く拳こぶしが、矢の如ごとく打ちだされる。だが、その拳は肩かたまで飛び出したところで、その拳目がけて飛び上がった青い何かを受け止めた。

　それは、闘とう技ぎ台を恐おそろしい速度で転がってきたペムペムだった。

「ぴぃぅぅん、ぎぃうっ！」

　レインの拳に着地したペムペムが、その身体を撓たわめかせる。

　そして、

「っり！」

　拳にペムペムを乗せたレインは、その拳を荒あれ狂うジャンブルウ目がけて振り抜ぬいた。着地の反動とレインの拳の推進力を得たペムペムが、闘技場の端はしから端までを一気に貫く。

　一撃目とは明らかに違ちがうその体当たりの速度に、ミストリアは顔を強こわ張ばらせた。

「ジャ、ジャンブルウ！」

「ＧＡＡＡＡＡＡＡ」

　ミストリアの声に、ジャンブルウがその剛腕を振り払はらう。その一ひと振ふりは、ただまっすぐに体当たりを仕し掛かけてきたペムペムをいとも簡単に打ち払った。その姿に、ミストリアが微かに安あん堵どの息を吐つく。当然だ。いかに早くともこれだけまっすぐな攻こう撃げきならば、その軌き道どうを見切ることは容易い。

　ジャンブルウに殴りつけられたペムペムは、そのまま闘技台の端まで吹き飛ばされ──

　着地と同時に、恐ろしい速度で転がり始めた。

　再び拳を引き絞った、レインへと向けて。

「たったったった……」

　闘技台に青い軌き跡せきを刻むペムペムが、レインの拳へ飛び跳はねる。

「たいあた～～～っり!!」

「ぴ～ぃ～っぎぃう！」

　レインという名の弓に乗り、ペムペムという名の矢が再びジャンブルウへ向けて放たれた。その速度は、一撃前よりもさらに速く、今度はミストリアが声を上げる暇ひまさえない。

「Ｇ、ＧＡＡＡＡ」

　迫せまりくる脅きよう威いに、ジャンブルウが今度は頭上に掲かかげた拳をペムペムへと振り落とした。闘技台に叩きつければ、加速は止まる。

　ジャンブルウの本能はおおむね正しかった。

　だが、大きな誤算があった。ジャンブルウは知らなかった。

　レインとペムペムが嘗なめてきた、辛しん酸さんの量を。

　そして、積み上げてきたトレーニングの厚みを。

「ペムペム。弾はじけ！」

「ぴぃぃぅぎっ！」

　ジャンブルウの拳を受けたペムペムが、衝しよう撃げきを受け止めながらその軌道を捩ねじ曲げる。さらに一段と加速したペムペムは着地するや否やその身を捻ひねり、加速を一いつ切さい殺すことなく闘技台を転がり始めた。

「おっしゃ！」

　レインが歓かん喜きに拳を握にぎりしめる。ペムペムがやっているのはルルの技わざの応用だ。この技を見た時からレインは考えていた。

　相手の攻撃を弾くならば、自分自身も弾くことが出来るはず。

　それも、相手の攻撃の威い力りよくを受け止めた上で。

　加速が可能なのは、風のドラゴンとのトレーニングの中ですぐに実証できた。だが、問題があった。いくら加速しても、次の体当たりのタメを作るのに、その加速はゼロになってしまう。

　そこでレインはもう一つ敗北の記き憶おくを思い出した。

　ジナはルルの体当たりで自分の拳を加速させていた。

　拳を加速させられるならば、逆も可能なのではないか？

　単純にして無む謀ぼうな思考。そして、一昼夜を費やした過か酷こくなトレーニングの中で、レインとペムペムはその無謀を現実に変えた。

「さぁ、来い！　ペムペム！」

「ぴっぎぃう！」

　レインが大きく腕を引く。ギリギリと筋肉が軋み、肩の関節が悲鳴を上げる。それもそうだろう。いくら軽いとはいえ、一撃一撃ごとに加速するペムペムを打ちだすのは並なみ大たい抵ていの衝撃ではない。

　だから、レインはさらに契けい約やくの紋もん章しようを、【契約の絆】を昂たかぶらせた。

　ペムペムの持つ柔じゆう軟なん性を、より強く己おのれの筋肉へ還かん元げんさせるために。

「おぅっぅらぁ！」

　レインが拳を強く握り締める。ふがいない自分に必死についてきてくれたペムペムに勝利という最高のご褒ほう美びを与えるために、レインがその魂たましいを【契約の絆】に注ぎ込む。

「ぴっぎぃう！」

　レインの拳に着地したペムペムが、限界までその身体を撓めかせる。風のドラゴンとのトレーニングの最中、人知れず悔くやし涙なみだを零こぼしていた主に最高の恩返しをするために、ペムペムが持てる力の全すべてを込こめた体当たりで、その身体を限界を超こえてはじき出す。

　魔獣錬磨師モンスタートレーナーの想おもいに、モンスターが限界を超えた力で応こたえる。

　それは奇くしくも、サラがエルニアに語った最高の魔獣錬磨師モンスタートレーナーとモンスターの姿だった。

　レインの掌てのひらに刻まれた紋章とペムペムの身体に刻まれた紋章が共鳴する。種族を超えた信しん頼らいに【契約の絆】が限界を超えて輝かがやき、恐きよう怖ふを増ぞう幅ふくさせていた暗くら闇やみを照らす光となる。
















　再びペムペムの体当たりがジャンブルウ目め掛がけて放たれる。

　その速度は、もはや体当たりと呼べるようなものではなかった。しかし、避よけようにも、ジャンブルウはミストリアの傍そばを離はなれられない。当然だ。今ジャンブルウが飛び出せば、ミストリアへ向けられたペムペムの矢を阻そ止しするものはいなくなる。

「ジャンブルウ。鎖くさりを！　捕とらえなさい！」

　僅わずかな敗北の予感を感じたミストリアが、鋭するどい声で指示を飛ばす。その声に、再びペムペムを殴り飛ばしたジャンブルウが五指を振り落とした。ペムペム目掛けて、五本の鎖が次々と降り注いだ。だが、鎖は次々と空を切り、次々と闘技台に突つき刺ささった。加速したペムペムを捉とらえるには、暴走し繊せん細さいさを欠いた鎖では遅おそすぎる。

　再び打ち込まれる体当たりに、ミストリアはその双眸を発射台のレインへと向けた。

「ジャンブルウ！　トレーナーの方を狙ねらいなさい！」

　ミストリアの指示に、ジャンブルウが五指を掬すくいあげる。その指に導かれ、闘技台に突き刺さっていた鎖が、地面を貫き、レインの足あし下もとから現れた。ある鎖はレインの足を狙い、またある鎖は退路を断たつために漆しつ黒こくの網あみを張り巡めぐらせる。

「だから言ってるだろうが！　スライムの逃にげ足を舐めんなって！」

　己を狙った攻撃に、レインはここぞとばかりに勝ち誇ほこった笑みを浮かべて叫さけんだ。襲おそい来る漆黒の魔まの手を、レインが笑って回かい避ひする。スライムの危機察知能力と逃げ足を還元したレインを束そく縛ばくするには、漆黒の鎖の攻撃は単調過ぎた。

　とは言え、鎖の攻撃は無む駄だではない。足を跳ね上げたレインの体勢が、大きく崩くずれる。これでは、飛び込んできたペムペムを撃ち返すことはできない。

　ミストリアの口元が、笑みを取り戻もどす。

「気にすんな！　来い、ペムペム！」

　その笑みは、レインが放った蹴けりの一いち撃げきに搔かき消された。

　片手で身体を支えながらレインが右足で受け止めたペムペムを蹴り飛ばす。そして、もう一度ペムペムがジャンブルウの拳に弾かれた、その瞬しゆん間かん。

　ペムペムの身体から湧わき上がるような蒸気のようなオーラが迸ほとばしり、飛び出す速度が一段と加速した。

「うそでしょ!?」

　ミストリアの顔が俄にわかに引き攣つる。ペムペムの身体の異変、それは【昇しよう華か】と呼ばれる現象だった。それは強敵と戦った経験により壁かべを越こえたモンスターに起こる奇き跡せき。それは苦難に立ち向かう勇者へ贈おくる空と大地の祝福。

　壁を越えたモンスターを大地は祝福し、全ての傷を癒いやし、体力を完全に回復させる。

　壁を越えたモンスターを空は祝福し、数刻の間、その全能力を数十倍に引き上げる。

　噴ふき出すようなオーラを身に纏まといながら闘技台を疾しつ走そうするペムペムの圧力は、ミストリアがかつて戦ってきた強きよう豪ごう達にも全く引けを取らなかった。

「なぜ、今、このタイミングで!?」

　その言葉は、驚きよう愕がくに染まっていた。

　ミストリアは知らなかった。これこそが、レインとペムペムの真の狙いであることを。

　スライムは確かに最弱の種族だ。最弱だからこそ、強大な敵と戦う時に得られる経験値は膨ぼう大だいだ。だからこそ、レインとペムペムは立ち向かうのだ。最弱でも強者に勝利する権利があると証明するために。

　諦あきらめない者にそっと微笑ほほえむ勝利の女め神がみ。

　人はそれを奇跡と呼んだ。

　諦めない。勝つまで、どれだけでも繰くり返す。

　それがレインとペムペムの強さだった。

「こんなことって……」

　力を求めた暴力が積み上げられた努力に圧あつ倒とうされるという事実に、ミストリアの中で力に対する渇かつ望ぼうが大きく揺ゆらぐ。ミストリアがもし力に固こ執しゆうし、ジャンブルウを暴走させなければ、ペムペムはいとも容易たやすく空間の裂さけ目に囚とらわれていただろう。ジャンブルウほどの機知に富んだ悪あく魔まならば、レインとスライムにこれほど容易く後おくれをとったりはしないだろう。

　しかし、この逆境はミストリアの胸の奥に佇たたずむ、ある衝しよう動どうに火をつけた。

　それは、魔獣錬磨師モンスタートレーナーならば誰だれもが持つ、勝負への情熱。

　胸の中で燻くすぶった情熱は、レインの溢あふれる闘とう志しに同調し始めた。

「ギィギギギ、ギギギギ……」

　その熱に焼かれるように、ミストリアの頰ほおに止まっていた蝶ちようが苦しげな鳴き声を上げる。だが、その断だん末まつ魔まの叫び声は、最後の足あ搔がきとばかりにミストリアの心の奥から、ひび割れ始めた力への渇望を無理やり引き出した。

「あ、あああ、ああああああああ！」

　身を焼くような情熱と欲望に、ミストリアの喉のどから悲鳴が迸る。ガクッと糸が切れたように一瞬頭を落としたミストリアは次の瞬間、禍まが々まがしい光に満ちた双そう眸ぼうをレインに向けた。

「縛レ！」

「んなに!?」

　ミストリアが禍々しく輝く悪魔の紋章からジャンブルウの力を引き出し、紫し紺こんの眼光でレインの四し肢しを束縛する。これでもう、ペムペムを弾はじき出すことはできない。

「構うな、ペムペムー！　これで決めっぞっ!!」

　レインは吼ほえた。

「ぴぎぃいいいいいいい！」

　ペムペムも吼えた。

　灼しやく熱ねつに燃えるペムペムの身体からだが、レイン目め掛がけて飛び跳ねる。レインはその双眸を滾たぎらせると、大きく弓なりに背中を反らし──

「ぶっとばせぇええええええ！」

　飛び込んでくるペムペムを、腹筋が悲鳴を上げるほどの力で引き戻した己の額で受け止めた。不器用な頭ず突つき。できることを考え抜ぬいた末の不格好なレインの意地。

　そんな不器用な主あるじに、ペムペムは渾こん身しんの体当たりで応えた。レインを吹き飛ばすことも厭いとわず、ペムペムが渾身の体当たりをジャンブルウへと打ち出す。そのあまりの速度に、空気が摩ま擦さつを生み、ペムペムは身を焦こがすほどの高温に包まれた。

　灼熱の尾おを引き、敵を穿うがつ銃じゆう弾だんと化したペムペムがジャンブルウへ迫る。もはやジャンブルウが腕うでを振ふり上げる暇さえない。

　灼熱に燃えるペムペムの矢は、暴走する悪魔の胸に突き刺さった。

「ＧＡＧＡＡＡＧＡＡＡＡＡＡＡＡ」

　悪魔が雄お叫たけびを上げ、大理石を抉えぐる豪ごう脚きやくを踏ふん張る。メキメキメキと大理石が悲鳴を上げ、八方に亀き裂れつが走った。だが、風のドラゴンの胸に焦げ跡あとを残し、その身体を一撃で吹き飛ばしたペムペムの勢いは止まらない。

　殴なぐられ続け、打ち返され続け、それでも諦めず連綿と力を蓄たくわえ続けた体当たり。

「ぴぃぃいいいぃぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいっ！！！！」

　まるで、レインとペムペムの歩みを体現したかのようなその一撃は、

「ぎぃう！」

　悪魔の身体を彼方かなたへと吹き飛ばし、

「ギギギ。ギギギギッギ、ギギギギィィイ、ッィィイイイイイィィィ……」

　ミストリアの頰に巣くっていた邪じや念ねんの蝶を、情熱の熱で焼き切った。







　　　エピローグ




　重い瞼まぶたの向こう。額に触ふれる冷たい感かん触しよくに、深い暗闇に沈しずんでいたレインはゆっくりと意識を取り戻した。同時に、眉み間けんから後頭部にかけて鈍にぶい痛みが走る。

「い、っつ。つ、はぁ～……」

　頭痛に顔を顰しかめながら、レインはゆっくりと肩かたを持ち上げ首くびを捻ひねった。首筋に心ここ地ちよい痺しびれが走り、頭痛がほんの少し弱くなる。と同時に、仄ほのかな薬のにおいがレインの鼻先をくすぐった。レインがゆっくりと重い瞼を開く。見えてきたのは白い天てん井じようと、同じく白いカーテン。レインが寝ねかされているのは、学園にある保健室のベッドの上だった。

「なんで、こんなと──」

「お、起きたのか！　レイン・エルハルト！」

　レインの耳を、凜りんとした声が叩たたいた。レインの頰に触れていた冷たい何かが離れ、代わりに顔をくしゃっと歪ゆがめたエルニアが姿を現した。

「エル、ニア。おまえ、何して……」

　ひどい口の乾かわきを感じながら、レインが身を起こし、エルニアに訊たずねる。そんなレインに、エルニアは息が詰つまったような声を上げて双眸を細めると、突とつ然ぜんレインの胸にその顔を埋うずめ込んできた。

「お、おい。エルニア。どうしたんだ!?」

　咄とつ嗟さのことに、レインが頭に走る痛みを忘れて困こん惑わくする。嗚お咽えつを漏もらすエルニアの肩は、小刻みに震ふるえていた。普ふ段だんの強気な態度からは想像できない弱々しい姿に、レインがどうしていいか分からず、空中でオロオロとその両手を彷徨さまよわせる。

　そんなレインに、突然顔を持ち上げたエルニアは、その顔を涙なみだでクシャクシャにしながら、震える声で怒ど鳴なりつけた。

「こ、こほぉ！　馬ば鹿か者ものふぁ！　いふまで、ねふっへいるのだ!?」

「な、なな、何だって？」

　エルニアが何を言っているのか分からず、ついでになんでエルニアが泣いているのか分からず、レインが思わず聞き返す。そんなレインに、エルニアは涙を袖そでで拭ぬぐい去ると、有う無むを言わせずレインの両りよう肩かたを摑つかみ、その身体を押し倒たおした。

　ギシィッとベッドのスプリングが悲鳴を上げる中、エルニアの顔がレインのすぐ目の前に迫せまる。鼻と鼻が触れそうな距きよ離り、いやそれどころか、エルニアは自分の額をレインの額に押しつけながら、もう一度声を張り上げた。

「この、馬鹿者が。いつまで、寝てイるのダ！」

「声裏返ってっぞ！　つか、降りろ。この体勢は色々と問題がある！　て、こらこらこら。人の顔をベタベタ触さわるなよ！」

「うるさい！　大人しくしろ！」

　額を離はなしたエルニアがレインに馬乗りになり、その額や顔をくまなく触り始める。

「ちょ、コラ、やめろ。気色悪い！」

「き、気色悪いだと!?　貴様ぁ～。私が、私がどれだけ……！」

　エルニアが唐とう突とつにその言葉を切る。その双眸は再び細められ、弱々しく歪んだ口元のすぐ隣となりを、目の端はしから滴したたった滴しずくがこぼれ落ちた。

「どれだけ心配したか、貴様は分からないのか？　レイン・エルハルト」

　エルニアの顎あごから落ちた涙が、レインの頰を伝い、シーツにこぼれ落ちる。

　その時、レインのベッドを包んでいた足あし下もとのカーテンが、音を立てて開かれた。

「レイン～。なんか音がしたけど、目覚まし……ありゃ」

　カーテンの向こうから現れたガゼットが、失敗したとばかりに顔を顰める。その隣には、今にも卒そつ倒とうしそうなほどショックを受けた表情を浮うかべるアリカと、頭の上にルルを乗せながら不満を露あらわに頰を膨ふくらませるジナがいた。

「エ、エルちゃん。が。レ、レレレ、レイン君と……」

「抜け駆がけずる、い。反則」

　アリカとジナ、その二人の声に、背中を向けていたエルニアは涙を拭いながら、大おお慌あわてでレインから飛び降りた。

「ち、違ちがうぞ。二人とも、誤解するな。こ、これはあれだ。レイン・エルハルトが私を襲おそおうとしたのだ!?」

「はああああああああああ!?　おい、コラ！　いい加減すぎるでたらめを言うな！」

　エルニアが咄嗟に口走ったとんでもない噓うそに、レインが慌てて上半身を起こす。

　だがレインの身体は、アリカの腕の中から勢いよく飛び出してきた青い砲ほう弾だんを受け、再びベッドに押し倒された。

　レインの胸に飛び込んできたのは、身体が縮むほど涙を流すペムペムだった。

「ぴぎぃーっ！　ぴぎぴぎぴぎっ。ぴぎぃ～～っ！」

「ペムペム。おい、どうした？」

「ぴぎぴぎぴぎぴぎぃー！」

　必死なほどに鳴き声を上げながら、身体をすり寄せるペムペムにレインが激しく困惑する。だが、そんなペムペムの姿に、一いつ触しよく即そく発はつだったエルニア達はどこか和なごんだ表情を浮かべ、剣けん吞のんとした雰ふん囲い気きを霧む散さんさせていた。

　柔やわらかくなる空気に安あん堵どしながら、レインがその手を未いまだ胸に顔を埋めるペムペムの頭に乗せる。

「お～、よしよし。んで、なんでそんなに泣いてんだよ。ペムペム」

　レインの質問に答えたのは、ピックを肩に乗せたガゼットだった。

「そりゃ、丸一日ご主人様が眼めを覚まさなきゃ心配になるよ。レイン」

「丸一日……って、ちょっと待てよ。俺、丸一日寝てたのかよ!?　なんで？」

　ペムペムを抱だきかかえながら身を乗り出すレインに、ガゼットはレインの額を指先で押しながら、呆あきれた笑えみを浮かべて応こたえた。

「脳のう震しん盪とうだよ」

「脳震盪!?」

「そう。覚えてないのかい？　レイン、君。【昇しよう華か】状態のペムペムを、頭突きではじき飛ばしただろ。そりゃ、脳震盪の一つも起きて当然だよね。というか、保健の先生驚おどろいてたよ。脳震盪よりも、身体中の痣あざにね。寝過ぎたのは疲ひ労ろうのせいだろうって。一体、どんなトレーニングしてきたんだい？　君達は」

「あ……。そういや、風のドラゴンの奴やつと徹てつ夜やでトレーニングしてたんだった」

「まぁ、そんなとこだろうと思ったよ。じゃなきゃ、たった一日であそこまでジナさんとルルの技わざを会え得とくするなんて無理だろうからね」

　レインの返答に、ガゼットが納なつ得とく半分呆れ半分に肩を竦すくめる。そんなガゼットに、レインは身を乗り出しながら訊ねた。

「じゃ、じゃじゃ。試合は、ランキング戦はどうなったんだよ？」

　危あやうくベッドから落ちそうになったレインに、ガゼットは「まぁ、落ち着きなよ」と声を和やわらげると、レインが気を失ってからのことを話し始めた。

「ミストリアさんとの試合は結局ドロー。両魔獣錬磨師モンスタートレーナーが気絶で引き分けってことになったよ。んで、レインが倒れたもんだから、エルニアさんと、ジナさん、それにアリカも試合放ほう棄き。僕もアリカについてきたから、ランキング戦はうやむやになっちゃったね」

「うやむやって……。それでみんな満足したのかよ？　上級生も見に来てたんだろ？」

「ああ、その点は大だい丈じよう夫ぶだったよ。アリエル生徒会長が一ひと肌はだ脱ぬいでくれたから」

「生徒会長が？」

　意外な人物の名にレインが小首を傾かしげ、エルニアの方へ目を向ける。レインの視線を受け止めたエルニアは、隙すきあらばレインのベッドに上がろうとするジナを牽けん制せいしながら応えた。

「ああ。姉上が会場に残った天使使いと、観客のためにエキシビションマッチをしたらしい」

「え、マジ!?　ファルドと生徒会長が!?　天使と神が戦ったのかよ！」

　聞かされた最上級のマッチメイクに、レインが眼を少年のように輝かがやかせる。アリエルの戦いくさ乙女おとめワルキューレ、ファルドの天てん騎き士しエルデミオールは共に戦いを宗むねとするモンスターだ。王国の感謝祭でもここまでのマッチメイクはそうお目にかかれないだろう。

「んで、どっちが。どっちが勝ったんだ!?」

　レインが今度はエルニアへその身を乗り出す。その時、一いつ瞬しゆんの隙を突ついてジナがエルニアとレインの間に滑すべり込んだ。

　ジナがレインの腕うでにもたれるように身体からだを寄せ、レインの肩に顎を乗せて囁ささやく。

「最後は神が勝った、らしい」

「らしい？　見てないのか？」

「私も、婿むこ様の看病に来てたから」

「そ、そっか。そりゃ～悪いことしたな。んで、ジナ。一ついいか？」

「なに？」

「なんでナース服なんか着てんだ？」

　レインが首を傾げて訊ねる。レインに寄りかかるジナは、彼女の銀ぎん髪ぱつがよく映はえる純白のナース服に身を包んでいた。

「こっちの方が、喜ぶかと思って」

　だめ？　と言わんばかりに、ジナが悲しそうな顔をしながら首を傾げてレインを覗のぞき込む。

　さすがにここまで身体を密着されればレインもかなり恥はずかしいわけで、ジナをやんわりと押しのけながら、なんとか話を逸そらそうと思考を巡めぐらせた。

「え、っと。あ～、でも。試合の代わりに看病させて悪かったな。今度、なんかお詫わびするよ」

「ほん、と！」

　ジナがその瞼を完全に開き、頰ほおを赤らめながら艶つややかな笑みを浮かべる。

　そんなジナに、エルニアは「な、ずるいぞ！」と声を張り上げた。

「レイン・エルハルト。それならば、私にも詫びをしてしかるべきだろう！」

　エルニアの主張に反論したのは、レインではなくジナだった。

「朱あか髪がみはさっき慰なぐさめてもらって、た。もう、だめ」

「んな！　あ、あれは違うぞ。あれは、私がレイン・エルハルトを慰めようと──」

「あ、やっぱり抜ぬけ駆け。しかも、慰める？」

　ジナが再び瞼まぶたを半分閉じ、じと～っとした視線をエルニアに向ける。その視線の意味を敏びん感かんに感じ取ったエルニアは、大慌てで首を横に振ふった。

「う、なぁ。い、今のはなし。なしだ！」

「抜け駆が、け」

「だから、違うと言っているだろう！」

　病室であることを気にせずエルニアが声を張り上げ、ジナを睨にらみ付ける。その敵意を露わにした双そう眸ぼうに、ジナと、その頭の上に乗っていたルルが臨戦態勢を整える。

　そんな二人の殺伐とした空気を、ガゼットの手を叩たたく音が破った。

「は～い。二人ともストーップ。レインを看病したっていうなら、一番付きっきりだったのはアリカだと思うんだけどな～。ねぇ、アリカ」

「え、あ、ええ！」

　いきなり話を振られたアリカが、どう答えていいか分からず白いカーテンを握にぎり締める。

「そうなのか、アリカ？」

「あ、うん……。でも、私なんてちょっとだけ、だよ」

　レインに訊たずねられたアリカが、顔を真っ赤にしながら引き寄せたカーテンを口元に当て、控ひかえ目に頷うなずく。「ちょっとだけ」と言っているが、ガゼットの言うとおり一番レインの看病に熱心だったのはアリカだった。しかもアリカは、ペムペムのご飯まで用意していたのだ。レインが目覚めたときにいなかったのはそのためだ。

　恥ずかしそうに目を伏ふせるアリカに、レインは「そっか」と頰を搔かくと、白い歯を見せて笑った。

「んじゃ、アリカにもなんかお礼しないとな」

「ほ、ほんと!?　いいの、レイン君？」

「おう！　もらった借りはしっかり返すぞ」

「あ、ありがとう。レイン君、えへへへへ」

「いや、礼を言うのは俺の方なんだけど」

　アリカが嬉うれしそうに微笑ほほえみながら、その笑みを隠かくすようにカーテンを鼻先までたぐり寄せる。そんなアリカの姿に、エルニアとジナは互たがいに顔を見合わせると、自分自身を恥じるように持ち上げていた拳こぶしを引く。臨戦態勢を解いた二人にレインは安堵の息を漏もらしながら、ふと思い出したことを口にした。

「そういえば、ミストリアの奴はどうなったんだ？　あと、ジャンブルウの奴も」

　心配そうに眉まゆを下げるレインに答えたのは、うんうんと満足げにアリカを見守っていたガゼットだった。

「ああ、さっき聞いてきたけど。問題ないってさ。ミストリアさんも目を覚ましたって」

「そっか。そりゃ良かった。──んで、あの黒い蝶ちようみたいな奴はなんだったんだ？」

　レインがそれまでの明るさを押し殺し、微かすかに声に怒いかりを滲にじませる。戦いの時のミストリアの変へん貌ぼうは異常だった。普ふ段だんの聡そう明めいなミストリアからは考えられない暴言暴挙。ジャンブルウの言葉から推測するに、あの虫が何か関係あるのは間ま違ちがいない。

　だが、レインの質問に、ガゼットは残念そうに肩かたを竦めた。

「その辺はなにもわかってないんだって。ミストリアさんも、よく覚えていないらしいよ。まぁ、さすがに引きずってるみたいだけどね。今は、ファルドがついてるらしいよ」

「そうか……。まぁ、ファルドがついてるなら大丈夫だろ」

「ん？　なんでそう思うんだい？」

　レインの納得したような表情に、ガゼットが眼鏡めがねを直しながら訊ねる。

「え？　だってあいつら、付き合ってるんじゃないのか？」

「「「ええ!?」」」

　レインがさらりと答えたとんでもない回答に、ジナを除いた三人が思わず声を張り上げた。

「レイン・エルハルト。お前もよく知っているだろう。あの天使使いの女ったらしぶりを」

「う～ん。ミストリアさんも、いつもファルド君に怒おこってばっかだよね」

「レイン、なんでそう思うんだい？」

　エルニア、アリカ、ガゼットが口々にレインの考えを否定する。

　そんな彼らの疑問に、レインはそれこそ意外そうな表情を浮うかべながら答えた。

「ほらよぉ、ファルドの奴って女子の名前を呼ぶとき、名前＋女神とか、名前＋姫ひめとかで呼ぶだろ。でも、ミストリアだけはミーアって愛あい称しようで呼ぶじゃねぇか。だから、俺はてっきり、ファルドの奴はミストリアだけ特別扱あつかいしてんだと思ってたんだけど。違うのか？」

　レインの話にガゼット達はハッとし、そしてレインの鋭するどい着眼点と観察力にとてつもなく残念そうに肩を落とした。

　その中でも、何より傷ついたのは、今まで必死にレインにアプローチを掛かけてきたエルニアだろう。さすがのエルニアも今回ばかりは怒りすら通り越こし、悔くやしそうに口を開いた。

「レイン・エルハルト。貴様は、そこに気がついておいて、なぜ!?」

「え、何？　俺、なんか変なこと言ったか？」

「いや、もういい。つまり、今まででは足りないということだな！」

　悔しそうに唇くちびるを嚙かんでいたエルニアが、パッと顔を持ち上げると、有無を言わさずレインの腕に抱だきついてきた。

「な、な、な！　何してんだよ、エルニア！」

「五う月る蠅さい！　貴様はこれくらいしないと分からないのだろう！　それより、まずは私を褒ほめろ。貴様のために頑がん張ばって、そこのジナ・レームライトを降くだしたのだぞ！」

「ああ、あれはマジで格好良かったぞ！」

「ほ、本当か！」

　まるで自分のことのように喜ぶレインの心からの賞賛に、エルニアが声を弾はずませる。その瞬間、エルニアの腕がにわかに緩ゆるんだ。この隙を見み逃のがすレインではない。

　腕を包む柔やわらかな感かん触しよくから逃にげるように、レインは腕を引き抜くと、床ゆかに並べられていたブーツを引ひっ摑つかんだ。

「ま、まぁ。そういうことだから、ミストリアはファルドに任せときゃいいだろう。って、ことで。俺達はそろそろ行くとするか。なぁ、ペムペム」

「ぴ、ぴぎ？」

　ブーツに足を通すレインに、イヤな予感を感じ取ったペムペムがじりじりとベッドの端はしへと移動する。だが、その青い身体は、ブーツを履はき終えたレインの手に、たちどころに捕とらえられた。

「こーら、ペムペムどこ行く気だ」

「いや。貴様こそどこへ行くつもりなのだ？　レイン・エルハルト」

　ペムペムを頭に乗せながら身み支じ度たくを調ととのえるレインに、エルニアは腕に残った名残なごりを惜おしむかのように顔を曇くもらせながら、全すべてを悟さとりつつ敢あえて問いかける。

　そんなエルニアに、レインは元気に充みち満ちた笑みで振り返った。

「決まってんだろ。トレーニングだよ。今日はランキング戦の明け休みだ。ちょっくら、風のドラゴンのところに行ってくる！」

「昨日の今日でか？」

「昨日の今日だからだ！」

　レインの声に迷いはなかった。

「だって、そうだろ。結局のところ、ジャンブルウとは引き分けだったんだぞ。もっと強くならないでどうするんだよ！」

「ぴぎ……。ぴぎぴぎ、ぴぎっ！」

　主あるじが放った気き迫はくに、休みを要求していたペムペムがその態度を改め気合いを込こめる。

「む、婿むこ様！」

「ん、なんだ？」

「婿様は、そんなに修業して、何を目指しているの？」

　保健室のドアに手を掛けたレインに、ジナはその瞼を大きく持ち上げて問いかける。

　その場にいた誰だれもが抱いていた問いに、レインは笑って答えた。

「ペムペムと、力の上に胡座あぐらをかいた神をぶっ倒たおすことだよ！　さぁ、行くぞペムペム！」

「ぴぎぃー！」

　ペムペムの鳴き声を残し、レインの姿が扉とびらの向こうへと消えていく。

　スライムで神を倒す。

　世界の創造よりも難しい難題に笑って挑いどむ単たん細さい胞ぼうコンビに、保健室に残されたエルニア達は誰からともなく笑い始めた。




　　　　＊




　目の前に立つ高等部一回生最強の男、いや、学園の中でも間違いなく十指に入るであろう実力を持つエンジェルトレーナー、ファルドを生徒会室に呼び出したアリエルは、組んだ両手を机の上に乗せながら、男なら誰もが身み悶もだえする笑みで微笑んだ。

「ランキング戦ではありがとうございます」

「いえいえ。こちらこそ、学園最強のゴッドレディ。アリエル生徒会長殿どのと手合わせが出来て本当に光栄でしたよ。この後一いつ緒しよにお茶でもどうですか？　打ち合った67手の一つ一つを検討しましょうよ！」

「嬉しいお誘さそいだけど、またの機会にお願いするわ」

　微び笑しようを崩くずさずファルドの誘いをやんわりと断ったアリエルが手元の資料に視線を落とす。それは、ファルドが持参したいくつかの書類が並べられていた。その書類は全て、ミストリアを襲おそった仮面の男に関する資料だった。

　その資料の厚みに、アリエルの傍かたわらに控えていたサラが驚おどろきに眉を持ち上げる。ランキング戦の後、アリエル達も勿もち論ろん仮面の男について探さぐってはいたが、ファルドが用意した資料はそれを遥はるかに上回っていた。

「ミストリア・クラウリスの容よう態だいを聞きたかったのだけど、まさか、ここまで調べてきてくれるとは。実に勤勉ですね」

「いえいえ。自分を囮おとりにされるアリエル生徒会長殿には敵かないませんよ」

　にこやかな笑みを崩さないまま答えたファルドに、アリエルはその双眸を微かに細めた。

「……気が付いていましたか」

　ファルドの藍色の瞳ひとみの奥深さに、アリエルは素す直なおに首しゆ肯こうした。ランキング戦で行われたエキシビションマッチ。それはもちろん観客となってくれた生徒達を退たい屈くつさせないためのものだったが、裏の目的として、アリエル達にはあわよくば仮面の男が姿を現すのではないかという目論見があった。

　仮面の男は高位紋もん章しようの血を集めているらしい。ならば、神の紋章を持つアリエル、そして天使の紋章を持つファルドは最上の餌えさだ。

「すみません。先に一言、話をするべきでしたよね」

　断りもなく利用したことに、アリエルがその金糸のような髪かみを揺ゆらし、ゆっくりと頭を傾かたむける。

　しかし、アリエルが完全に頭を下げる前に、ファルドがどこか剽軽ひようきんな声を張り上げた。

「ちょっと、待って待って。女性に頭を下げさせるなんて罪なこと、僕にさせないでくださいよ。この世の全ての女性のためならば、僕は喜んで捨て石になりますよ」

　ドンと胸を叩たたくファルドの本気の表情に、アリエルが小さく苦笑を漏らしながら、再びその背筋を伸のばす。

「それは、とても高こう尚しような心がけですね」

「僕の自じ慢まんの一つです。ああ、そうだ。自慢ついでにもう一ついいですか？」

「え、ええ。どうぞ」

「では、僭せん越えつながら。僕、今回のこと、ミーア……ミストリアのことものすごく腹を立ててるんですよ。それはもう、危あやうく勝負に割って入っちゃいそうになるくらい。まぁ、そこは、僕のがまん強い心をほめてあげるとして……」

　言葉を紡つむぐにつれて、ファルドの声が次し第だいに低く、そして力強くその声こわ色いろを変えていく。

「あのあと、ミストリアの容態を見に行ったら、すごくショック受けてたんですよ。その上、僕に謝ったんですよ。みっともない姿を見せたって、あのミストリアが。涙なみだまで、零こぼして」

　ファルドがその拳こぶしを握にぎり込む。その掌てのひらに刻まれた天使の紋章は、天を焦こがしそうな金色の光に包まれていた。

「ミストリアを困らせてイイのは僕だけです。だから、一つお願いします。アリエル生徒会長。この仮面の男の討とう伐ばつ隊を組むなら──」

　ファルドがその双そう眸ぼうからおちゃらけた笑みを消す。

「俺を必ず討伐隊に入れてください。奴やつらは──この俺が断罪する」

　そして、その精せい悍かんな口から紡がれた言葉は、烈れつ風ぷうの如ごとき気迫と共に、アリエルとサラの髪をかき乱した。アリエルは涼すずしい表情でその威い圧あつの風を受け流したが、傍らに立つサラの頰ほおには冷たい汗あせが滴したたっていた。

「じゃ、そういうことで、よろしくおねがいしま～す。では、僕はこの辺で。愛いとしのミーアが待っていますから。あ、でもでも、お茶のお誘いはいつでも可なので。考えといてくださいね～ン」

　再び軽い調子を身に纏まとったファルドが、大きく手を振ふりながら、生徒会室の扉の向こうへ消えていく。

　重々しい音と共に閉じられる扉。

　静せい寂じやくに包まれる中、アリエルは再び手元の資料に視線を落とした。

　ファルドが持ってきた資料。そこには、仮面の男が別の場所で名乗ったある組織の名前が記されていた。

「楽園エデン、か」

　美しい名を冠かんする組織に、アリエルは今までにない不ふ吉きつな気配を感じながら、サラと共に手元の資料へ眼めを通し始めたのだった。
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『堅けん忍にん不ふ抜ばつ』

　剣けん道どうの師し範はんから頂いた大切な言葉。我が慢まん強づよく堪たえ忍しのべ。どんなに負けても、苦しくても、諦あきらめずに続けることが力になる。

　そんな作者に負けないくらい諦めの悪いペムペムとレインの奮ふん闘とう劇。

『できそこないの魔獣錬磨師モンスタートレーナー２』でした！




　こんにちは、見み波なみタクミです。

　スライムがひたすら体当たりを繰くり返かえす『できそこないの魔獣錬磨師モンスタートレーナー』の第だい二に弾だん。まさか、第二弾を出すことが出来るとは……。いや、だって。スライムですよ、スライム。可愛いって大切ですね。ちなみに、作者は今日も世界一可愛い愛あい猫びようで癒いやされております。

　今回は新キャラが続々登場しましたね。スライムトレーナーのジナ＆ルル。エンジェルトレーナーのファルド＆エルデミオール。デビルトレーナーのミストリア＆ジャンブルウ。キャラクターが倍々式に増えるこの物語。最終的には総勢で何人何匹びきになることやら。

　今回の新キャラではファルドが一番動かしていて楽しかったですね。こういうハイテンションなキャラは場を和なごませてくれるのでとても助かります。

　それにしても、ルルのペムペムに対する態度は何なのか。それは作者にも分かりません。

　作者に分かるのは、２巻の完成はたくさんの方の協力の賜たまものだと言うことです。この場を借りて謝辞を申し上げます。

　ページ制限＆締しめ切きりを大おお幅はばにオーバーしたにもかかわらず温かい言葉で支えてくださった担当Ｓ様。倍々式に増えるキャラクターに素晴らしいイラストを描えがいてくださった狐こ印いん様（ファルドのラフは思わず「これっ！」と叫さけんでしまうほどイメージ通りでした。銀ぎん髪ぱつ少女のジナも可愛い。エルデミオールとジャンブルウはかっこいいし、ミストリアは──以下略）。丁てい寧ねいな直しをしてくださった校正様。スランプの時に相談に乗ってくれる友人のＳ雪様。良き理解者でありアドバイザーのＮ川氏。ファンレターを送ってくれた受験生さん（作者のやる気を引き出す最高のプレゼント。ファンレターは大切に保管してあります）。

　そしてもちろん、この本を読破という形で本当の完成にしてくださった読者の皆みなさん。

　皆さん本当にありがとうございました！

　おかげさまで、作者は今日も白紙の原げん稿こうに【体当たり】です！


二〇一五年五月　見波タクミ　　
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